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lま

め

じ

手
続
の
歴
史
は
そ
の
ま
ま
権
利
の
保
障
の
歴
史
で
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
か
ら
我
国
に
お
い
て
も
、
権
利
を
保
障
す
る
た
め
の
手

続
の
研
究
に
多
く
の
努
力
が
払
わ
れ
て
き
た
o

特
に
行
政
手
続
の
分
野
に
お
け
る
研
究
に
は
今
日
ま
で
多
く
の
業
績
が
残
さ
れ
て
い
る
o

「
行
政
手
続
に
関
す
る
文
献
目
録
」
(
橋
本
公
一
日
一
、

ジ
ユ
リ
ス
ト
二
七
九
号
)
は
こ
れ
を
示
し
て
い
る
o

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
、
昭
和
三
九
年
臨
時
行
政
調
査
会
に
よ
っ
て
、

「
行
政
手
続
法
草
案
」
が
公
表
さ
れ
、
今
後
の
我
国
に
お
け

る
行
政
手
続
に
関
す
る
一
般
法
の
制
定
の
問
題
が
具
体
的
に
取
り
あ
げ
ら
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。
こ
の
行
政
手
続
に
関
す
る
一
般
法
の
制

※
 

一
九
二
五
年
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
行
政
手
続
法
以
来
、
諸
国
に
お
い
て
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
合
衆
国
に

定
の
問
題
は
、

お
い
て
は
一
九
四
六
年
連
邦
行
政
手
続
法
が
あ
る
こ
と
は
今
更
あ
げ
る
ま
で
も
な
い
。

付

こ
こ
で
は
、
右
の
連
邦
行
政
手
続
法
と
共
に
各
州
に
お
け
る
市
民
の
権
利
の
保
障
に
重
要
な
役
割
を
果
し
て
い
る
、

ア
メ
リ
カ
合
衆
国

アメリカ合衆国州行政手続法研究序説

に
お
け
る
州
行
政
手
続
法
の
問
題
を
取
り
あ
げ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
o

特
に
連
邦
法
と
の
対
比
に
お
い
て
、
州
に
お
け
る
行
政
手
続

の
問
題
が
ど
の
よ
う
な
形
態
を
と
り
、
具
体
的
に
は
い
か
な
る
背
景
の
下
に
問
題
が
展
開
さ
れ
て
い
る
か
、

を
中
心
に
州
の
手
続
法
を
考

え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
連
邦
と
州
の
場
合
と
で
は
、
本
文
に
示
す
よ
う
に
具
体
的
に
い
く
つ
か
の
差
異
が
示
さ
れ
る
。
行
政
機
関

の
規
模
の
問
題
は
そ
の
一
例
で
あ
ろ
う
。

右
の
よ
う
な
視
野
に
立
っ
て
、

ま
ず
、

第
一
章
、
第
二
章
で
は
州
行
政
手
続
法
の
モ
デ
ル
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
、
「
一
九
四
六
年

一
九
六
一
年
改
訂
モ
デ
ル
州
行
政
手
続
法
」
を
中
心
に
、
そ
の
歴
史
的
沿
革
、

モ
デ
ル
州
行
政
手
続
法
お
よ
び
、
同
法
の
改
訂
法
た
る
、

そ
の
規
定
の
意
義
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
か
ら
こ
の
作
業
を
始
め
よ
う
と
考
え
る
。
モ
デ
ル
法
お
よ
び
改
訂
法
を
置
い
て
州
に
お
け
る
行

政
手
続
法
の
問
題
を
考
え
る
こ
と
は
少
な
く
と
も
不
可
能
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
c
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説

こ
れ
ら
の
一
般
的
作
業
を
前
提
に
し
て
、

と
こ
ろ
で
本
稿
で

具
体
的
問
題
を
第
三
章
以
下
で
と
り
あ
げ
、
論
じ
よ
う
と
考
え
て
い
る
。

は
第
一
章
に
お
い
て
モ
デ
ル
法
、

お
よ
び
改
訂
法
の
制
定
、
公
表
ま
で
の
治
革
を
述
べ
、
第
二
章
で
は
モ
デ
ル
法
、
改
訂
法
の
試
訳
お
よ

論

び
後
者
の
解
説
を
そ
の
中
心
と
し
て
取
り
あ
げ
る
こ
と
と
す
る
。
こ
の
第
二
章
は
全
体
の
構
成
か
ら
考
え
て
資
料
的
部
分
と
し
て
別
稿
で

取
り
扱
う
こ
と
が
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
本
稿
が
第
三
章
以
下
で
連
邦
法
と
の
対
比
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
各
規
定
の
趣
旨
に

検
討
を
加
え
る
予
定
で
あ
り
、
そ
の
意
味
か
ら
第
三
章
以
下
の
論
述
と
の
関
連
も
あ
っ
て
第
二
章
と
し
て
あ
ら
か
じ
め
位
置
づ
け
る
こ
と

と
し
た
o

こ
の
点
を
こ
こ
で
お
断
り
を
し
て
お
き
た
い
と
考
え
る
。

曜
一
九
三
一
年
ヴ
ユ
ル
テ
ン
ベ
ル
グ
行
政
手
続
法
草
案
を
は
じ
め
、
ア
メ
リ
カ
連
邦
行
政
手
続
法
(
一
九
四
六
)
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
行
政
手
続
法
(
一

九
五

O
V
ド
イ
ツ
行
政
送
達
法
(
一
九
五
二
)
、
イ
タ
リ
ア
行
政
手
続
法
案
(
一
九
五
五
)
、
イ
ギ
リ
ス
審
判
所
及
び
審
問
法
(
一
九
五
八
)
、
ベ
ル
リ
γ
行

政
手
続
法
(
一
九
五
八
)
、
ス
ペ
イ
ン
行
政
手
続
法
(
一
九
五
八
)
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
行
政
手
続
法
(
一
九
六

O
)
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
立
法
例
に
つ
い
て
は
、

臨
時
行
政
調
査
会
第
三
専
門
部
会
に
よ
る
「
行
政
手
続
に
関
す
る
報
告
附
属
資
料

2
」
が
す
べ
て
収
録
し
て
い
る
。

第
一
章

州
行
政
手
続
法
の
発
展

第

節

州
行
政
機
関
の
特
色

連
邦
行
政
法
が
、
幾
多
の
変
遷
を
経
て
、

い
わ
ば
妥
協
の
産
物
と
し
て
一
九
四
六
年
に
制
定
さ
れ
た
こ
と
は
今
更
指
摘
す
る
ま
で
も
な

い
。
同
法
に
つ
い
て
の
研
究
は
我
国
に
お
い
て
す
で
に
多
く
発
表
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
連
邦
行
政
法
の
研
究
に
比
し
て
、
州
行
政
法
の
研
究
自
体
は
あ
ま
り
進
捗
し
て
い
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
た
だ
わ
ず
か
に
我

国
に
お
い
て
紹
介
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、

モ
デ
ル
州
行
政
手
続
法
の
作
成
に
至
る
経
過
が
要
旨
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
に
と
ど
ま

る。

北法18(1・90)90



• I 

「
各
州
に
お
い
て
も
連
邦
と
同
様
行
政
機
能
の
拡
充
の
現
象
が
起
り
、

こ
れ
に
対
す
る
手
続
的
規
制
と
司
法
審
査
の
問
題
が
論
議
さ
れ

た。
一
九
三
九
年
三
月
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
知
事
レ

!
?
γ

は、

R
-
M
・
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
に
州
の
委
員
会
又
は
省
に
よ
る
準
司
法
的
作
用
の

行
使
と
研
究
、
検
討
、
調
査
す
る
こ
と
を
依
嘱
し
た
。
彼
は
三
年
間
の
調
査
研
究
の
後
一
九
四
二
年
そ
の
報
告
書
を
提
出
し
た
o

彼
は
司
法
審
査
の
問
題
よ
り
も
、
行
政
手
続
の
問
題
の
方
が
重
要
で
あ
る
が
、

一
般
的
な
手
続
法
典
は
可
能
で
な
く
望
ま
し
く
な
い
と

す
る
。次
に
ア
メ
リ
カ
法
曹
協
会
の
活
動
が
あ
る
o

同
協
会
は
、
行
政
機
関
お
よ
び
審
判
機
関
に
関
す
る
委
員
会
を
設
け
た
。
同
委
員
会
は
一

九
三
八
年
、
州
の
行
政
行
為
に
対
す
る
司
法
審
査
に
関
し
て
報
告
書
を
提
出
し
た
。
翌
年
同
委
員
会
は
行
政
手
続
お
よ
び
司
法
審
査
に
関

付

す
る
法
案
を
提
案
し
た
。
こ
れ
は
統
一
州
法
委
員
会
議
の
採
用
し
た
モ
デ
ル
州
行
政
手
続
法
の
起
源
を
な
す
。

右
法
案
が
統
一
州
法
委
員
会
議
に
提
出
さ
れ
、
一
九
三
九
年
同
会
議
は
特
別
委
員
会
を
設
け
、
こ
れ
を
研
究
せ
し
め
た
。
同
委
員
会
は

詳
細
な
調
査
研
究
の
結
果
、
モ
デ
ル
州
行
政
手
続
法
を
作
成
し
た
o
」

こ
の
州
行
政
手
続
法
は
連
邦
行
政
手
続
法
と
同
年
、
す
な
わ
ち
一
九
四
六
年
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
o

そ
の
後
同
委
員
会
は
更
に

調
査
研
究
を
進
め
、

説序究研悌

一

九

六

一

年

右

の

モ

デ

ル

州

行

政

手

続

法

を

改

訂

し

、
(
3〉

肝

-
E
E
E
2
2
5
P
O
S
E
B
E
u
E
H
)
と
し
て
公
表
し
た
。

行-T
 
国衆Aロカメア

「
改
訂
モ
デ
ル
州
行
政
手
続
法
」

(
岡
山
巾

4
山
由
主
冨
孟
乙

ω
g
g

こ
こ
で
は
右
の
簡
単
な
記
述
に
み
ら
れ
る
、
州
行
政
手
続
法
の
制
定
に
至
る
過
程
を
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

州
行
政
機
関
の
特
徴

連
邦
行
政
機
関
に
比
較
し
て
、
州
の
そ
れ
が
同
様
に
重
要
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
今
更
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
市
民
の
権
利

が
連
邦
行
政
機
関
の
行
為
よ
り
も
、
州
の
行
政
機
関
の
行
為
に
よ
っ
て
、
同
様
に
多
く
の
制
約
を
受
け
る
こ
と
が
そ
の
根
拠
と
し
て
あ
げ

北法18(1・91)91



説

ら
れ
る
o

ま
た
、
州
の
行
政
機
関
が
こ
こ
近
年
き
わ
め
て
多
く
の
、
市
民
の
生
命
、
健
康
、
財
産
、
労
働
等
に
関
す
る
規
則
を
制
定
し
、

論

そ
の
他
そ
れ
ら
に
関
す
る
争
訟
を
取
り
扱
っ
て
き
て
い
る
こ
と
も
同
様
に
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
州
行
政
機
関
の
特
殊
性
は
以
下
に
触
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
手
続
上
の
原
理
に
一
不
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
一
一
言
で
い
え

ば
、
き
わ
め
て
多
く
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
そ
の
内
容
と
し
て
有
し
、
そ
れ
ら
が
そ
れ
ぞ
れ
本
質
的
に
相
異
な
る
手
続
的
原
理
に
従
っ
て
い
る

も
の
で
あ
る
o

こ
の
た
め
、

不
必
要
な
混
乱
を
生
じ
さ
せ
、
相
互
に
錯
綜
す
る
行
政
機
関
の
増
加
を
招
く
こ
と
と
な
っ
た
。

は
、
州
に
よ
っ
て
は
六

O
乃
至
七

O
の
、
独
立
し
た
行
政
機
闘
が
存
在
し
、
合
衆
国
に
お
け
る
州
行
政
機
関
全
体
と
し
て
は
、
二

0
0
0

以
上
の
機
関
の
存
在
が
指
摘
さ
れ
て
い
訂
こ
の
よ
う
な
機
関
の
増
加
は
当
然
の
こ
と
と
し
て
、
そ
の
活
動
の
対
象
を
き
わ
め
て
広
範
囲

こ
の
こ
と

の
も
の
と
す
る
こ
と
は
必
然
で
あ
る
。

多
く
の
州
で
は
第
一
次
産
業
を
は
じ
め
、
最
近
の
公
害
の
問
題
に
至
る
多
種
多
様
な
問
題
を
そ
の
規
制
、
監
督
の
範
囲
内
に
置
い
て
い

る。
ま
た
、
右
に
あ
げ
た
よ
う
な
行
政
機
関
の
数
お
よ
び
、
行
政
機
関
に
委
ね
ら
れ
た
政
府
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
範
囲
の
問
題
と
並
ん
で
、

行
政
機
関
に
委
ね
ら
れ
た
権
限
の
強
大
さ
も
そ
の
著
し
い
特
色
と
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
法
人
に
関
す
る

法
の
分
野
の
み
な
ら
ず
労
働
法
の
分
野
、
そ
の
他
多
く
の
分
野
に
お
い
て
指
摘
さ
れ

M
V

連
邦
行
政
機
関
と
の
比
較

州
の
行
政
機
関
の
特
徴
が
以
上
に
あ
げ
た
諸
点
に
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、

に
は
以
下
の
諸
点
に
そ
の
差
異
が
示
さ
れ
よ
う
o

」
の
州
行
政
機
関
を
連
邦
の
行
政
機
関
と
比
較
し
た
場
合

そ
の
最
も
著
し
い
差
異
は
ま
ず
州
行
政
機
関
の
規
模
の
点
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
連
邦
の
そ
れ
が
時
に
は
数
百
人
の
法
律
家
か
ら
成
る
の

に
対
し
、
州
の
場
合
に
は
き
わ
め
て
少
人
数
の
も
の
か
ら
成
り
、
そ
の
組
織
は
十
分
な
も
の
で
な
い
場
合
が
多
勺

北法18(1・92)92



こ
の
点
は
一
九
四
六
年
の

こ
の
よ
う
な
小
規
模
な
州
行
政
機
関
は
、
そ
の
結
果
と
し
て
手
続
の
簡
略
化
を
も
た
ら
し
た
。
た
と
え
、
は
、

「
連
邦
行
政
手
続
一
法
」
(
司
丘
町

E-
〉門

E
E
a
E
H
-
2
〉
n
y
S
怠
)
と
、
同
年
の
「
モ
デ
ル
州
行
政
手
続
法
」

の
規
定
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
容
易
に
示
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
手
続
の
簡
略
化

(富。門田市

}
ω
g
g
〉内山

B
E
a

円印可
mw
片
岡
〈
巾
司

gn包
己
同
巾
〉
門
叶
場
回
。
品
。
)

は
一
九
六
一
年
の
「
改
訂
モ
デ
ル
州
行
政
手
続
法
」
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
も
っ
と
も
「
改
訂
法
」
は
そ
の
一
部
に
お
い
て
「
連
邦

法
」
の
規
定
の
趣
旨
を
取
り
入
れ
詳
細
な
規
定
を
置
い
た
部
分
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
手
続
の
簡
略
化
は
、
州
行
政
手
続
法
の
内
容
を
、
行
政
手
続
に
お
け
る
基
本
的
原
理
を
主
と
し
た
諸
規
定
に
限
定
す
る
こ

と
と
な
る
。
し
か
も
こ
の
よ
う
な
基
本
的
原
理
は
、
州
に
お
け
る
行
政
機
関
の
規
模
の
大
小
を
問
わ
ず
、
そ
れ
ら
機
関
の
必
要
性
に
適
合

付

し
た
も
の
と
し
て
要
請
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

次
に
連
邦
の
機
関
と
比
較
し
て
、
州
の
機
関
の
管
轄
の
問
題
が
あ
げ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
州
の
機
関
が
人
的
構
成

に
お
い
て
小
規
模
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
地
理
的
な
範
囲
の
点
に
お
い
て
も
同
様
に
小
規
模
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

アメリカ合衆国州行政手続法研究序説

こ
の
こ
と
は
行
政
機
関
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
決
定
乃
至
裁
定
を
争
う
場
合
に
困
難
な
問
題
を
生
ず
る
。
す
な
わ
ち
、

こ
の
よ
う
な
問
題

は
事
件
の
依
頼
者
お
よ
び
そ
の
代
理
人
と
、
事
件
の
決
定
者
乃
至
裁
定
者
相
互
の
、
個
人
的
な
面
識
あ
る
い
は
交
際
が
、
事
件
の
決
定
乃

至
裁
定
に
偏
見
ま
た
は
好
意
を
生
じ
さ
せ
が
ち
な
と
こ
ろ
か
ら
生
ず
る
の
で
あ
る
。

次
に
州
行
政
機
関
の
特
徴
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
こ
と
は
、
機
関
の
専
門
性
の
欠
如
で
あ
る
o

連
邦
行
政
機
関
の
性
格
と
し
て
か
な
り
行

き
渡
っ
て
み
る
と
み
ら
れ
て
い
る
、
機
関
の
職
員
の
専
門
的
知
識
、
技
術
的
知
識
が
、
州
行
政
機
関
の
場
合
に
は
必
ず
し
も
同
様
に
み
ら

れ
る
も
の
で
は
な
い
。

こ
の
こ
と
は
行
政
機
関
の
規
模
の
問
題
と
も
関
係
を
有
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
ほ
か
職
員
の
任
期
が
短
い
こ
と
、
職
員
の
資
格
と
し

て
の
専
門
的
知
識
、
技
術
的
知
識
が
必
ず
し
も
要
求
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
点
に
求
め
ら
れ
る
。
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説

(
1
〉
こ
の
よ
う
な
研
究
の
最
も
初
期
の
も
の
は
、
鵜
飼
信
成
、
「
合
衆
国
行
政
手
続
法
に
つ
い
て
」
(
国
家
学
会
雑
誌
第
六
十
四
巻
四
号
八
九
!
九
六
頁
)
が

あ
り
、
最
近
の
代
表
的
な
も
の
は
、
橋
本
公
豆
、
「
米
国
行
政
法
研
究
」
、
お
よ
び
鵜
飼
信
成
編
、
「
行
政
手
続
の
研
究
」
が
あ
る
。

(

2

)

橋
本
公
豆
、
前
掲
書
一
二
三
l
l
一
二
四
頁
。
な
お
、
「
行
政
手
続
に
関
す
る
報
告
書
」
(
続
時
行
政
調
査
会
第
三
専
門
部
会
第
二
分
科
会
)
一
五
頁
は
各

州
に
お
い
て
も
行
政
手
続
法
の
制
定
が
し
だ
い
に
進
ん
で
き
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

(

3

)

モ
デ
ル
州
行
政
手
続
法
の
原
文
は
。
色

Z
5
2円四回
3
P
み
札
さ
さ
.
ぇ

E
S
H向

h
s
-
w
S的問的

S
A
S
S
S
S
H的
・
(
呂
田
品
"
、

H，Z
明

0
5含
C
Oロ
句

B
F

F
n・)百一切
rHNN串
lHNお
・
に
あ
る
。

ま
た
、
改
訂
モ
デ
ル
州
行
政
手
続
法
は
わ

0
8
R
P
g
r
開
・
・
め

E
H
h
b
b
s刊
誌

H.hHE之官
h
h白
書
(
て
ミ
-
H
5
・

2
8日
)
(
H，
Z
回
忌

g
l
F向
向
江
戸

【

U
D
B
司
自
子
同
口
口
・
)
宮
ド
∞
。
ω
l
∞N
A
F

・
に
あ
る
。

ゎ
g
宮
♂
(
て
ミ
-
H
)

也、・円
H.H-
唱
匂

-HJω
・

論

(

4

)

 

(

5

)

た
と
え
ば
、
農
業
、
漁
業
、
銀
行
、
公
民
権
、
行
政
事
務
、
河
川
森
林
等
の
管
理
、
法
人
、
離
姻
法
の
一
部
、
公
正
雇
用
の
諸
問
題
、
公
道
、
競
馬
、

保
険
、
労
働
、
諸
種
の
免
許
(
州
に
'
よ
っ
て
は
き
わ
め
て
広
範
囲
の
職
業
に
関
し
、
人
的
、
物
的
条
件
等
に
つ
い
て
の
基
準
を
定
め
る
機
関
が
存
在
す

る
)
、
公
衆
衛
生
、
公
益
事
業
、
公
福
祉
、
鉄
道
、
収
税
、
有
価
証
券
、
失
業
、
在
郷
軍
人
の
諸
問
題
、
水
資
源
問
題
、
災
害
補
償
、
都
市
計
画
、
ア
ル

コ
ー
ル
業
務
、
調
停
、
営
業
許
可
(
前
記
の
免
許
の
ほ
か
、
た
と
え
ば
、
理
髪
業
、
ド
ラ
グ
ス
ト
ア
ー
、
工
事
請
負
業
、
視
力
検
定
医
、
行
商
人
、
鉛
管

敷
設
業
、
文
房
具
商
等
そ
の
他
職
業
に
関
す
る
許
可
を
意
味
す
る
)
等
、
そ
の
活
動
は
広
範
囲
に
及
ぶ
。

(

6

)

そ
の
他
不
法
行
為
法
、
契
約
法
、
刑
法
の
分
野
に
お
い
て
も
行
政
機
関
の
介
入
す
る
例
が
み
ら
れ
は
じ
め
て
い
る
o

官・

ω・

。cc胃
♂
(
で
ミ
-H)
白』

FSH-

(

7

)

た
と
え
ば
州
の
機
関
が
二
一
人
の
委
員
か
ら
成
り
、
委
員
が
他
に
職
業
を
持
ち
、
パ

i
ト
・
タ
イ
ム
で
彼
ら
の
職
務
に
従
事
す
る
こ
と
は
珍
し
い
こ
と
で

は
な
い
。
ま
た
彼
ら
委
員
の
法
律
的
な
助
言
は
、
時
に
法
務
副
長
官
(
〉
臣

E
E円
〉
円

5
5
4
C
E司
己
)
の
助
言
に
基
づ
く
が
、
彼
ら
委
員
は
一
調
査

官
、
数
人
の
事
務
官
、
書
記
か
ら
成
る
ご
く
少
数
の
ス
タ
ッ
フ
に
よ
っ
て
補
助
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
場
合
が
多
い
。

〈

8
〉
こ
の
連
邦
法
、
モ
デ
ル
州
法
の
原
文
は
先
に
あ
げ
た
の
己

F
o
g
s
ι
ω
ヨク
h
sミ
ミ
MHEHRS
ト

s
e
宅
-HN81HN怠
・
に
あ
る
o

ま
た
連
邦
法
の

邦
訳
に
は
、
橋
本
公
百
一
、
外
間
寛
両
教
授
に
よ
る
「
行
政
手
続
法
」
(
「
行
政
手
続
の
研
究
」
鵜
飼
信
成
編
所
収
〉
が
あ
る
。

な
お
一
般
的
に
は
本
文
に
示
し
た
表
現
が
正
し
い
の
で
あ
る
が
、
「
改
訂
モ
デ
ル
州
行
政
手
続
法
」
(
一
九
六
一
年
)
に
ほ
か
な
り
連
邦
法
の
規
定
、
お

よ
び
そ
の
趣
旨
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
「
モ
デ
ル
州
行
政
手
続
法
」
よ
り
は
一
層
詳
細
な
規
定
を
置
く
こ
と
と
な
っ
た
o

こ
れ
ら
三
法
の
比
較
に
つ
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¥ 

い
て
は
、
第
二
章
で
紹
介
す
る
。

(

9

)

当
該
事
案
の
決
定
に
あ
た
り
、
依
頼
さ
れ
た
弁
護
士
が
行
政
機
関
の
メ
ン
バ
ー
と
非
公
式
に
面
接
し
、
ま
た
当
該
事
業
の
関
係
者
が
右
の
行
政
機
関
の

メ
ン
バ
ー
と
個
人
的
な
関
係
を
有
し
、
公
平
な
決
定
乃
至
裁
決
が
得
ら
れ
な
い
場
合
の
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

第

節

州
行
政
手
続
法
制
定
の
段
階

連
邦
行
政
手
続
法
と
の
関
連

州
行
政
手
続
法
に
関
す
る
調
査
、
研
究
が
、
連
邦
行
政
手
続
法
の
そ
れ
と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
こ
と
は
十
分
予
想
の
さ
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
連
邦
お
よ
び
州
行
政
手
続
に
関
す
る
研
究
は
一
九
三
三
年
五
月
に
開
催
さ
れ
た
、

ア
メ
リ
カ
法
曹
家
協
会
の
、
行
政
法
に

付

関
す
る
特
別
委
芦
会
に
お
い
て
取
り
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
o

同
特
別
委
員
会
は
同
年
度
の
ア
メ
リ
カ
法
曹
家
協
会
年
次
大
会
に
お

い
て
は
、
積
極
的
な
立
法
活
動
ま
で
報
告
す
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

し
か
し
、

同
委
員
会
は
、

行
政
庁
の
準
司
法
機
能
を
行
政
庁
の

アメ Pカ合衆国州行政手続法研究序説

権
限
か
ら
独
立
さ
せ
、
別
の
独
立
機
関
を
設
置
す
る
方
式
を
提
案
し
た
。

」
の
提
案
の
中
で
、
同
委
員
会
の
委
員
長
コ
ー
ル
ド
ウ
エ
ル

(
円
。
巳
由
。
・
(
U

白
記
者
己
目
)
は
、
委
員
会
の
調
査
、
研
究
に
基
づ
き
、
独
立
機
関
設
置
の
要
請
を
行
政
審
判
所
(
住
吉
口
百
円

3
2
S
E
E
-∞)

と
の
関
係
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
行
政
審
判
所
の
多
様
な
発
展
、
お
よ
び
こ
の
よ
う
な
審
判
所
に
対
す
る
規
則
制
定
、
紛
争
に
関
す
る
聴
問
お
よ
び
裁
決
の
権
限
の
委

任
を
行
う
と
こ
ろ
の
、
明
ら
か
に
避
け
が
た
い
傾
向
」
が
あ
る
。

同
委
員
会
は
一
九
三
四
年
、

一
九
三
五
年
委
員
長
と
し
て
右
の
コ
ー
ル
ド
ウ
エ
ル
を
、

ま
た
一
九
三
六
年
か
ら
三
九
年
ま
で
マ
ッ
ク
ギ

ー
レ
(
。

-HN-Z円
。
巳
『
巾
)

を
委
員
長
と
し
て
、
行
政
手
続
に
関
す
る
調
査
、
研
究
を
継
続
し
た
。
特
に
こ
れ
ら
の
調
査
、
研
究
は
、
法

律
家
協
会
、
各
大
学
法
学
部
の
メ
ン
バ
ー
、

お
よ
び
政
府
職
員
に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
た
研
究
お
よ
び
報
告
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
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事

説

」
れ
ら
の
調
査
、
研
究
で
は
行
政
手
続
の
問
題
一
般
の
う
ち
、

特
に
行
政
過
程
に
関
し
積
極
的
な
展
開
が
示
さ
れ
た
w

)

と
が
指
摘
さ
れ

る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
研
究
は
、

論

一
九
三

0
年
代
の
中
ご
ろ
に
設
置
さ
れ
た
著
し
い
数
の
、
行
政
機
関
に
つ
い
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ

ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
事
業
、
通
商
あ
る
い
は
個
人
的
な
問
題
の
す
べ
て
に
わ
た
っ
て
規
制
権
を
付
与
さ
れ
て
い

た
。
こ
れ
ら
の
機
関
は
、

た
oこ

れ
ら
の
調
査
、
研
究
の
最
終
的
な
結
果
と
し
て
、

一
九
四
六
年
の
連
邦
行
政
手
続
法
、

お
よ
び
同
年
の
モ
デ
ル
州
行
政
手
続
法
、
更

に
多
く
の
州
の
関
連
立
法
が
導
か
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
連
邦
行
権
手
続
法
制
定
ま
で
の
段
階
を
三
つ
に
区
別
す
る
考
え
方
が
あ
る
が
、

こ
れ
に
よ
れ
ば
第
一
期
は
、

ア
メ
リ
カ
法
曹
協
会
が
行
政
法
に
関
す
る
一
般
法
、
特
に
行
政
過
程
に
つ
い
て
の
調
査
、
研
究
を
そ
の
任
務

と
し
た
一
九
三
六
年
の
「
行
政
法
に
関
す
る
特
別
委
員
会
」

(ω
宮
門
互
の
。

B
B
E巾
巾
。
ロ
〉
門

E
E印丹
E
宮
、
巾
亡
者
)
の
報
告
の
時
ま
で
、

第
二
期
は
法
務
総
裁
行
政
手
続
委
員
会

(
E
Zロ
3
0
2虫
色
が
の
。

B
E
2
2
cロ
〉
仏

B
E
m
H
H
E
S
F
2
2
E
5巾
)
の
最
終
報
告
が
上

院
で
発
表
さ
れ
た
一
九
四
一
年
一
月
ま
で
、
第
三
期
を
一
九
四
六
年
の
連
邦
行
政
手
続
法
制
定
の
時
ま
で
、
と
す
る
。

こ
の
よ
う
な
分
類
は
連
邦
法
に
関
し
て
試
み
ら
れ
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
州
の
行
政
手
続
一
法
に
つ
い
て
も
ほ
ぼ
同
様
な
こ
と
が
い
え
よ

う
連
邦
行
政
手
続
法
に
つ
い
て
は
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
す
ぐ
れ
た
研
究
に
お
い
て
そ
の
制
定
史
が
ほ
ぼ
尽
さ
れ
て
お
り
、
今
更
つ

け
加
え
る
べ
き
も
の
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
o

こ
こ
で
は
、
次
に
触
れ
る
州
行
政
手
続
法
制
定
の
歴
史
に
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
範

囲
で
述
べ
て
お
く
こ
と
と
し
よ
う
。

第
一
期
に
つ
い
て
は
行
政
法
に
関
す
る
特
別
委
員
会
の
発
足
、
そ
こ
で
の
調
査
、
研
究
は
す
で
に
触
れ
た
。
こ
こ
で
は
行
政
手
続
法
案

の
提
出
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
行
政
裁
判
所
の
設
置
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
限
り
で
は
行
政
手
続
そ
の
も
の
を
終
局
的
に

否
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
こ
の
法
案
で
は
、
控
訴
裁
判
所
と
し
て
の
コ
ロ
ン
ビ
ア
地
区
連
邦
控
訴
裁
判
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、

所
に
対
す
る
申
立
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
、
す
べ
て
の
行
政
上
の
決
定
に
つ
き
司
法
審
査
を
な
し
得
る
旨
の
条
項
が
含
ま
れ
て
い
た
。

第
二
の
段
階
は
ア
メ
リ
カ
法
曹
協
会
が
行
政
法
の
一
般
法
を
制
定
す
る
目
的
で
な
し
た
、

一
九
三
六
年
の
委
員
会
報
告
に
は
じ
ま
る
。

こ
こ
で
同
委
員
会
は
合
衆
国
行
政
審
判
所
(
ピ
巳
芯
仏
留
2
2
〉内
H
H
U
E
-
三

S
F、巾叶円
FEE-∞
)
を
制
定
法
裁
判
所
と
し
て
設
置
す
る
こ
と

を
主
張
し
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
行
政
庁
に
よ
る
準
司
法
権
の
行
使
に
は
立
法
、
司
法
、
行
政
の
権
力
の
結
合
が
あ
る
こ
と
、
審
判
に

あ
た
る
も
の
の
身
分
保
障
が
か
け
て
い
る
こ
と
、
更
に
司
法
的
統
制
の
不
十
分
な
こ
と
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
欠
点
を
是
正
す
る
た
め
に
行

政
審
判
所
の
設
置
が
必
要
で
あ
る
、

と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

」
の
よ
う
な
報
告
に
基
づ
き
、

一
九
三
九
年
ウ
オ
ル
タ
1
1
1
1
ロ
l
ガ

γ
行
政
手
続
法
案
が
議
会
に
提
出
さ
れ
、
こ
れ
が
採
用
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
他
方
大
統
領
ル
l
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
は
、
行
政
手
続
に
関
す
る
法
務
総
裁
委
員
会
を
設
置
し
、
そ
こ
に
お
け
る
研
究

を
命
じ
、
同
委
員
会
の
勧
告
を
待
つ
態
度
に
出
た
o

同
大
統
領
は
、
右
の
法
務
総
裁
委
員
会
か
ら
の
報
告
書
を
待
つ
姿
勢
で
、
先
に
出
た

付

ウ
オ
ル
タ

1
・
ロ

l
ガ
ン
法
案
に
対
し
拒
否
権
を
行
使
し
た
。
彼
は
そ
の
拒
否
の
理
由
と
し
て
、
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
中
で
、
行
政
手
続

に
関
す
る
法
の
制
定
と
い
う
こ
の
複
雑
な
分
野
に
つ
い
て
、
あ
る
一
つ
の
方
法
に
対
し
て
承
認
を
与
え
る
よ
り
も
、
大
統
領
の
設
置
し
た

アメリカ合衆国州行政手続法研究序説

法
務
総
裁
委
員
会
の
報
告
お
よ
び
勧
告
を
期
待
す
る
こ
と
が
よ
り
賢
明
で
あ
る
旨
を
表
示
し
た
。

一
九
四
一
年
法
務
総
裁
委
員
会
は
そ
の
最
終
報
告
書
を
提
出
し
た
。
こ
れ
に
は
同
委
員
会
の
一
二
人
の
委
員
の
う
ち
、
三
人
に
よ
っ
て

準
備
さ
れ
た
付
属
報
告
書
が
つ
け
加
え
ら
れ
た
。

」
れ
に
は

「
公
平
な
行
政
手
続
の
法
典
」

(
。
。
仏
巾
。
刊
明
白
一
円
〉
門
同
HH岡
山
口
即
日
常
注
目
司
巾
句
円
。
，

門
市
内
同
同
月
巾
)

の
草
案
が
含
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
草
案
は
、
後
に
多
く
の
修
正
を
受
け
て
、
最
終
的
に
は
一
九
四
六
年
の
連
邦
行
政
手
続
法
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
同
草
案
に
つ

(
3
)
 

い
て
は
す
で
に
公
表
さ
れ
て
い
る
の
で
こ
こ
で
は
特
に
取
り
あ
げ
な
い
。

こ
の
法
務
総
裁
委
員
会
の
報
告
の
後
、

た
だ
ち
に
六
つ
の
法
案
が
議
会
に
提
出
さ
れ
た
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
法
案
に
つ
い
て
の
審
議
は
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論

行
な
わ
れ
ず
に
終
っ
た
。

一
九
四
三
年
に
は
法
曹
家
協
会
が
そ
の
年
次
大
会
に
お
い
て
行
政
手
続
法
制
定
の
必
要
を
決
議
し
、
翌
年
同
協

説

会
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
法
案
、
が
採
択
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
基
づ
き
四
法
案
が
提
出
さ
れ
た
が
議
会
は
こ
れ
に
つ
い
て
審
議
を

せ
ず
に
終
っ
た
。

一
九
四
五
年
に
は
五
つ
の
法
案
が
提
出
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
ア
メ
リ
カ
法
曹
協
会
案
、
法
務
総
裁
委
員
会
の
多
数
意
見
に
基
づ
く
セ
ラ

l
法
案
、
同
少
数
意
見
に
基
づ
く
ウ
オ
ル
タ

i
法
案
、
ス
ミ
ス
法
案
そ
し
て
グ
ウ
イ

γ
ヌ
法
案
で
あ
る
。

同
年
五
月
、
両
院
司
法
委
員
長
は
右
の
諸
提
案
と
試
み
に
修
正
を
加
え
た
草
案
を
公
表
し
た
。
翌
四
六
年
三
月
、
右
の
草
案
に
対
す
る

法
務
総
裁
の
賛
成
意
見
、
部
分
的
修
正
の
要
望
が
公
表
さ
れ
、
更
に
両
院
合
同
委
員
会
の
聴
聞
を
経
て
、
上
院
本
会
議
に
お
い
て
修
正
法

案
を
通
過
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
同
年
六
月
、
右
の
法
案
は
下
院
に
よ
り
修
正
を
加
え
ら
れ
、
法
務
総
裁
の
同
意
を
経
て
両
院
を
通
過

し
た
。

モ
デ
ル
州
行
政
手
続
法
の
制
定

連
邦
行
政
手
続
法
が
制
定
さ
れ
る
に
至
る
ま
で
の
概
略
は
以
上
に
述
ベ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

州
行
政
手
続
法
の
場
合
に
は
、

ほ
ぼ
右
の
場
合
と
平
行
し
て
作
業
が
進
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
州
の
場
合
に
は
先
に
触
れ
た
よ
う
に
連
邦
の
場
合
と
異
な
る
も
の
と
し
て
、
行
政
機
関
の
規
模
が
小
さ
い
こ
と
、
多
様
な

種
類
の
機
関
が
あ
る
こ
と
、
そ
れ
ら
が
市
民
生
活
の
ほ
と
ん
ど
あ
ら
ゆ
る
場
合
に
介
入
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
o

こ
の
点
か

ら
多
様
な
州
の
行
政
機
関
の
活
動
を
規
制
す
る
方
向
に
、
特
に
注
意
が
向
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
反
面
、
行
政
機
関
の
手
続
的
側
面
に

は
ほ
と
ん
ど
注
意
が
払
わ
れ
な
か
っ
た
点
が
指
摘
さ
れ
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
州
の
行
政
機
関
の
手
続
に
関
す
る
規
則
は
機
関

個
々
の
性
質
に
応
じ
た
発
展
を
と
げ
て
き
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
州
行
政
機
関
の
活
動
に
関
す
る
多
様
な
法
の
存
在
、

お
よ
び
先
に
あ
げ
た
連
邦
行
政
機
関
の
活
動
に
関
す
る
一
般
法
制
定
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の
気
運
に
鑑
み
、

会
を
創
設
し
た
。
翌
三
八
年
同
委
員
会
は
ミ
ル
ウ
オ
キ
l
の

一
九
三
七
年
に
は
先
に
あ
げ
た
、

ア
メ
リ
カ
法
曹
協
会
の
司
法
行
政
部
門
が
行
政
機
関
お
よ
び
審
判
所
に
関
す
る
委
員

何
回

f
r
呂
田
。
1
を
委
員
長
と
し
て
、

州
裁
判
所
に
お
け
る
州
の
行
政

行
為
の
司
法
審
査
に
関
す
る
報
告
書
を
提
出
し
た
o

こ
れ
は
各
州
に
お
け
る
司
法
審
査
の
実
態
を
丹
念
に
調
査
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の

後
の
行
政
手
続
の
研
究
に
大
き
な
刺
戟
を
与
え
た
も
の
と
し
て
-
評
価
さ
れ
て
い
る
。

一
九
三
九
年
、
同
法
曹
協
会
の
冬
季
部
門
の
会
合
で
同
委
員
会
は
再
び
報
告
書
を
提
出
し
、
そ
の
中
で
州
行
政
手
続
の
い
く
つ
か
の
問

題
点
を
明
ら
か
に
し
、
州
行
政
手
続
法
の
草
案
を
提
出
し
た
。

こ
の
草
案
は
州
立
法
の
モ
デ
ル
と
し
て
考
憲
さ
れ
る
よ
う
提
案
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
o

」
の
草
案
は
つ
い
で
、

(子巾

Z
巳
芯
ロ
色
。
。
口
問
巾
同
巾
ロ
ロ
巾
。
同

同
協
会
冬
季
会
合
に
お
い
て
「
統
一
州
法
委
員
全
国
会
議
」

h
c
g
S
F
g
-。口市同印
O
ロ
ロ
巳
向
。
ロ
ロ

ω
S芯
戸
出
唱
印
)

同
年
同
会
議
は
、

こ
の
草
案
の
研
究
と
発
展
を
目
的
と
し
て
協
議

に
付
託
さ
れ
た
。

委
員
会
(
白

n
g
p
Bロ
お
わ
C
B
B宮
市
巾
)

を
設
置
し
、
そ
の
後
の
調
査
、
研
究
を
行
な
わ
し
め
た
。

付

こ
の
協
議
委
員
会
は
一
九
三
九
l
四
O
年
の
問
、
司
会
議
の
司
法
お
よ
び
行
政
の
各
部
門
の
委
員
と
面
接
し
、
草
案
に
多
く
の
変
更
を

一
九
四

O
年
の
同
委
員
会
で
は
、
右
の
改
訂
さ
れ
た
草
案
が
提
出
さ
れ
、
更
に
検
討
を
加

アメリカ合衆国汁|行政手続法研究序説

加
え
、
相
互
の
承
認
を
得
る
こ
と
と
な
っ
た
。

え
ら
れ
、
採
択
さ
れ
た
。

つ
い
で
こ
の
採
択
さ
れ
た
改
訂
草
案
は
、

ア
メ
リ
カ
法
曹
協
会
の
代
議
員
会

(
H
Z
Z
O己
完
え
り
乙
品
巳

g)

に
送
付
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

同
代
議
員
会
に
お
い
て
右
の
改
訂
草
案
が
検
討
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、

一
九
四
一
年
一
月
に
は
、
行
政
手
続
に
関
す
る
法
務
総
裁

委
員
に
よ
る
連
邦
行
政
手
続
に
関
す
る
最
終
報
告
書
が
公
表
さ
れ
た
。
こ
の
報
告
書
は
連
邦
行
政
手
続
の
規
則
に
つ
い
て
の
多
数
意
見
に

基
づ
く
草
案
と
、
少
数
意
見
に
基
づ
く
草
案
を
そ
れ
ぞ
れ
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
o

そ
こ
で
同
代
議
員
会
は
、
右
の
報
告
書
を
考
慮

に
入
れ
て
「
統
一
州
法
委
員
全
国
会
議
」
の
方
針
を
明
ら
か
に
示
す
こ
と
が
賢
明
で
あ
る
と
決
定
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
当

初
の
付
託
に
つ
い
て
再
検
討
を
加
え
、
結
局
右
の
判
断
に
基
づ
く
全
国
会
議
の
決
議
に
よ
り
、
問
題
の
改
訂
草
案
を
、
再
調
査
、
再
考
膚
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説

に
付
す
る
た
め
、
同
会
議
の
代
議
員
会
に
再
付
託
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

論

こ
の
よ
う
に
、
連
邦
行
政
手
続
法
に
関
す
る
調
査
、
研
究
の
成
果
と
し
て
の
、
法
務
総
裁
委
員
会
の
最
終
報
告
書
は
、
州
行
政
手
続
法

の
制
定
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
と
な
る
。
た
と
え
ば
こ
の
点
を
具
体
的
に
表
明
す
る
も
の
と
し
て
、
「
統
一
州
法
委
員
全
国
会
議
」

の
特
別
委
員
会
委
員
長
の
開
・
巴

1
Z
皆
同
国
。
ロ
は
、

一
九
四
一
年
九
月
の
同
会
議
の
席
上
、
法
務
総
裁
委
員
会
の
最
終
報
告
書
お
よ
び

そ
れ
に
付
閲
す
る
行
政
手
続
に
関
す
る
二
法
案
が
行
政
手
続
の
い
く
つ
か
の
問
題
正
対
し
示
唆
を
与
え
る
こ
と
と
な
っ
た
旨
指
摘
し
て
い

る
o

彼
は
ま
た
こ
の
よ
う
な
行
政
手
続
に
関
す
る
一
般
法
の
制
定
に
役
立
つ
も
の
と
し
て
、

一ュ

l

・ヨ

l
ク
州
の
行
政
機
関
に
つ
い
て

調
査
、
研
究
を
進
め
た
ベ
ン
ジ
ャ
ミ

γ
・
レ
ポ
ー
ト
を
あ
げ
た
。

す
な
わ
ち
こ
の
ベ

γ
ジ
ャ
ミ
ン
・
レ
ポ
ー
ト
は
「
ニ
ュ
l
・
ヨ
ー
ク
州
に
お
け
る
行
政
裁
決
」

子
巾

ω
S芯
え

Z
巾当
J

円。
H
F
)

と
名
づ
け
ら
れ
、
同
州
法
曹
協
会
の
岡
山
。

Z
ス
宮
・
∞

g
v
g
E

(
K
F
仏
H
H
岡
山
口
町
田

g
t
z
〉
企

E
W同
昨
日
。
ロ
百

に
よ
っ
て
準
備
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
、
「
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
レ
ポ
ー
ト
」

(
同

Z
s
i
g
-
-包
∞
E
V
E
-ロ剛山
8
0
3
)

同
レ
ポ
ー
ト
は
ニ
ュ

l

・

と
呼
ば
れ
て
い
る
。

ヨ
ー
グ
州
の
ぎ
白
丘
団

w
S
E
E
n
-
oロ
∞
己
巾
官
三

g
g
g
の
準
司
法
的
権
能
、
規
則
制
定
権
お
よ
び
司
法
審
査
の
権
能
に
つ
い
て
の
調
査
、

研
究
を
そ
の
内
容
の
中
心
と
し
て
い
る
o

こ
の
報
告
書
が
州
行
政
手
続
法
制
定
の
上
で
重
要
な
意
味
を
持
つ
の
は
、
こ
れ
が
単
に
ニ
ユ

1

・ョ

l
グ
州
の
行
政
手
続
に
関
す
る
問
題
を
取
り
あ
げ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
州
行
政
手
続
二
般
の
問
題
も
同
様
に
取
り
あ
げ
ら
れ

て
い
る
点
に
あ
る
o

こ
の
よ
う
な
意
味
か
ら
、
法
務
総
裁
委
員
会
の
最
終
報
告
書
が
連
邦
行
政
手
続
法
の
制
定
に
つ
い
て
中
心
的
な
役
割

を
果
し
た
の
に
対
し
、
ベ
ン
ジ
ャ
ミ

γ
・
レ
ポ
ー
ト
が
州
行
政
手
続
法
制
定
に
重
要
な
役
割
を
果
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
o

と
こ
ろ
で
こ
の
レ
ポ
ー
ト
は
同
州
知
事
レ

l
マ
ン
の
依
嘱
に
よ
り
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
は
こ
の
報
告
書
の
中
で

準
司
法
手
続
、
準
立
法
手
続
お
よ
び
司
法
審
査
の
問
題
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
と
し
て
次
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
o

す
な
わ
ち
、
司
法
審
査
の
問
題
よ
り
も
行
政
手
続
の
問
題
が
は
る
か
に
重
要
で
は
あ
る
が
、

一
般
的
な
行
政
手
続
法
典
は
可
能
で
も
な
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， 

く
、
ま
た
望
ま
し
い
も
の
で
も
な
い
こ
と
。
ま
た
、
現
在
行
政
法
の
諸
分
野
に
お
け
る
手
続
の
聞
に
は
非
常
な
差
異
が
み
ら
れ
る
が
、
こ

れ
に
は
そ
れ
ぞ
れ
理
由
が
あ
る
こ
と
。
従
っ
て
統
一
法
典
を
も
っ
て
こ
れ
ら
現
行
の
諸
制
度
に
大
き
な
変
革
を
も
た
ら
す
こ
と
は
右
の
事

実
を
無
視
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

さ
て
こ
の
よ
う
な
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
レ
ポ
ー
ト
お
よ
び
、
法
務
総
裁
委
員
会
の
報
告
書
が
公
表
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
州
行
政
手
続
法

の
問
題
が
次
第
に
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
「
統
一
州
法
委
員
全
国
会
議
」
の
特
別
委
員
会
は
州
の
行
政
機
関
の
活
動

に
関
す
る
行
政
手
続
法
の
制
定
を
更
に
具
体
的
に
押
し
進
め
る
こ
と
と
し
た
。
同
委
員
会
は
当
初
、
統
一
法
典
を
制
定
す
る
こ
と
を
目
的

ベ
γ
ジ
ャ
ミ
ン
・
レ
ポ
ー
ト
に
報
告
さ
れ
た
よ
う
に
行
政
法
の
諸
分
野
に
お
い
て
か
な
り
の
差
異
が
存
在
す
る
こ
と
、
更
に

各

州

の

聞

の

差

異

が

そ

れ

以

上

に

甚

だ

し

い

も

の

で

あ

る

の

で

、

モ

デ

ル

法

典

の

制

定

を

進

め

る

こ

と

と

し

と
し
た
が
、

当
初
の
意
図
を
変
更
し
、

た
o

同
委
員
会
は
そ
こ
で
「
モ
デ
ル
州
行
政
手
続
法
」
(
言
。

r
-
ω
g
g
〉【

H
3
5
H
E
P
-巾
F
2
E
R巾
〉
♀
)
の
草
案
を
準
備
し
、

付

四
二
年
の
「
統
一
州
法
委
員
全
国
会
議
」
に
提
案
し
た
。
草
案
は
同
会
議
に
お
い
て
更
に
検
討
を
加
え
ら
れ
、
更
に
特
別
委
員
会
に
対
し

アメリカ合衆国州行政手続法研究序説

最
終
的
な
研
究
を
行
な
う
た
め
付
託
さ
れ
る
こ
と
な
っ
た
o

こ
の
草
案
の
基
本
的
な
考
え
は
連
邦
行
政
手
続
法
と
ほ
ぼ
等
し
い
の
で
は
あ

る
が
、
細
部
に
お
い
て
か
な
り
簡
略
化
さ
れ
て
お
り
、
州
行
政
機
関
の
活
動
の
上
で
必
要
と
さ
れ
る
基
本
的
な
プ
リ
ン
シ
プ
ル
が
法
典
化

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

さ
て
同
委
員
会
で
は
個
々
の
問
題
に
つ
い
て
多
く
の
提
案
お
よ
び
研
究
が
な
さ
れ
た
。
翌
一
九
四
三
年
に
は
同
委
員
会
の
、
検
討
し
つ

つ
あ
っ
た
段
階
の
草
案
が
、

ウ
ィ
ス
コ
ン
シ

γ
州
議
会
に
よ
っ
て
そ
の
ま
ま
採
択
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
同
年
の
「
統
一
州
法
委
員
全

国
会
議
」
で
は
同
草
案
の
一
節
ご
と
に
検
討
が
加
え
ら
れ
、
「
モ
デ
ル
州
行
政
手
続
法
」
と
し
て
公
表
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、

連
邦
行
政
手
続
法
案
、
が
議
会
で
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
な
っ
た
ま
ま
で
あ
っ
た
た
め
、

モ
デ
ル
州
行
政
手
続
法
の
承
認
、
公
表
は
延
期
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。

九

北法18(1・101)101 
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一
九
四
六
年
六
月
、
連
邦
行
政
手
続
法
は
議
会
を
通
過
し
た
o

一寸

統

州、|

法
委
員
全
国
A :z:;; 

議
」ー

の
年
次
総
ぷ込
:z:;; 

北法18(1・102)102

そ
こ
で
同
年
一

O
月、

お
い
て
、
右
の
「
モ
デ
ル
州
行
政
手
続
法
」
は
承
認
さ
れ
、
公
表
さ
れ
た
。

こ
の
承
認
、

公
表
の
後
、
約
一
八
年
間
、
「
モ
デ
ル
州
行
政

論

手
続
法
」
は
各
州
の
行
政
手
続
に
関
す
る
立
法
の
指
導
標
と
し
て
の
役
割
を
果
す
こ
と
と
な
っ
た
。

改
訂
モ
デ
ル
州
行
政
手
続
法
の
制
定

一
O
月
と
そ
れ
ぞ
れ
連
邦
行
政
手
続
法
の
制
定
、
モ
デ
ル
州
行
政
手
続
法
の
採
択
が
な
さ
れ
て
以
来
、
両
分
野
、

す
な
わ
ち
、
連
邦
お
よ
び
州
に
お
け
る
行
政
手
続
の
研
究
が
な
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
百

一
九
四
六
年
六
月
、

こ
の
よ
う
な
行
政
手
続
に
関
す
る
調
査
、
研
究
の
う
ち
、
特
に
指
摘
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、

一
九
五
三
年
四
月
、
大
統

領
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
に
よ
る
司
法
会
議
(
叶

Z

T島
n
z
n。ロ
F
B
R巾
)
の
召
集
が
あ
る
。
大
統
領
は
同
会
議
の
議
長
と
し
て
の
資
格
に

お
い
て
、
連
邦
最
高
裁
長
官
の
勧
告
に
従
い
、
連
邦
行
政
機
関
に
お
け
る
裁
決
お
よ
び
規
則
制
定
手
続
等
に
お
け
る
、
不
必
要
な
遅
延
、

費
用
、
記
録
に
つ
き
調
査
、
研
究
を
行
な
う
目
的
で
同
会
議
を
召
集
し
た
の
で
あ
る
o

右
の
調
査
研
究
を
行
な
う
た
め
、
議
長
に
は
コ
ロ

ン
ビ
ア
地
区
控
訴
裁
判
所
の
開
・
即
時
5
2
F
2々
日
目
が
就
任
し
、
同
会
議
に
は
連
邦
司
法
関
係
者
、
連
邦
事
実
審
判
事
、
弁
護
士
等

一
九
五
五
年
三
月
に
は
二
二
の
勧
告
事
項
を
ま
と
め
、
大
統
領
に
報
告
し
た
。

が
出
席
し
た
。
二
年
間
の
調
査
、
研
究
の
期
聞
を
経
て
、

一
九
五
三
年
に
召
集
さ
れ
た
第
一
回
の
会
議
に
引
き
続
き
、

一
九
六
一
年
に
は
大
統
領
ケ
ネ
デ
ィ
に
よ
っ
て
第
二
回
会
議
が
召
集
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。
議
長
は
前
回
と
同
様
で
あ
っ
た
o

こ
の
第
二
回
会
議
で
は
一
九
六
二
年
に
至
り
、
三

O
の
勧
告
事
項
を
ま
と
め
、

大
統
領
に
報
告
し
た
。
こ
の
二
つ
の
司
法
会
議
の
結
果
、

一
九
四
六
年
制
定
の
連
邦
行
政
手
続
法
に
は
多
く
の
改
善
す
べ
き
点
が
あ
る
こ

と
、
そ
し
て
そ
の
た
め
に
必
要
な
調
査
結
果
を
付
記
し
た
o

さ
て
、
他
方
、
議
会
で
は
一
九
五
三
年
四
月
の
大
統
領
に
よ
る
第
一
回
司
法
会
議
と
は
別
に
、
同
年
の
七
月
「
第
二
回
フ

l
ヴ
ァ

l
委

員
会
し
(
吋
，
F
巾
ω巾
円
。
ロ
仏
国
。
。
司
市
円

h
o
g
s
-
3。ロ)
を
設
置
し
た
。

同
委
員
会
は
政
府
の
行
政
部
門
の
組
織
に
関
す
る
調
査
を
目
的
と
す



;
3
1
1
i
 

r

、

.

t

、

る
も
の
で
、

そ
の
役
割
の
一
つ
は
「
行
政
事
務
お
よ
び
手
続
」
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
o

こ
の
役
割
を
担
当
す
る
部
門
と
し
て
「
行
政

事
務
お
よ
び
手
続
に
関
す
る
特
別
部
」
古
田
品
目
}
H
8
cロ
「
晶
巾

-
F
2
5
m
田口年

p
c
n
E
5
2
を
設
け
、
こ
れ
に
は
一
四
人
の
委
員
が

参
加
し
、
委
員
長
と
し
て
ミ
ズ

l
リ
州
最
高
裁
判
所
の
前
長
官
で
あ
っ
た

γ
g
g
z・
0
0
c
m
F回
、
が
選
任
さ
れ
た
。

」
こ
で
は
連
邦
行

一
九
五
五
年
三
月
そ
の
最
終
報
告
書
を
提
出
し

お
よ
び
行
政
事
務
、
行
政
手
続
に
関
す
る
連
邦
法
の
再
編
纂
の
た
め
に
必
要
な
立
法
案
を
含
む
七
四

の
勧
告
を
そ
の
内
容
と
し
た
。
同
三
月
二
八
日
こ
の
特
別
部
の
報
告
書
と
フ
l
ヴ
ァ

l
委
員
会
報
告
書
は
議
会
に
提
出
さ
れ
た
。

つ
い
で
一
九
五
五
年
五
月
、
ア
メ
リ
カ
法
曹
協
会
の
幹
事
会

(σ
。阻止
O
問

的

0
2
5
2
)
は
「
行
政
事
務
お
よ
び
手
続
に
関
す
る
特
別
委

員
会
」
を
設
け
た
。
こ
こ
で
は
者
B
Eロ
m
Zロ
0
・
り
の
法
曹
家
協
会
の
〉
回

z
a
F
F
g
が
委
員
長
と
な
り
、
フ
l
ヴ
ァ

i
委
員
会

政
機
関
の
手
続
に
関
す
る
研
究
を
引
き
受
け
、
二
年
余
に
わ
た
る
調
査
、
研
究
の
結
果
、

た
o

こ
の
報
告
書
で
は
参
考
意
見
、

の
特
別
部
の
勧
告
に
基
づ
き
、

ア
メ
リ
カ
法
曹
家
協
会
の
行
政
法
に
関
す
る
委
員
会
と
協
力
し
、
連
邦
行
政
手
続
法
の
実
態
に
関
す
る
再

付

調
査
を
行
な
っ
た
。

アメリカ合衆国州行政手続法研究序説

)
の
作
業
の
成
果
と
し
て
、
新
し
い
「
連
邦
行
政
手
続
法
典
」

(。。仏冊。同
m，

aR白】〉門同
2
2
5円
阻
止

4
2
p
o
n包
日
巾
)
が
起
草
さ
れ
、

議
会
に
提
出
さ
れ
た
。

」
の
よ
う
な
動
向
の
中
で
「
統
一
州
法
委
員
全
国
会
議
」
は
、

一
九
四
六
年
の
「
モ
デ
ル
州
行
政
手
続
法
」
は
再
考
慮
さ
れ
る
べ
き
こ

と
、
ま
た
改
訂
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
旨
の
結
論
を
出
し
た
。
こ
の
目
的
の
た
め
、

一
九
五
八
年
に
は
同
会
議
の
特
別
委
員
会
が
設
置
さ

れ
た
。

一
九
五
九
年
お
よ
び
一
九
六

O
年
に
は
こ
の
委
員
会
の
調
査
、
研
究
の
結
果
に
基
づ
き
起
草
さ
れ
た
改
訂
草
案
が
同
会
議
に
提
出

さ
れ
、
多
く
の
検
討
を
受
け
た
o

翌
一
九
六
一
年
に
は
最
終
的
に
「
改
訂
モ
デ
ル
州
行
政
手
続
法
」

笠
宮
包
括

p
o
n包
己
尽
〉
主
と
し
て
同
会
議
の
承
認
を
受
け
た
叩
)
現
在
こ
の
改
訂
州
法
が
、

(m2U包
宮
O

門
草
皆
同
丹
市
〉
門
-BE-

各
州
の
行
政
手
続
法
の
改
正
、
制
定
の
上

で
指
導
的
役
割
を
果
し
て
い
る
の
で
あ
る
o

北法18(1・103)103



説

と
こ
ろ
で
こ
の
「
そ
デ
ル
州
行
政
手
続
法
」

「
改
訂
モ
デ
ル
州
行
政
手
続
、
法
し
に
含
ま
れ
て
い
る
主
た
る
原
理
は
、
実
質
的

お
よ
び
、

規
則

(
z
g
g
R
E
H己
押
印
)

と
同
様
に
手
続
的
規
則
(
胃
O
B
E
E
-
E
-
2
)

と
す
る

を
各
行
政
機
関
が
採
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

論

基
本
的
な
要
請
を
そ
の
中
心
と
な
す
も
の
で
あ
る
o

こ
れ
を
更
に
具
体
的
に
摘
示
す
る
な
ら
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

す
な
わ
ち
、
す
べ
て
の
規
則
制
定
に
際
し
て
は
適
当
な
告
知
が
な
さ
れ
、
利
害
関
係
人
の
意
見
を
聴
取
す
る
機
会
が
与
え
ら
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
。
ま
た
、
す
べ
て
の
行
政
規
則
を
公
表
す
る
よ
う
に
す
る
保
証
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
。
ま
た
、
宣
言
的
判

決
(
母
ロ
]
己
主

0
4
」

E
m
m
B
E
Z
)
お
よ
び
宣
言
的
決
定

Z
R
F
E
Sミ
2-5mm)
を
な
す
た
め
の
条
項
を
定
め
る
こ
と
。
ま
た
、
行
政

的
裁
決
を
行
な
う
場
合
の
公
正
が
保
証
さ
れ
る
べ
き
こ
と
、
特
に
告
知
、
証
拠
法
則
、
公
告
、
機
能
の
分
離
、

お
よ
び
相
手
方
の
証
拠
を

十
分
に
調
査
、
検
討
し
う
る
保
証
を
採
用
す
る
こ
と
。
そ
し
て
最
後
に
、
司
法
審
査
を
受
け
し
め
る
条
項
を
設
け
る
こ
と
。

以
上
が
「
モ
デ
ル
州
行
政
手
続
法
」
お
よ
び
「
改
訂
モ
デ
ル
州
行
政
手
続
法
」
に
お
い
て
と
ら
れ
て
い
る
、
手
続
に
お
け
る
公
正
に
関

す
る
基
本
的
な
原
則
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
内
容
を
有
す
る
モ
デ
ル
法
お
よ
び
改
訂
モ
デ
ル
法
は
、
そ
の
採
択
以
後
、
各
州
に
よ
っ
て
か
な
り
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き

た
。
モ
デ
ル
法
が
当
初
、
各
州
に
適
用
可
能
な
一
般
法
と
し
て
の
役
割
を
果
す
た
め
で
は
な
く
、
各
州
に
お
け
る
行
政
手
続
の
い
わ
ば
立

法
指
針
と
し
て
の
役
割
を
有
し
て
い
た
こ
と
は
す
で
に
触
れ
た
。

は
な
く
、
「
モ
デ
ル
州
行
政
手
続
法
」
と
し
て
法
曹
協
会
に
よ
っ
て
採
択
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
立
法
指
針
と
し
て
の
性
格
か
ら
、

「
州
行
政
手
続
法
」
で

一
九
四
六
年
の
「
モ
デ
ル
州
行
政
手
続
法
」
、

お
よ
び
一
九
六
一
年
の
「
改
訂
州
行
政
手
続
法
」
は
、

こ
の
よ
う
な
当
初
の
立
法
の
趣

旨
に
従
い
、
採
択
以
後
各
州
の
立
法
府
に
よ
り
、
各
州
の
状
況
に
適
し
た
行
政
手
続
法
の
制
定
に
あ
た
っ
て
、

モ
デ
ル
法
と
し
て
の
性
格

を
あ
ら
わ
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
各
州
の
目
的
に
適
し
た
立
法
を
制
定
し
よ
う
と
考
え
る
州
の
立
法
者
に
対
し
、
州
法
の
モ
デ
ル
と
し
て
の
役
割
を
果
し
た

北法18(1・104)104
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こ
と
、
こ
の
結
果
と
し
て
、
多
数
の
州
に
お
い
て
は
モ
デ
ル
法
あ
る
い
は
改
訂
法
と
ほ
ぼ
同
様
な
州
行
政
手
続
法
を
制
定
す
る
こ
と
と
な

っ
た
こ
と
、
こ
れ
ら
は
、
当
初
の
立
法
の
趣
旨
が
州
に
よ
っ
て
十
分
生
か
さ
れ
つ
つ
あ
る
も
の
と
し
て
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
o

こ
の
よ
う
な
一
般
的
傾
向
は
、
州
行
政
手
続
の
問
題
が
、
も
は
や
各
州
の
行
政
機
関
自
身
に
ひ
ろ
く
委
ね
ら
れ
た
裁
量
の
問
題
で
は
な

く
し
て
、
良
識
、
正
義
、
あ
る
い
は
公
正
と
い
う
基
本
的
原
理
に
従
っ
て
規
制
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

も
っ
と
も
こ
の
場
合
、
良
識
と
い
い
、
正
義
と
い
い
、
あ
る
い
は
公
正
と
い
う
原
理
そ
れ
自
身
が
州
の
行
政
手
続
を
規
制
す
る
と
い
う
の

で
は
な
く
、
む
し
ろ
州
の
、
こ
れ
ら
原
理
に
従
っ
た
制
定
法
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
る
方
向
に
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
o

さ
て
、
右
の
よ
う
な
意
義
を
有
す
る
「
改
訂
モ
デ
ル
州
行
政
手
続
法
」
が
ど
の
よ
う
な
規
定
を
置
き
、

そ
れ
が
従
来
の
「
モ
デ
ル
州

法
」
お
よ
び
「
連
邦
法
」
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
か
、

は
次
章
以
下
で
具
体
的
に
述
べ
る
こ
と
と
し
よ
う
。

付

(

1

)

包
河
町
宮
5
b
¥
H
b
h
h
還
さ
.2詰
切
白
、

kg包
円
凡
さ
芸
品
。
叶
!
一
N
叶
(
凶
器
ω)
・

(

2

)

川
上
勝
己
、
「
行
政
手
続
法
制
定
史
」
(
鵜
飼
信
成
編
「
行
政
手
続
の
研
究
」
所
収
)
七
頁
以
下
。

〈

3
)

こ
の
最
終
報
告
書
で
は
行
政
手
続
法
典
の
制
定
を
肯
定
し
つ
つ
、
多
く
の
提
案
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
要
旨
は
、
前
掲
、
川
上
勝
己
「
行
政
手
続
法

制
定
史
」
一
四

i
一
六
頁
に
く
わ
し
い
。

(

4

)

前
掲
、
橋
本
公

E
、
「
米
国
行
政
法
研
究
」
一
二
四
頁
。
な
お
、
一
九
三
八
年
当
時
に
お
け
る
司
法
審
査
に
つ
い
て
の
法
律
上
の
規
定
の
有
無
に
つ
い

て
、
同
書
一
二
五
|
一
二
七
頁
に
図
表
が
あ
る
。

(

5

)

「
統
一
州
法
委
員
全
国
会
議
」
で
は
各
州
の
諸
分
野
に
お
け
る
法
制
の
調
査
、
研
究
を
重
ね
、
そ
の
成
果
と
し
て
モ
デ
ル
法
の
制
定
を
促
進
し
た
。
他

の
分
野
の
も
の
と
し
て
、
た
と
え
ば
水
利
法
に
つ
い
て
は
、
同
会
議
の
特
別
委
員
会
に
お
い
て
「
模
範
水
利
法
」
(
玄
邑
己
巧
え
2
〉
え
)
が
、
各
州
の

区
々
の
水
利
法
制
を
で
き
る
か
、
ぎ
り
統
一
化
す
る
試
み
と
し
て
提
案
さ
れ
、
一
九
五
八
年
に
は
そ
の
最
終
案
を
決
定
し
て
い
る
。
同
法
案
に
つ
い
て
は
、

金
沢
良
雄
「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
水
利
権
制
度
」
(
北
大
法
学
政
治
学
論
集
一
九
四

l
二
O
O頁
)
に
邦
訳
が
あ
る
。

(

6

)

∞
Z
S
F
開
・
切
一
3
7
p
一「常

h
s
b
応
、

.
h
h州連
S
芝
ミ
忠
之
同
ユ
ミ
言
諸
島
~
h
-
u
・斗】印

(HZ斗
)
・
な
お
、
「
モ
デ
ル
州
行
政
手
続
法
」
に
関
し
て
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
は
、

ω
ω
H
c
t弓
h
d

「
刀
め
〈
-
H
m
v
ω
(
H
m
w
h時
∞
)
に
あ
る
。

(

7

)

こ
の
占
川
に
つ
い
て
は
た
と
え
ば
、

ω
g
g
p
開
・
盟
三
F
P
勾
な
限
定
ミ
4hw

ミ
弘
、
s
S
R
h
マミ
e
h
h白
宮

J
g
〉
0
・
「
問
。
〈
甲
山
wlH()斗
(
忌
や
と
・

アメリカ合衆国外l行政手続法研究序説

.. 
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ラ
ン
J

ア
イ
ス

(』印

g
g
z
-
r
E
Z
)
、
マ
タ
フ
ア
ー
ラ
ン
ト

(
ゎ
・
豆
町
司
邑

gι)、
ス
テ

l
ソ
ン
(
開
・
盟
三
宮

m
g
gロ
)
が

説

(

8

)

そ
の
他
委
員
と
し
て
、

い
る
。

(

9

)

こ
こ
で
は
そ
の
役
割
に
鑑
み
、
叶

g
r
m，
R
8
を
特
別
部
と
訳
し
た
。
各
部
門
の
専
門
家
が
集
っ
て
特
定
の
目
的
に
向
っ
て
共
同
作
業
を
進
め
る
特
別

の
部
門
の
意
で
あ
る
o

こ
の
特
別
部
報
告
に
つ
い
て
は
、
橋
本
、
前
掲
書
一
三

O
頁
以
下
に
く
わ
し
い
。

(
叩
)
同
会
議
の
年
次
総
会
は
一
九
六
一
年
七
月
三
十
一
日
よ
り
八
月
五
日
ま
で
、
ミ
ズ
l
リ
州
セ
ン
ト
・
ル
イ
ス
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
同
法
を
承
認
し

た

o
こ
の
「
統
一
州
法
委
員
全
国
会
議
」
で
改
訂
州
行
政
手
続
法
の
起
草
に
あ
た
っ
た
委
員
に
は
、
同
w・
回
一
三

z
g
g
oロ
(
斗

gHMgno)
を
委
員
長
と
し

て
、
】
ω自
g
』
・
即
日
r
o
(当
FF)
・
2
0自
国
主
n
r
(
c
s
r
)
-
F
H
-
ω
R
r
z
(老
町
・
)
噌
】
O
百

四

回

om伴
者
同
一
四
宮
(
〈
F
)

の
ほ
か
、

n
q
gロ
-S主
と

し

て

p
g
r
切

-
n
g目
当
(
忽

5
7
)
が
い
る
。

(

口

)

【

UDD唱
。
♂
(
て
ミ
・
L
『

)bhw・円
H.H-h宮
、
、
晶
司
旬

-Hω
・
HAP-

(
ロ
)
た
と
え
ば
以
下
の
二
五
州
に
お
い
て
は
、
モ
デ
ル
法
あ
る
い
は
改
訂
モ
デ
ル
法
の
規
定
に
従
っ
ぷ
手
続
が
と
ら
れ
が
い
る
。

す
な
わ
ち
、
ア
リ
ゾ
ナ
、
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
、
フ
ロ
リ
ダ
、
ジ
ョ
ー
ジ
ァ
、
ハ
ワ
イ
イ
、
イ
リ
ノ
イ
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
、
ア
イ
オ
ヮ
、
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
、

車

開

業

※

メ
イ
ン
、
メ
リ

l

ラ
ン
ド
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
、
ミ
シ
ガ
ン
、
ミ
ネ
ソ
タ
、
ミ
ズ

l
リ
、
ネ
プ
ラ
ス
カ
、
ニ
ュ

l

・
メ
キ
シ
コ
、
ノ

i
ス
・
カ
ロ
ラ
イ

捧

※

※

ナ
、
ノ

l

ス
・
ダ
コ
夕
、
オ
レ
ゴ
ン
、
ロ

l
ド
・
ア
イ
ラ
ン
ド
、
ヴ
ァ
l
ジ
ニ
ア
、
ウ
オ
シ
ン
ト
ン
、
ウ
エ
ス
ト
・
ヴ
ア

l
ジ
ユ
ア
、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ

滞γ

。

論

※ 

}
れ
ら
の
州
の
規
定
は
具
体
的
に
は
以
下
に
示
す
通
り
で
あ
る
。

行

政

手

続

に

つ

い

て

具

体

的

な

州

立

法

を

有

す

る

も

の

は

以

下

に

み

る

ご

と

く

で

あ

る

。

ω
ノ
l
ス
・
ダ
コ
タ
州
。
「
統
一
夷
務
手
続
法
」

(
d
E同
2
B
P
R
t
n
o
k
Fえ

D
h
H
E
Y
Z
c
z
r
u長
D
S
C
5・
H
E
r
n
F
N
8
u
問

2
・
ゎ

a
o
Sお可

申
由
日
∞

1
ω
N
2
5
N∞
1ωNNN)0
同
法
は
一
九
四
一
年
に
制
定
さ
れ
た
も
の
で
同
州
に
お
け
る
最
初
の
行
政
手
続
に
関
す
る
一
般
的
救
済
手
続
法
で
あ
る
。
そ

れ
は
特
に
規
則
制
定
手
続
、
お
よ
び
裁
決
手
続
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
プ
ロ
セ
ス
を
定
め
て
い
る
も
の
で
あ
る

o
な
お

E
c
-
-
3
4
2
P
ロ
m
r
o
g
戸

E門
】

m

E
K
F
L
5
5
5
H
H白神宮。

Fmw項
目
ゆ

5
3
N印
』
・
〉

B
-
Tト

ωD口
・
ロ
品
(
迄
品
目
)
参
照
。

ω
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
。
「
統
一
行
政
手
続
法
」

(
C
E
E
B
〉
L
E
2
2
5
t
S
H
U
B
-
S
L
E
3
〉
2
0ご
坦
色
、
当
日

D
Eロ
U
5
0
ご
E
P
与・

ω斗印)。

同
法
は
統
一
州
法
委
員
会
の
制
定
し
た
モ
デ
ル
法
を
手
本
と
し
て
、
同
法
の
各
条
項
と
き
わ
め
て
類
似
の
規
定
を
置
く
も
の
で
あ
る
。
同
州
議
会
に
お
け
る

採
用
に
あ
た
っ
て
、
同
法
は
重
要
な
、
か
つ
意
義
の
あ
る
手
続
法
と
し
て
迎
え
ら
れ
た
。
な
お
、

z
o
-
-
R
巧
B
e
g
s
-∞
〉
円
凶
B
F
E印片岡田
2
4巾

p
c
n
&日
巾
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説

た
も
の
で
あ
る
が
、
行
政
行
為
に
つ
い
て
の
司
法
審
査
に
関
す
る
規
定
に
限
ら
れ
て
い
る
。

8AU
 

※※

1
 

ω
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ェ
イ
ニ
ア
州
。
「
行
政
機
関
法
」
(
〉

ι
E
E
5
5
2
〉
向
。
ロ
円
可

τ43叶
H
F丘
S
3
5・
∞
片
手

ω巾
口
・
弓

H0・
H)。
同
法
は
一
九
四
五
・
阿

年
に
制
定
さ
れ
、
同
五
一
年
改
正
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
行
政
裁
決
手
続
お
よ
び
司
法
審
査
手
続
に
関
す
る
条
項
、
な
ら
び
に
行
政
規
則
の
保
管
お
よ
び
刊

公

刊

に

関

す

る

条

項

を

含

む

、

包

括

な

手

続

法

で

あ

る

。

日

印

刷

ミ

ズ

1
リ
州
。
「
行
政
手
続
審
査
法
」
(
〉
雪
国
ロ

5
2
3
2
n
a
z
B
E
H
5
2
E
o
h
S
8・
勾

3
5
0号
〉

E
D
E
a
E
g
E
拙

盟
主
三
2
・
nr・日
ω少
ヤ
エ
印
)
。
同
州
は
行
政
上
の
裁
量
に
対
す
る
適
当
な
拘
束
お
よ
び
制
約
を
行
な
う
た
め
の
憲
法
修
正
を
な
し
、
そ
の
後
本
法
を
定
め

た。
制
イ
γ
デ
ィ
ア
ナ
州
。
「
行
政
裁
決
法
」
(
〉
仏
吉
区
間
円

E
C
2
〉《目立門田

pgtcロ
〉

n
H
D
h
g串
N
F
H
E
U
H邑
E
g
m
S
E
a
-
n
F
U
0・
m。
n・
s-ω
。2)
。

同
州
は
す
で
に
行
政
上
の
規
則
制
定
に
対
し
て
適
用
さ
れ
る
条
項
を
規
定
し
て
い
た
が
、
一
九
四
七
年
行
政
機
関
の
裁
決
手
続
お
よ
び
司
法
審
査
に
つ
い
て

の
規
定
を
置
く
こ
と
と
な
っ
た
。

制
ミ
シ
ガ
ン
州
。
「
行
政
手
続
法
」
(
〉
仏

E
E
E
t話
回
以

HDnaEB
〉
え

cご
由
日

N・
5
n
r・
mgp
〉
ロ
ロ
・
忽

ω
-
U
S
E
-
H
l
N
F
S
)。
同
州
は
一

九
五
二
年
モ
デ
ル
州
法
の
規
定
に
き
わ
め
て
類
似
し
た
本
法
を
採
用
し
た
。
こ
れ
は
特
に
行
政
規
則
の
公
刊
に
つ
き
、
モ
デ
ル
法
に
比
較
し
て
よ
り
詳
細
な

規
定
を
置
い
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

締
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
。
「
公
平
行
政
手
続
法
」

(FR
〉
仏

B
E
m片
岡
関
長
記

p
s
a
g
H
m
k
F
2
0同

S
E
M
Y
P自
・
〉
口

F
3
2
L
F
S
H
)。

は
一
九
五
四
年
、
行
政
手
続
の
一
般
法
と
し
て
包
括
的
な
、
広
範
な
制
定
法
が
定
め
ら
れ
た
。

※
班
聞
こ
れ
ら
の
州
の
立
法
は
必
ず
し
も
モ
デ
ル
法
の
規
定
と
趣
旨
を
同
じ
く
す
る
も
の
で
は
な
い
。

論

同
州
で

第
三
章

政
訂
モ
デ
ル
州
行
政
手
続
法

モ
デ
ル
法
お
よ
び
改
訂
法
に
つ
い
て

一
九
四
六
年
六
月
、
連
邦
議
会
に
お
い
て
「
連
邦
行
政
手
続
法
」
が
制
定
さ
れ
、
続
い
て
同
年
一

O
月
「
統
一
州
法
委
員
全
国
会
議
」

に
よ
り
、
「
モ
デ
ル
州
行
政
手
続
法
」
が
承
認
、
公
表
さ
れ
た
こ
と
は
第
一
章
に
お
い
て
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
後
一
九
六
一
年
、



右
の
「
モ
デ
ル
州
行
政
手
続
法
一
の
改
訂
が
行
わ
れ
、
そ
れ
が
一
ー
改
訂
モ
デ
ル
州
行
政
手
続
法
」
し
こ
し
て
右
「
統
一
州
法
委
員
全
国
委
員

会
議
」
の
承
認
を
得
、
各
州
の
行
政
手
続
法
に
多
大
の
影
響
を
与
え
て
き
た
こ
と
も
同
様
に
触
れ
た
。
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
二
五
州
に

お
い
て
こ
の
「
モ
デ
ル
州
行
政
手
続
法
」
お
よ
び
「
改
訂
モ
デ
ル
州
行
政
手
続
法
」
の
影
響
を
受
け
た
州
行
政
手
続
法
の
存
在
が
報
告
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
、
右
の
記
述
を
裏
書
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
o

こ
の
州
行
政
手
続
の
モ
デ
ル
法
た
る
役
割
を
有
す
る
こ
れ
ら
両
法
が
、
連
邦
行
政
手
続
法
と
異
な
る
点
を
有
す
る
こ
と
は
、
第
一
章
に

触
れ
た
州
行
政
機
関
の
特
質
か
ら
考
え
て
首
宵
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
こ
で
第
二
章
で
ほ
、

「
統
一
州
法
委
員
全
国
会
議
」
に
お
い

付

て
承
認
さ
れ
た
「
改
訂
モ
デ
ル
州
行
政
手
続
法
」
の
規
定
を
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な
作
業
は
各
州
に
お
け
る
行
政
手
続
法

の
検
討
に
先
立
っ
て
、
ま
ず
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
連
邦
行
政
手
続
法
と
の
比
較
検
討
を
す
る
上
に
も
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
亡
と
で
あ
ろ
う
o

こ
こ
で
は
右
の
よ
う
な
意
味
か
ら
、
ま
ず
「
改
訂
モ
デ
ル
州
行
政
手
続
法
」
の
規
定
と
連
邦
行
政
手

続
法
(
以
下
、
連
邦
法
と
称
す
る
)
の
規
定
と
の
比
較
か
ら
は
じ
め
る
こ
と
と
す
る
。
つ
い
で
、
「
改
訂
モ
デ
ル
州
行
政
手
続
法
」
(
以
下

アメリカ合衆国外l行政手続法研究序説

改
訂
法
と
称
す
る
〉
の
現
状
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
「
モ
デ
ル
州
行
政
手
続
法
」
(
以
下
、
モ
デ
ル
州
法
と
称
す
る
)
の
規
定
と
の
比

(
2〉

較
を
試
み
よ
う
と
考
え
る
o

こ
れ
に
よ
っ
て
「
モ
デ
ル
州
法
」
か
ら
「
改
訂
法
」
へ
の
変
遷
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
o

な
お
、
連
邦
行
政
手
続
法
に
つ
い
て
は
橋
本
公
豆
教
授
の
「
行
政
手
続
の
研
究
」
末
尾
に
邦
訳
が
公
け
に
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で

は
条
文
を
い
サ
い
ち
掲
げ
る
こ
と
を
し
な
い
。

」
れ
に
対
し
、
「
モ
デ
ル
州
行
政
手
続
法
」

に
つ
い
て
は
さ
し
あ
た
り
訳
文
が
見
当
ら
な

い
こ
と
も
あ
っ
て
参
照
に
使
な
ら
し
め
る
た
め
、
そ
の
邦
訳
を
一
-
一
、

と
し
て
掲
げ
る
こ
と
に
し
た
o

さ
て
、
こ
の
改
訂
法
の
条
項
を
と
り
あ
げ
て
連
邦
法
お
よ
び
モ
デ
ル
法
と
の
比
較
を
試
み
る
前
に
、
同
法
の
性
質
を
簡
単
に
述
べ
て
お

く
こ
と
と
し
よ
う
。

改
訂
法
は
、
細
部
に
わ
た
っ
た
事
項
に
適
用
で
き
る
よ
う
な
詳
細
な
規
定
を
有
す
る
も
の
で
は
な
く
、
基
本
的
な
原
理
を
そ
の
中
心
と
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す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
行
政
機
関
の
行
な
う
決
定
そ
の
他
の
処
分
に
お
い
て
適
用
さ
れ
る
各
規
定
が
必
然
的
に
州
に
よ
っ
て
、

ま
た
機
関

論

に
よ
っ
て
異
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
理
由
に
基
づ
い
て
い
る
。
従
っ
て
各
州
お
よ
び
そ
の
行
政
機
関
は
、
状
況
に
応
じ
て
そ
れ
ら
具

体
的
な
、
詳
細
な
問
題
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
場
合
で
あ
っ
て
も
一
般
的
に
承
認
さ
れ

る
、
ま
た
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
の
良
識
、
正
義
お
よ
び
公
平
と
い
う
基
本
的
な
原
則
が
存
在
す
る
。
こ
の
改
訂
法
は
右

の
意
味
で
の
、
基
本
的
な
原
則
を
そ
の
中
心
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

」
の
原
則
を
よ
り
具
体
的
に
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、

各
行
政
機
関
が
基
本
的
な
手
続
規
則
を
採
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

ま
た
緊
急
の
際
を
除
い
て
、
規
則
制
定
に
あ
た
っ
て
は
、
手

続
上
も
実
体
上
も
、
利
害
関
係
人
に
対
す
る
告
知
、

お
よ
び
意
見
ま
た
は
情
報
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
機
会
が
伴
っ
て
い
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
(
二
条
、
一
一
一
条
)

0

(2) 

す
べ
て
の
行
政
規
則
は
適
当
な
方
法
で
公
刊
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
(
四
条
、

五
条
)

0

(3) 

行
政
規
則
の
適
法
性
に
つ
い
て
の
事
前
の
決
定
、

お
よ
び
特
定
の
事
件
に
適
用
さ
れ
る
行
政
規
則
の
有
効
性
に
つ
い
て
の
、
事
前

の
決
定
を
行
な
う
「
宣
言
的
判
決
」
を
認
め
る
条
項
を
有
す
る
こ
と
(
七
条
、

八
条
)
。

(4) 

行
政
上
の
裁
決
を
行
な
う
際
の
、
聴
聞
、
告
知
、
証
拠
の
提
出
、
記
録
の
一
部
と
し
て
適
法
に
提
出
さ
れ
な
い
資
料
の
除
外
、

よ
び
職
能
の
適
正
な
分
離
に
お
け
る
公
平
の
要
請
が
存
在
す
る
こ
と
(
九
条
、

一O
条、

二
条
)
。

(5) 

準
司
法
的
権
能
を
行
使
す
る
場
合
の
裁
決
決
定
官
、

お
よ
び
行
政
機
関
の
長
が
そ
の
決
定
に
あ
た
り
、

そ
の
有
す
る
-
証
拠
に
つ
き

十
分
に
知
悉
す
る
よ
う
保
障
し
て
い
る
こ
と
(
一
一
条
、

一
二
条
)
。

行
政
上
の
決
定
に
つ
い
て
の
司
法
審
査
、

お
よ
び
そ
の
範
囲
に
つ
き
適
当
な
手
続
を
定
め
、
行
政
上
の
誤
謬
を
是
正
す
る
機
会
を

n
hリ保

障
す
る
こ
と
(
一
五
条
、

一
六
条
)

0
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(3) 

j
j
i
 -

-、

こ
れ
ら
の
点
、
が
州
行
政
手
続
法
に
お
い
て
少
な
く
と
も
保
障
し
よ
う
と
し
て
い
る
基
本
的
原
則
と
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

一
九
六
一
年
改
訂
モ
デ
ル
州
行
政
手
続
法
(
邦
訳
、
お
よ
び
連
邦
法
、

(児

2
5仏
冨
O
L巾

-
2
2
2
〉
仏

HUE-∞
片
岡
田
江

2
p
o
n
E己
完
〉
旦

5
2
)

モ
デ
ル
法
と
の
比
較
)

ill州
行
政
機
関
の
手
続
お
よ
び
そ
の
決
定
に
対
す
る
審
査
に
関
す
る
法
律

l
i

(1) ， 
第

条
r-1 

定
義

本
法
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
「
官
庁
」
と
は
、
立
法
機
関
あ
る
い
は
裁
判
所
以
外
の
、
各
州
の
〔
機
関
、
委
員
会
、
部
局
あ
る
い
は

行
政
官
〕

で
あ
っ
て
、
法
律
に
よ
り
、
規
則
を
制
定
し
、
争
訟
事
件
を
裁
定
す
る
権
能
を
付
与
さ
れ
て
い
る
も
の
を
意
味
す
る
。

「
争
訟
事
件
」
と
は
、
法
律
に
よ
り
、
当
事
者
の
法
律
上
の
権
利
、

義
務
、

あ
る
い
は
特
権
が
、
聴
聞
の
機
会
を
経
た
上
で
官
庁
に

よ
り
決
定
さ
れ
る
こ
と
と
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
の
手
続
を
い
い
、

〔
価
格
公
定
〕
お
よ
び
認
可
行
為
を
合

そ
の
中
に
は
料
金
決
定
、

む
が
、
こ
れ
ら
に
限
ら
れ
な
い
。

「
認
可
」
と
は
、
法
律
に
よ
っ
て
必
要
と
さ
れ
て
い
る
官
庁
の
許
可
、

そ
の
他
同
様
な
許
可
の
形
式

認
証
、
承
認
、
登
録
、
特
許
、

の
全
部
ま
た
は
一
部
を
含
む
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
単
な
る
徴
税
目
的
の
た
め
に
定
め
ら
れ
て
い
る
認
可
を
含
む
も
の
で
は
な
い
。

(4) 

「
認
可
行
為
」
と
は
免
許
の
許
与
、
拒
否
、
更
新
、
取
消
、
停
止
、
廃
止
、
撤
回
お
よ
び
修
正
に
関
す
る
官
庁
の
手
続
を
含
む
。

あ
る
い
は
当
事
者
と
し
て
認
め
ら
れ
る
べ
き
権
利
を

「
当
事
者
」

と
は
当
事
者
と
し
て
指
名
さ
れ
、

R
U
 

有
し
て
い
て
、
目
下
適
式
に
申
請
中
の
人
あ
る
い
は
官
庁
を
意
味
す
る
。

ま
た
は
認
め
ら
れ
て
い
る
か
、

「
人
」
と
は
、
個
人
、
組
合
、
会
社
、
協
会
、

《

hυ

織
を
意
味
す
る
。

政
府
の
下
部
機
関
、

お
よ
び
官
庁
以
外
の
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
公
的
あ
る
い
は
私
的
組

(7) 

「
規
則
」
と
は
、
法
あ
る
い
は
政
策
を
補
充
し
、
解
釈
し
あ
る
い
は
決
定
し
、

あ
る
い
は
官
庁
の
組
織
、

手
続
あ
る
い
は
実
務
上
の

北法18(1・111)111 



説

一
般
的
通
用
性
を
有
す
る
官
庁
の
意
思
表
示
を
意
味
す
る
。
こ
の
用
語
は
従
前
の
規
則
の
改
正
あ
る
い
は

廃
止
を
含
む
も
の
で
あ
る
が
、

ω官
庁
の
内
部
的
事
項
処
理
の
み
に
関
す
る
意
思
表
示
で
あ
っ
て
、
私
権
、
あ
る
い
は
公
衆
に
適
用
さ

れ
る
手
続
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
意
思
表
示
、
あ
る
い
は
、
倒
第
八
条
に
従
っ
て
行
な
わ
れ
る
宣
言
的
決
定
、
あ
る
い
は
、
制
官
庁
内

規
則
を
定
め
る
と
こ
ろ
の
、

論

部
の
覚
え
書
を
含
む
も
の
で
は
な
い
よ

連
邦
行
政
手
続
法
と
の
比
較

右
の
条
項
は
連
邦
法
二
条
糾
項
に
相
当
す
る
。
同
項
で
は
官
庁
の
定
義
を
定
め
、
合
衆
国
政
府
の
権
限
行
使
を
行
な
う
機
関
を
い
う
と

し
て
、
改
訂
法
一
条

ω項
に
定
め
る
立
法
、
司
法
機
関
以
外
の
機
関
と
い
う
.
の
と
対
応
す
る
。
と
こ
ろ
で
改
訂
法
一
条

ω項
に
い
う
「
官

庁
」
玄
関
巾
再
三
は
す
べ
て
の
行
政
機
闘
を
包
括
す
る
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
こ
の
場
合
右
に
い
う
「
官
庁
」
か
ら
明
ら
か
に

除
外
さ
れ
る
行
政
機
関
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
他
、
市
、
郡
の
行
政
機
関
が
こ
の
官
庁
の
中
に
加
え
ら
れ
る
。
こ
の
ほ
か
市
民
お

よ
び
そ
の
財
産
に
対
し
実
質
的
な
影
響
力
を
有
す
る
機
関
も
、
本
法
の
定
め
る
手
続
に
従
う
こ
と
が
要
請
さ
れ
よ
う
。

ま
た
、
本
条

ω項
で
は
「
争
訟
事
件
」

(
8
E
g宮
内
山
内
田
由
巾
)
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
相
当
す
る
連
邦
法
の
規
定
は
二
条

ω項
に
い

う
「
裁
決
」
(
包
百
円
日
片
阻
止
門
主
で
あ
る
。
連
邦
法
で
は
「
裁
決
」
と
は
処
分
を
行
う
官
庁
の
手
続
を
い
う
、
と
定
め
ら
れ
て
い
る
o

こ
の

よ
う
な
、
連
邦
法
に
い
う
「
包
宮
内
出

S
貸
出
」
の
か
わ
り
に
改
訂
法
で
は
「

S
E
g
g仏
門
曲
目
と
を
用
い
た
理
由
は
次
の
点
に
あ
る
。

す
な
わ
ち
、

の
問
題
は
「
規
則
制
定
」

(
H
己
巾
百
件
百
m)
手
続
の
問
題
と
し
て
考
え
ら

連
邦
法
で
は
「
料
金
決
定
」

(
E
S
S
E
w
-ロ肉)

れ
て
い
る
。
連
邦
法
二
条
例
項
は
こ
の
点
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、

の
「
規
則
」
の
中
に
「
料
金
、

同
項
は
「
規
則
制
定
」
に
関
し
て
定
め
を
な
し
、
こ

賃
金
」
そ
の
他
「
価
格
」
等
に
関
す
る
手
続
を
含
む
と
す
る
の
は
こ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ

ぃ
。
ま
た
連
邦
法
二
条
似
項
で
は

「
処
分
お
よ
び
裁
決
」
(
。
邑
巾
同
国
ロ
仏
〉
円
山
吉
仏
FSH-oロ)

」
の
「
処
分
」
の
中
に
は
「
規
則

を
定
め
、

制
定
」
が
含
ま
れ
て
は
い
な
い
。
そ
し
て
「
裁
決
」
は
こ
の
処
分
を
行
な
う
官
庁
の
手
続
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
結
局
「
裁
決
」
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は
「
料
金
決
定
」
に
関
す
る
手
続
を
そ
の
対
象
か
ら
除
い
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
o

こ
れ
に
対
し
、
改
訂
法
で
は
右
に
あ
げ
た
よ
う
に
「
争
訟
事
件
」
が
「
料
金
決
定
」
の
手
続
を
含
む
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
の
で

つ
ま
り
、
改
訂
法
が
「
裁
決
」
の
語
を
用
い
ず
に
「
争
訟
事
件
」
の
語
を
用
い
た
の
は
、
連
邦
法
で
の
「
料
金
決
定
」
の
手
続
は

改
訂
法
で
は
「
争
訟
事
件
」
手
続
の
問
題
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
と
こ
ろ
に
あ

あ
る
。

る;日

主前
?制
λ 定
ら」
れヱロ

ミ2長
の
問
題
で
あ
る
の

対
し

一
つ
は

ま
た
、
改
訂
法
一
条

ω項
の
「
価
格
公
定
」
(
胃

F
S
F
E伝
)
が
弧
括
書
と
な
っ
て
い
る
が
こ
れ
に
は
二
つ
の
理
由
が
あ
る
。

価
格
公
定
法
(
胃
-
2
p
n
E
m
u
-
を
有
し
な
い
州
の
場
合
に
は
、
本
法
の
よ
う
な
一
般
法
に
価
格
公
定
手
続
を
認
め
る
こ
と
を
避
け
る

と
思
わ
れ
る
こ
と
。

第
二
に
は
価
格
公
定
法
を
有
す
る
州
の
場
合
に
は
法
律
に
よ
っ
て
定
め
る
よ
う
な
フ
ォ
ー
マ
ル
な
手
続
に
よ
る
よ

り
は
、
む
し
ろ
本
法
の
よ
う
な
「
争
訟
事
件
」
の
手
続
を
選
択
す
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
な
い
か
、

に
あ
る
。

付

ま
た
、
本
条

ω、
ω項
に
い
う
「
認
可
」
、
「
認
可
行
為
」
は
連
邦
吉
一
条
例
項
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
た
だ
し
連
邦
法
が
「
認
可
」
の

中
に
「
資
格
の
付
与
」

(
g
g
H
Z
Z
E芝
、
「
法
律
の
適
用
除
外
」
(
印

S
Z
Z弓
良
市
自
宮
5
ロ
)
を
含
め
て
い
る
の
に
対
し
、
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改
訂
法
は
こ

れ
ら
を
除
い
た
o

ま
た
、
連
邦
法
が
「
そ
の
他
の
形
式
に
よ
る
許
可
」

(
O
F
2
r
H
B
え
℃

2
8
5
Eロ
)
の
語
を
用
い
、
改
訂
法
が
「
法

に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
同
様
な
許
可
の
形
式
」
(
由
FE--2
同

O
H
B
え
℃

2
B
5芯
ロ
)
を
用
い
て
い
る
点
は
表
現
の
相
違
に
帰
す
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。
ま
た
、
改
定
法
が
「
単
な
る
徴
税
目
的
の
た
め
に
定
め
ら
れ
て
い
る
許
可
」

(
白
口
内
角
川
口
由
巾
同
角
川
内
山
口
町
巾
仏
閣
c-巾}可問。
H
H
m
可『巾ロロ巾

官
同
吉
田
市
)

連
邦
法
に
は
な
い
。

し
か
し
こ
の
こ
と
は
連
邦
法
の
場
合
も
結
果
的
に
は
同
様
な

を
「
認
可
」
の
外
に
置
い
て
い
る
点
は
、

取
り
扱
い
を
受
け
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
本
法
、
が
特
に
注
意
的
に
設
け
た
に
す
、
ぎ
な
い
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
o

認
可
行
為
に
つ
い
て
は
、
改
訂
法
が
連
邦
法
の
規
定
す
る
「
制
限
」
(
日

FEE-丘。ロ)、

「
修
正
」
(
居
。
島
町
片
民
党
)
ロ
)
、

お
よ
び
「
条
件
附

加
」
(
向
。
ロ
仏
伊
丹
広
三
口
∞
)
を
削
除
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち

(g。
岳
民
S
H
Zロ
)
は
(
曲
目
巾
ロ
仏
B
g
H
)
と
の
重
複
を
避
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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説

ま
た
、
本
条
例
、
制
項
に
い
う
「
当
事
者
」
、
「
人
」
は
連
邦
法
二
条

ω項
に
い
う
「
人
お
よ
び
当
事
者
」
と
同
様
で
あ
る
。

ま
た
、
本
条
例
項
に
い
う
「
規
則
」
は
連
邦
法
二
条
例
項
に
相
当
す
る
o

本
項
第
一
段
は
連
邦
法
二
条
例
項
の
前
段
と
同
様
で
あ
る

が
、
本
項
の
場
合
は
「
一
般
的
通
用
性
」

(m自
白
色
名
立
庁
主
芯
ロ
)
を
規
則
の
要
件
と
し
て
掲
げ
、
連
邦
法
の
規
定
の
特
定
の
事
項
に
つ

論

い
て
適
用
さ
れ
、

か
っ
そ
の
効
力
が
将
来
に
及
ぶ
(
宮

E
n己
日
品
目
L
F門
出

E
X可
白
ロ
仏

P
E
Z
丘町巾
2
)
と
す
る
部
分
を
削
除
し
た
。
こ
の

結
果
、
規
則
の
範
囲
を
連
邦
法
の
場
合
よ
り
も
限
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
同
時
に
官
庁
の
意
思
表
示
た
る
規
則
の
意
味
を
明
確

に
す
る
こ
と
と
な
っ
た
o

こ
の
場
合
注
意
し
て
お
く
べ
き
こ
と
は
、
規
則
が
特
定
の
人
も
し
く
は
団
体
に
対
し
て
の
み
直
接
関
係
を
持
つ

も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
規
則
の
形
式
が
一
般
的
な
形
式
を
と
り
、
右
以
外
の
人
も
し
く
は
団
体
が
そ
の
要
件
に
適
合
す
る
場
合

に
は
、
こ
の
よ
う
な
規
則
は
、
制
定
法
の
各
条
項
と
同
様
に
「
一
般
的
通
用
性
」
を
有
す
る
も
の
、

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
点
に
あ
る
。

本
条
例
項
は
右
の
よ
う
に
「
一
般
的
通
用
性
」
を
有
す
る
と
い
う
点
で
規
則
の
範
囲
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
が
、
そ
の
除
外
例
と
し
て
凶

か
ら
削
に
か
か
げ
る
も
の
を
あ
げ
る
o

こ
の
点
連
邦
法
の
場
合
は
、
「
料
金
、

賃
金
、

法
人
の
も
し
く
は
経
理
上
の
機
構
ま
た
は
そ
の
改

組
、
価
格
、
施
設
、
設
備
、
役
務
も
し
く
は
そ
の
対
価
、
評
価
、
費
用
、
計
理
ま
た
は
こ
れ
ら
の
も
の
に
関
す
る
手
続
を
将
来
に
向
っ
て

承
認
し
規
定
す
る
こ
と
を
含
む
」
と
し
て
、
規
則
の
範
囲
を
例
示
的
に
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
例
示
は
改
訂
法
に
は
な
い
。

モ
デ
ル
州
行
政
手
続
法
と
の
比
較

本
法
一
条

ω項
は
モ
デ
ル
一
条

ωと
同
様
で
あ
る
o

ω項
の
「
争
訟
事
件
」
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
が
、
本
法
の
場
合
は
料
金
決
定
、
〔
価
格
公
定
]
お
よ
び
認
可
行
為
を
掲
げ
て
い
る
。

こ
の
料
金
決
定
等
を
争
訟
事
件
の
中
に
含
め
て
考
え
る
こ
と
に
つ
い
て
は
連
邦
法
と
の
関
係
で
触
れ
た
。
そ
の
意
味
か
ら
は
例
示
的
に
掲

げ
た
と
い
う
よ
り
は
、
右
の
料
金
決
定
等
の
問
題
が
連
邦
法
の
よ
う
に
規
則
制
定
手
続
の
問
題
で
は
な
く
、
争
訟
事
件
手
続
の
問
題
で
あ

る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
べ
く
新
設
し
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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ゆ
項
の
「
認
可
」
、
伸
項
の
「
認
可
行
為
」
、
ゆ
項
の
「
当
事
者
」
、
ゆ
項
の
「
人
」
の
部
分
は
い
ず
れ
も
モ
デ
ル
法
に
は
な
い
。
こ
れ

ら
が
連
邦
法
二
条
刷
項
、
お
よ
び

ω項
と
同
様
で
あ
る
こ
と
は
触
れ
た
。
連
邦
法
に
な
ら
っ
て
新
設
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
o

別
項
の
「
規
則
」
は
そ
デ
ル
法
に
比
較
し
簡
略
化
さ
れ
た
。
連
邦
法
と
の
比
較
で
一
不
さ
れ
た
よ
う
に
、
改
訂
法
は
規
則
の
内
容
を
個
々

的
に
あ
げ
る
こ
と
を
避
け
、
一
般
的
通
用
性
を
有
す
る
官
庁
の
意
思
表
示
で
、
法
お
よ
び
政
策
の
補
充
解
釈
あ
る
い
は
規
定
す
る
も
の
、

あ
る
い
は
官
庁
の
組
織
、
手
続
、
実
務
規
則
を
定
め
る
も
の
、

と
し
た
。
モ
プ
ル
法
は
同
様
な
趣
旨
で
あ
っ
た
が
、
事
前
の
聴
聞
を
注
意

モ
デ
ル
法
の
同
条
項
は
右
の
聴
聞
を
要
件
と
し
て
規
定
し
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
そ

の
点
か
ら
い
え
ば
そ
れ
ほ
ど
意
味
の
あ
る
規
定
で
は
な
か
っ
た
わ
け
で
、
改
訂
法
は
こ
の
点
を
削
除
し
て
す
っ
き
り
と
し
た
も
の
に
改
め

的
に
触
れ
て
い
た
点
に
特
色
が
あ
る
。
し
か
し
、

た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
「
規
則
」

ωU 

の
除
外
例
と
し
て
モ
デ
ル
法
は
、
官
庁
の
内
部
処
理
に
つ
い
て
の
規
定
、

定
を
あ
げ
て
い
た
が
、
改
訂
法
は
こ
れ
ら
の
ほ
か
、
倒
、
制
で
、
第
八
条
の
宣
号
一
一
同
的
決
定
、
官
庁
内
部
の
覚
え
書
を
つ
け
加
え
、
除
外
例

お
よ
び
市
民
の
権
利
に
無
関
係
な
手
続
規

アメリカ合衆国州行政手続法研究序説

を
広
く
し
た
。

こ
の
場
合
モ
デ
ル
法
が
内
部
処
理
に
関
す
る
「
規
定
」
(
同
諸
己
伊
丹
5
ロ)

を
用
い
る
の
に
対
し
、

改
訂
法
で
は
「
意
思
表

示
」
(
印
S
S
B巾
己
印
)
と
改
め
て
い
る
点
も
注
意
し
て
お
い
て
よ
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

結
局
、
改
訂
法
の
第
一
条
に
つ
い
て
は
、

モ
デ
ル
法
よ
り
詳
細
な
規
定
を
新
設
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
場
合
連
邦
法
の
規
定
に
な

ら
っ
た
部
分
が
著
し
い
、

と
い
え
よ
う
。

「
第
二
条
〔
公
告
、
規
則
採
用
、
規
則
お
よ
び
命
令
の
効
力
」

例
法
律
に
規
定
さ
れ
た
規
則
制
定
の
要
件
に
加
え
て
、
各
官
庁
は
、

官
庁
の
事
務
処
理
の
一
般
的
経
路
お
よ
び
方
法
、

お
よ
び
公
衆
が
情
報
を
得
、
あ
る
い
は
届
出
ま
た
は
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
方
法
を
記
述
し
た
、
官
庁
の
組
織
に
つ
い
て
の
説
明
書
を
規
則
と
し
て
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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説

(2) 

利
用
可
能
な
、
す
べ
て
の
正
式
お
よ
び
略
式
手
続
の
性
質
、

お
よ
び
要
件
を
定
め
た
実
務
規
則
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

れ
に
は
当
該
官
庁
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
る
す
べ
て
の
書
式
お
よ
び
指
示
に
つ
い
て
の
説
明
を
含
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

論

(3) 

官
庁
の
職
務
遂
行
に
関
し
、
当
該
官
庁
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
、
採
用
さ
れ
、
あ
る
い
は
使
用
さ
れ
る
政
策
、

ま
た
は
法
律
解
釈
に

つ
い
て
の
す
べ
て
の
規
則
、
そ
の
他
の
文
書
を
公
衆
の
閲
覧
に
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(4) 

す
べ
て
の
最
終
的
命
令
、
決
定
、

お
よ
び
意
見
を
公
衆
の
閲
覧
に
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(b) 
事
者

対
し
効
力
を
生
ぜ
ず

い
か
な
る
官
庁
の
規
則
、
命
令
、
あ
る
い
は
決
定
も
、
人
あ
る
い
は
当

本
条
の
定
め
に
従
い
、
公
衆
の
閲
覧
に
供
さ
れ
る
ま
で
は
、

ま
た
い
か
な
る
目
的
の
た
め
に
も
官
庁
に
よ
っ
て
採
用
さ
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
規
則
等

に
つ
き
事
実
上
知
識
を
有
す
る
人
、

ま
た
は
当
事
者
に
つ
い
て
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
よ

連
邦
行
政
手
続
法
と
の
比
較

こ
の
「
公
告
」
、
「
規
則
の
採
用
」
お
よ
び
「
規
則
お
よ
び
命
令
の
効
力
」

に
つ
い
て
は
連
邦
法
三
条
(
公
告
)
、

四
条
(
規
則
制
定
)

に
規
定
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
ま
ず
、
川
円

規
則
を
連
邦
公
事
録
に
公
告
せ
し
め
、

ω
規
則
、
意
見
、
命
令
を
公
告
ま
た
は
閲
覧
に
供
せ

さ
ら
に
、
例
公
式
記
録
に
つ
い
て
利
害
関
係
人
に
利
用
せ
し
め
る
よ
う
に
定
め
て
い
る
。
具
体
的
に
い
え
ば
、
改
訂
法
の
仲
項

の
う
ち

ω、
ωお
よ
び

ω号
は
そ
れ
ぞ
れ
連
邦
法
三
条
例
項
の

ω、
ωお
よ
び

ω号
と
同
趣
旨
の
規
定
で
あ
り
、
改
訂
法
判
項
糾
号
の

「
公
衆
の
閲
覧
に
供
す
る
よ
う
に
」
義
務
づ
け
て
い
る
点
は
、
連
邦
法
三
条
の

ω項
に
い
う

し
め
、

「
規
則
の
公
告
」
あ
る
い
は

「
公
衆
の
閲

覧
」
と
同
様
で
あ
る
o

こ
の
改
訂
法
の
一
つ
の
特
色
は
、
規
則
、
命
令
等
の
効
力
発
生
要
件
を
、
公
衆
の
閲
覧
に
供
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
点
に
あ
る
が
(
二

こ
の
点
は
連
邦
法
の
場
合
、
三
条
例
項

ωiω
号
に
掲
げ
る
事
項
を
連
邦
公
事
録
に
記
載
せ
し
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
方
法

連
邦
法
が
連
邦
公
事
録
(
同

Z

F常
E
-
F
m
F目
ZH)

条
川
別
項
)
、

と
対
応
す
る
o

し
か
し
こ
の
場
合
、

に
公
告
す
右
こ
と
を
規
則
等
の
効
力
発
生
の
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要
件
と
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
o

連
邦
法
三
条
例
項
が
、

ω号
か
ら
仰
号
ま
で
の
事
項
を
項
目
別
に
記
載
せ
し
め
、
か
っ
、
即
時
に
公

事
録
に
公
告
す
る
旨
定
め
て
い
る
こ
と
か
ら
も
こ
の
点
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
o

そ
の
意
味
で
、
改
訂
法
が
二
条
に
「
規
則
お
よ
び
命
令
の

効
カ
」
の
項
を
設
け
、
制
項
に
「
公
衆
の
関
覧
に
供
す
る
よ
う
に
な
る
ま
で
」
、

命
令
、
決
定
の
効
力
を
認
め
な
い
こ
と
を
明
記

規
則j

し
た
意
義
は
大
き
い
。

モ
デ
ル
州
行
政
手
続
法
と
の
比
較

改
訂
法
制
項
仰
号
は
、
右
に
触
れ
た
よ
う
に
連
邦
法
三
条
例
項

ω号
に
な
ら
い
、
「
官
庁
の
事
務
処
理
の
経
路
、

の
組
織
に
つ
い
て
の
説
明
書
の
作
製
を
義
務
づ
け
た
。
し
か
し
モ
デ
ル
法
で
は
、
二
条

ω項
に
「
官
庁
の
手
続
の
具
体
的
説
明
を
付
し
た

規
則
の
追
加
」
を
義
務
づ
け
て
い
る
部
分
に
同
様
な
趣
旨
が
求
め
ら
れ
る
に
と
ど
ま
る
o

し
か
し
、

方
法
、

そ
の
他
官
庁

モ
デ
ル
法
も
改
訂
法
も
、
そ
れ
ぞ
れ

「
実
現
可
能
な
か
ぎ
り
」
、
「
原
則
と
し
て
い
と
す
る
た
だ
し
書
が
つ
い
て
お
り
、
そ
の
点
で
は
連
邦
法
ほ
ど
徹
底
し
て
い
る
も
の
で
は
な

付

し、
O 

アメリカ合衆国1刊行政手続法研究序説

川
w項

ω号
の
「
手
続
の
性
質
、
要
件
を
定
め
た
実
務
規
則
」
に
つ
い
て
は
モ
デ
ル
法
二
条

ω項
と
同
様
で
あ
る
。

ω号
お
よ
び
川
刊
号
の
「
公
衆
の
閲
覧
」
に
つ
い
て
は
、
モ
デ
ル
法
で
は
三
条

ω項
の
、
「
恒
久
的
登
録
簿
」
(
印
可

2
5
z
m
E
B
m宮
市

同

)

に
よ
る
「
公
衆
の
閲
覧
」
が
あ
る
。
し
か
し
、
改
訂
法
の
規
定
の
趣
旨
は
、
連
邦
法
三
条
削
項
の
「
意
見
、
処
分
お
よ
び
規
則
等
の
」
公

衆
に
よ
る
閲
覧
の
規
定
に
近
い
も
の
で
、
後
者
に
な
ら
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

制
項
の
「
効
力
発
生
の
要
件
」
に
関
す
る
規
定
は
、

モ
デ
ル
法
三
条

ω項
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

n
-
J
-
J

、

ふ
/
ナ
d
y
L

モ
デ
ル
法
で
は
萱

録
簿
に
収
録
さ
れ
る
こ
と
を
も
っ
て
効
力
発
生
の
要
件
を
満
た
オ
も
の
、

と
し
て
お
り
、
収
録
さ
れ
る
こ
と
は
閲
覧
可
能
を
予
想
さ
せ
る

も
の
で
は
あ
る
が
、
改
訂
法
の
場
合
こ
れ
を
一
歩
進
め
て
、

「
公
衆
が
閲
覧
に
利
用
し
う
る
よ
う
に
な
る
」

こ
と
を
要
件
と
し
て
お
り
、

こ
の
点
を
明
確
に
宣
言
し
た
と
い
え
よ
う
。
す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
連
邦
法
に
は
こ
の
規
定
の
趣
旨
を
一
部
す
も
の
は
な
く
、
州
行
政
手
続
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説

法
の
一
つ
の
特
色
と
さ
れ
よ
う
。

「
第
三
条
〔
規
則
採
用
の
手
続
〕

論

例
規
則
の
採
用
、
改
正
あ
る
い
は
廃
止
に
先
立
っ
て
、
右
官
庁
は
、

そ
の
目
的
と
す
る
行
為

そ
の
目
的
と
す
る
行
為
を
少
な
く
と
も
二

O
目
前
ま
で
に
告
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
右
告
知
に
は
、

の
全
体
、

ま
た
は
要
旨
の
い
ず
れ
か
の
説
明
、
あ
る
い
は
当
該
主
題
お
よ
び
そ
れ
に
含
ま
れ
て
い
る
問
題
点
の
説
明
、

お
よ
び
利
害

関
係
人
が
そ
れ
に
つ
い
て
の
意
見
を
提
出
す
る
こ
と
の
で
き
る
時
期
、
場
所
、

お
よ
び
方
法
を
含
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
告

知
は
、
官
庁
の
規
則
制
定
手
続
の
事
前
の
告
知
を
、
予
め
適
当
な
時
期
に
官
庁
に
対
し
要
求
し
て
き
た
す
べ
て
の
人
に
対
し
送
達
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
〔
こ
こ
に
本
条
を
採
用
す
る
州
の
適
当
な
発
表
の
方
法
を
挿
入
す
る
〕
に
基
づ
き
公
表
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

(2) 

ま
た
は
書
面
に
よ
り
、
資
料
、
意
見
ま
た
は
弁
論
を
提
出
す
る
適
当
な
機
会
を
与
え
な

す
べ
て
の
利
害
関
係
人
に
対
し
、

口
頭
、

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
実
体
的
規
則
に
関
し
て
は
、
二
五
人
の
人
々
、
あ
る
い
は
政
府
の
下
部
機
関
、

ま
た
は
官
庁
、
あ
る
い
は
二
五

人
以
上
か
ら
な
る
団
体
に
よ
っ
て
要
求
さ
れ
た
場
合
に
は
、

口
頭
に
よ
る
聴
聞
の
機
会
が
与
叶
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
官
庁
は

提
案
さ
れ
た
規
則
に
関
す
る
す
べ
て
の
書
面
、

お
よ
び
口
頭
に
よ
る
申
出
を
十
分
に
考
憲
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
規
則
の
採
用
に

あ
た
っ
て
、
官
庁
は
規
則
の
採
用
に
先
立
ち
、

ま
た
は
採
用
後
三

O
日
以
内
に
、
利
害
関
係
人
に
よ
る
要
求
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

そ
の
採
用
に
関
す
る
主
な
賛
否
両
論
の
簡
潔
な
説
明
を
発
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
中
に
は
そ
の
採
用
に
反
対
し
て
述
べ
ら

れ
た
意
見
を
覆
え
し
た
理
由
を
含
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

)
 

L
U
 
(
 
官
庁
が
公
衆
の
衛
生
、
安
全
あ
る
い
は
福
祉
に
対
す
る
急
迫
し
た
危
険
が
あ
る
た
め
、
二

O
日
の
告
知
期
聞
を
置
か
な
い
で
規
則
を

採
用
す
る
こ
と
を
必
要
と
認
め
、

か
っ
、
そ
の
理
由
を
書
面
で
説
明
す
る
場
合
に
は
、
事
前
の
告
知
ま
た
は
聴
聞
な
し
に
、
あ
る
い
は
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適
当
と
認
め
る
略
式
の
告
知
お
よ
び
聴
聞
に
基
づ
き
、
緊
急
の
規
則
を
採
用
す
る
た
め
の
手
続
を
進
め
る
こ
と
、
か
で
き
る
。

f一一、

日
聞
を
越
え
な
い
期
間
一
度
更
新
が
可
能
〕
、

当
該
規
則
の
有
効
期
間
は
一
二

O
日
以
上
に
わ
た
る
こ
と
は
で
き
な
い
が

条
の
同
項

ω号
お
よ
び
、
川
問
項

ω号
に
従
い
、
同
じ
内
容
の
規
則
を
採
用
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

判
今
後
採
用
さ
れ
る
い
か
な
る
規
則
も
、
本
条
に
実
質
的
に
従
う
も
の
で
な
け
れ
ば
効
力
を
有
し
な
い
。
本
条
の
手
続
的
要
件
に
従
わ

な
い
こ
と
を
理
由
と
し
て
規
則
の
効
力
を
争
う
手
続
は
、
当
該
規
則
の
効
力
発
生
の
日
か
ら
二
年
以
内
に
開
始
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

ぃ。」

連
邦
行
政
手
続
法
と
の
比
較

本
条
は
連
邦
法
四
条
と
対
応
す
る
。
し
か
し
連
邦
法
と
異
な
る
点
は
、
本
条
が
規
則
の
採
用
、
改
正
、
廃
止
に
先
立
っ
て
二

0
日
間
以

付

上
の
期
聞
を
置
い
て
予
告
さ
せ
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
o

こ
れ
に
対
し
、
連
邦
法
の
場
合
は
規
則
制
定
の
際
に
連
邦
公
事
録
に
公
告
さ
せ

る
こ
と
と
し
て
い
る
o

こ
の
場
合
公
告
に
掲
げ
る
事
項
と
し
て
連
邦
法
が
あ
げ
て
い
る
も
の
は
、

ω、
規
則
制
定
の
日
時
、
場
所
、
性

質
、
伸
、
規
則
提
案
の
官
庁
の
権
限
、

ω、
規
則
等
の
全
文
も
し
く
は
大
要
、
ま
た
は
主
題
、
事
項
の
説
明
で
あ
り
、

ωの
事
項
を
除
き

改
訂
法
の
予
告
事
項
と
ま
っ
た
く
同
様
で
あ
る
。

ω号
に
い
う
利
害
関
係
人
に
対
す
る
規
則
制
定
手
続
へ
の
参
加
の
機
会
の
付
与
は
両
法
と
も
に
同
様
で
あ
る
。
し
か
し
連
邦
法
が
刷
項

口
頭
に
よ
る
か
書
面
に
よ
る
か
を
官
庁
の
裁
量
権
に
委
ね
て
い
る
の
に
対
し
、
改
訂
法
は
実
体
的
規
則
に
つ
い
て
要
求
あ
る
場

アメリカ合衆国外|行政手続法研究序説

に
よ
り
、

ム
ロ
に
は
、

口
頭
に
よ
る
べ
き
こ
と
を
麗
束
し
て
い
る
点
は
注
意
し
て
お
い
て
よ
い
で
あ
ろ
う
o

ま
た
、
連
邦
法
が
、
制
定
す
る
規
則
の
中

に
そ
の
根
拠
、
目
的
の
概
要
を
記
載
す
べ
き
こ
と
を
定
め
て
い
る
に
と
ど
め
て
い
る
の
に
対
し
、
改
訂
法
の
場
合
に
は
、
要
求
あ
る
こ
と

を
条
件
と
し
て
、
規
則
を
採
用
す
る
に
あ
た
っ
て
の
賛
否
両
論
、

お
よ
び
特
に
反
対
論
を
公
表
す
べ
き
こ
と
を
義
務
づ
け
て
お
り
、
こ
の

後
者
は
規
則
制
定
に
お
け
る
過
程
の
問
題
に
一
層
の
注
意
を
払
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

本
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説

こ
の

ω号
に
い
う
、
官
庁
に
対
す
る
資
料
、
意
見
、
弁
論
を
提
出
す
る
機
会
を
利
害
関
係
人
に
付
与
す
る
と
す
る
規
定
は
、
フ

l
ヴ
7

1
委
員
会
の
特
別
部
(
同
国

8
2
H
の
O
B
2
3。
ロ
吋

g
w
問
。
同
ロ
巾
)
の
推
薦
事
項
を
採
用
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
ね
ら
い
は
、
官
庁
が

規
則
を
制
定
す
る
に
先
立
っ
て
関
係
当
事
者
か
ら
の
意
見
を
実
際
に
考
慮
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
こ
の
よ
う

論

な
、
利
害
関
係
人
か
ら
の
、
規
則
の
採
用
、
改
廃
に
先
立
つ
資
料
等
の
提
出
の
機
会
の
付
与
は
、
連
邦
法
に
比
較
し
て
、

発
揮
す
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
は
、
次
の
二
点
か
ら
理
由
づ
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
o

よ
り
実
効
性
を

す
な
わ
ち
、
第
一
は
先
に
触
れ
た
公
告
の
制
度
と
予
告
の
制
度
の
相
違
で
あ
る
。
も
っ
と
も
予
告
の
場
合
に
は
「
相
当
の
期
聞
を
も
っ

て
官
庁
に
対
し
要
求
し
て
き
た
」
も
の
が
そ
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
連
邦
法
の
場
合
の
よ
う
な
、
公
事
録
へ
の
公
告
と
い

う
制
度
よ
り
は
一
層
徹
底
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

第
二
は
、
本
条
例
項
と
関
係
す
る
。

制
項
は
本
条
違
反
の
規
則
に
つ
い
て
の
効
力
規
定
で
あ
る
o

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
本
法
施
行
後
制
定
さ
れ
る
一
切
の
規
則
は
本
条
の
定
め

に
従
っ
て
事
前
の
告
知
が
要
請
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
連
邦
法
に
は
こ
の
種
の
規
定
は
な
い
。
む
し
ろ
連
邦
法
の
場
合
、
四
条
刷
項
で

「
法
律
に
よ
り
、
聴
聞
の
機
会
を
与
え
た
後
に
お
い
て
、
そ
の
記
録
に
基
づ
き
規
則
を
制
定
す
る
こ
と
を
要
す
る
場
合
に
は
」
、
同
条
刷
項

に
定
め
る
、
制
定
手
続
参
加
の
機
会
の
付
与
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
経
ず
に
、

同
法
七
条
の
「
聴
聞
」
、

八
条
の
「
決
定
」
手
続
に
よ
る
こ

と
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
o

こ
の
聴
聞
手
続
、
決
定
手
続
に
つ
い
て
は
後
に
触
れ
る
o

刷
項
に
つ
い
て
は
連
邦
法
に
同
様
な
規
定
が
存
在

し
な
い
。
し
か
し
、

連
邦
法
四
条
例
項
後
段
で
は
、

「
官
庁
が
正
当
な
事
由
に
基
づ
い
て
通
知
お
よ
び
公
開
手
続
が
実
行
不
可
能
、

要
、
ま
た
は
公
共
の
利
益
に
反
す
る
と
認
め
る
場
合
」
に
は
、

ω円
項
前
段
に
定
め
る
、

連
邦
公
事
録
に
よ
る
公
告
は
不
要
と
さ
れ
て
い

る
。
従
っ
て
改
訂
法
は
、
右
の
連
邦
法
の
規
定
の
趣
旨
を
一
層
進
め
、
緊
急
の
必
要
あ
る
場
合
の
、
二

O
日
以
内
の
通
知
お
よ
ひ
書
面
に

よ
る
そ
の
理
由
の
記
載
を
条
件
と
し
て
、
適
当
な
略
式
の
告
知
、
聴
聞
を
認
め
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
改
訂
法
は
こ
の
場
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合
に
お
い
て
も
そ
の
有
効
期
限
を
一
応
一
二

O
日
以
内
に
限
っ
て
い
る
o

制
項
に
つ
い
て
は
す
で
に
触
れ
た
。

連
邦
法
四
条
例
、
仙
項
に
定
め
る

「
施
行
期
日
」
(
実
体
的
規
則
の
効
力
発
生
の
日
か
ら
一
一
一

O
日
以
前
に
公
告
ま
た
は
送
達
が
な
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
)
、

お
よ
び
規
則
の
制
定
、

改
廃
の
「
請
願
」
に
つ
い
て
は
改
訂
法
で
は
条
項
を
改
め
、
そ
れ
ぞ
れ
四
条
刷
項
、

よ
び
六
条
に
定
め
た
。
後
に
触
れ
る
。

モ
デ
ル
州
行
政
手
続
法
と
の
比
較

本
条
項
に
対
応
す
る
規
定
は
モ
デ
ル
法
二
条
例
項
で
あ
る
o

し
か
し
同
項
は
規
則
の
採
用
、
改
廃
に
先
立
ち
、
適
当
な
方
法
で
官
庁
の

目
的
と
す
る
行
為
に
つ
き
公
表
を
す
る
こ
と
、

ま
た
は
資
料
等
を
提
出
す
る
機
会
を
与
え
る
べ
く
告
知
す
る
こ
と
、

を
定
め
て
い
る
に
と

付

ど
ま
る
o

改
訂
法
が
よ
り
目
六
体
的
手
続
規
定
を
置
く
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

アメリカ合衆国升l行政手続法研究序説

「
第
四
条
〔
保
管
お
よ
び
規
則
の
効
力
発
生
〕

各
官
庁
は
、
当
該
官
庁
に
よ
っ
て
採
用
さ
れ
た
各
規
則
の
認
証
謄
本
一
通
を
〔
州
務
長
官
〕
の
事
務
局
に
保
管
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

a
 い

。
こ
れ
に
は
本
法
の
発
効
日
に
お
い
て
有
効
で
あ
る
す
べ
て
の
規
則
を
含
む
も
の
と
す
る
。

〔
州
務
長
官
〕

は
当
該
規
則
の
恒
久
的

登
録
簿
を
公
衆
の
閲
覧
に
供
す
る
よ
う
に
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(b) 

今
後
採
用
さ
れ
る
各
規
則
は
保
管
後
二

O
日
を
経
過
し
て
効
力
を
生
ず
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
以
下
の
場
合
を
除
く
。

(1) 

よ
り
遅
い
日
が
法
律
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
、

ま
た
は
規
則
に
特
則
を
設
け
て
定
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
日
を
も
っ
て
効
力
発

生
の
日
と
す
る
。

(2) 

公
衆
の
衛
生
、
安
全
ま
た
は
福
祉
に
対
す
る
危
険
が
急
迫
し
て
い
る
た
め
、
当
該
緊
急
の
規
則
が
〔
州
務
長
官
〕
の
下
に
保
管
さ あ‘
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説

れ
る
と
同
時
に
、

ま
た
は
保
管
後
二

O
日
以
内
の
所
定
の
日
に
、

そ
の
効
力
を
生
、
ぜ
し
め
る
必
要
が
あ
る
と
官
庁
が
認
め
た
と
き

論

は
、
憲
法
ま
た
は
制
定
法
の
条
項
に
反
し
な
い
限
り
、
そ
の
時
期
に
効
力
を
生
ず
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
は
当
該
官
庁
の

認
定
し
た
事
実
と
、
早
期
発
効
を
必
要
と
す
る
理
由
の
簡
略
な
説
明
が
、
当
該
規
則
と
共
に
保
管
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
官
庁

は
、
当
該
緊
急
の
規
則
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
る
と
考
え
ら
れ
る
人
々
に
、
右
規
則
が
周
知
さ
れ
る
よ
う
適
当
な
措
置
を
講
じ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
」

連
邦
行
政
手
続
法
と
の
比
較

本
条
は
連
邦
法
四
条
例
項
に
定
め
る
「
施
行
期
日
」
の
項
に
対
応
す
る
。
し
か
し
、
同
項
は
規
則
の
事
務
局
で
の
保
管
を
定
め
て
い
る

も
の
で
は
な
く
、
「
公
告
ま
た
は
送
達
は
規
則
の
効
力
発
生
の
日
よ
り
三

O
日
以
前
に
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
、

と
し
て
原
則
と
し

て
公
告
に
よ
る
べ
き
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
公
告
が
連
邦
公
事
録
に
よ
る
べ
き
こ
と
(
四
条
例
項
)
、
と
さ
れ
て
い
る
こ
と

の
公
開
を
定
め
る
規
定
に
対
応
す
る
と

は
す
で
に
触
れ
た
。
そ
の
点
か
ら
い
っ
て
、
本
条
は
連
邦
法
三
条
例
項
に
い
う
、

考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

「
公
式
記
録
」

モ
デ
ル
州
行
政
手
続
法
と
の
比
較

本
条
の
規
定
は
モ
デ
ル
法
三
条

ω、
ω項
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
モ
デ
ル
法
で
は
、
保
管
後
二

O
日

の
経
過
を
効
力
発
生
の
要
件
と
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
原
則
と
し
て
保
管
の
後
た
だ
ち
に
効
力
を
生
ず
る
も
の
と
し
て
い
る
o

改
訂
法

は
こ
の
点
、
制
項
川
w、

ω号
の
た
だ
し
書
を
設
け
、
原
則
は
二

O
日
の
期
間
経
過
後
、
と
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
改
訂
法
の
定
め

(
7
)
 

は
む
し
ろ
現
実
に
適
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
o

「
第
五
条
〔
規
則
の
刊
行
〕
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(a) 

〔
州
務
長
官
〕

は
各
官
庁
に
よ
っ
て
採
用
さ
れ
た
す
べ
て
の
有
効
な
規
則
を
編
纂
し
、

索
引
を
付
げ
て
刊
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

編
纂
物
は
必
要
に
応
じ
〔
ま
た
少
な
く
と
も
二
年
に
一
度
〕
補
足
さ
れ
、
あ
る
い
は
改
訂
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
o

h
u
 

〔
州
務
長
官
〕
は
本
法
の
採
用
時
に
お
い
て
効
力
を
有
す
る
規
則
を
除
き
、

〔月〕

斗
削
の

の
聞
に
保
管
さ
れ
た
、
す
べ
て
の
規
則
の

正
文
を
掲
載
し
た
〔
毎
月
の
〕
定
期
刊
行
物
を
刊
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

判
〔
州
務
長
官
〕
は
刊
行
が
著
し
く
困
難
で
あ
り
、
多
額
の
費
用
を
要
し
、
あ
る
い
は
そ
の
ほ
か
の
理
由
で
不
適
当
と
考
え
ら
れ
る
規

則
に
つ
い
て
は
、
規
則
を
採
用
し
た
官
庁
に
申
込
み
次
第
、
印
刷
に
付
さ
れ
た
、
あ
る
い
は
複
写
さ
れ
た
形
で
そ
の
規
則
が
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、

か
つ
定
期
刊
行
物
ま
た
は
編
纂
物
に
、
右
規
則
の
概
要
、

お
よ
び
入
手
方
法
に
つ
い
て
の
説
明
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
場
合
に
は
、
当
該
規
則
の
定
期
刊
行
物
ま
た
は
編
纂
物
へ
の
掲
載
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(d) 

定
期
刊
行
物
お
よ
び
編
纂
物
は
、
要
求
が
あ
れ
ば
、

ま
た
そ
れ
以
外
の
人

〔
当
州
の
官
庁
お
よ
び
行
政
官
〕
に
対
し
て
は
無
料
で
、

付

に
対
し
て
は
郵
送
費
お
よ
び
刊
行
費
を
含
む
、
〔
州
務
長
官
U

の
定
め
る
価
格
で
利
用
し
う
る
よ
う
に
な
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
o
」

アメリカ合衆国州行政手続法研究序説

連
邦
行
政
手
続
法
と
の
比
較

連
邦
法
に
は
本
条
と
趣
旨
を
同
じ
く
す
る
条
項
は
な
い
。
規
則
の
刊
行
を
定
期
的
か
つ
組
織
的
に
行
な
う
こ
と
J

を
定
め
た
本
条
は
州
行

た
だ
し
、
連
邦
法
の
場
合
に
は
一
九
三
五
年
の
「
連
邦
公
事
録
法
」
(
岳
巾
早
舟
E
-
児
認
5
2
〉
え
)

政
手
続
法
の
一
つ
の
特
色
で
あ
る
。

が
あ
り
、
同
法
は
連
邦
の
行
政
諸
法
お
よ
び
規
則
の
刊
行
に
つ
き
定
め
を
し
て
い
る
の
で
、
連
邦
法
自
体
に
本
条
の
よ
う
な
規
則
の
刊
行

を
定
め
る
必
要
性
が
な
い
こ
と
を
考
患
に
入
れ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

同
法
は
連
邦
の
行
政
諸
法
お
よ
び
規
則
の
、

「
国
立
公
文
書
保
存

所
Lー

(
手
巾

Zm巳
5
E
-
〉

R
E耳
目
何
回

S
E
F田
7
8巾
口
同
)

に
お
け
る
保
管
お
よ
び
継
続
的
刊
行
を
定
め
た
も
の
で
(
同
法
三

O
二
、
一
ニ

O
一ニ

節
〉
、
更
に
同
法
三

O
七
節
で
は
、

規
則
が
右
の
機
関
に
提
出
さ
れ
、

公
衆
の
閲
覧
に
供
さ
れ
う
る
に
至
る
以
前
に
、
右
規
則
が
市
民
に

適
用
さ
れ
、
岡
市
民
が
右
規
則
に
つ
き
実
際
上
知
識
を
有
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、

そ
の
よ
う
な
規
則
が
無
効
で
あ
る
こ
と
を
定
め
て

北法18(1・123)123 



説

い
る
o

こ
の
点
は
す
で
に
触
れ
た
改
訂
法
四
条
の
趣
旨
と
共
通
で
あ
る
。

手
続
に
お
け
る
公
平
の
原
理
の
一
つ
の
要
請
が
、
相
対
立
す
る
両
当
事
者
に
平
等
な
機
会
を
与
え
る
こ
と
に
あ
る
以
上
、

こ
の
よ
う

論

な
、
適
用
を
受
け
る
規
則
に
つ
い
て
市
民
の
側
が
十
分
な
知
識
を
与
え
ら
れ
る
べ
き
こ
と
は
当
然
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
改
訂
法
が

本
条
の
規
定
を
設
け
た
こ
と
に
は
意
義
が
あ
る
o

モ
デ
ル
州
行
政
手
続
法
と
の
比
較

モ
デ
ル
法
四
条
は
本
法
と
ほ
と
ん
ど
同
様
で
あ
る
o

「
第
六
条
〔
規
則
採
用
の
申
立
〕

利
害
関
係
人
は
、
官
庁
に
対
し
、
規
則
の
制
定
、
改
正
あ
る
い
は
廃
止
を
申
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
o

各
官
庁
は
規
則
を
も
っ
て
、
申
立

の
方
式
、
な
ら
び
に
申
立
の
提
出
、
審
査
お
よ
び
処
理
手
続
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
申
立
の
提
出
後
三

O
日
以
内
に
λ
官
庁
は
当

該
申
立
を
書
面
に
よ
り
、
(
理
由
を
付
し
て
)
棄
却
す
る
か
、

ま
た
は
第
三
条
に
従
っ
て
規
則
制
定
手
続
を
開
始
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ

両
法
と
の
比
較

本
条
の
第
一
、
第
二
段
は
モ
デ
ル
法
五
条
と
同
様
で
あ
る
。
従
っ
て
改
訂
法
で
は
第
三
段
の
み
が
つ
け
加
え
ら
れ
て
い
る
o

こ
の
第
三

段
の
定
め
る
、
一
ニ

O
日
以
内
の
書
面
に
よ
る
解
答
あ
る
い
は
手
続
の
開
始
の
定
め
は
、

フ

l
ヴ
ァ

l
委
員
会
特
別
部
の
推
薦
に
か
か
る
事

項
で
あ
り
、

か
よ
う
な
申
立
に
対
す
る
官
庁
の
活
動
開
始
を
う
な
が
す
意
図
に
で
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
連
邦
法
マ

は
、
こ
れ
を
単
に
、
「
官
庁
は
、
利
害
関
係
人
に
対
し
、

規
則
の
制
定
、

改
廃
を
申
立
て
る
権
利
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
定
め

る
に
と
ど
ま
る
o

そ
の
点
か
ら
は
改
訂
法
の
定
め
る
手
続
が
、

よ
り
具
体
的
で
あ
り
、

か
っ
実
効
的
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

「
第
七
条
〔
規
則
の
有
効
性
ま
た
は
適
法
性
に
つ
い
て
の
宣
言
的
判
決
〕
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規
則
ま
た
は
そ
の
適
用
が
原
告
の
法
律
上
の
権
利
ま
た
は
特
権
に
抵
触
し
、
ま
た
は
そ
れ
を
侵
害
し
、
あ
る
い
は
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る

と
の
主
張
が
な
さ
れ
る
場
合
に
は
、
当
該
規
則
の
有
効
性
ま
た
は
適
法
性
は
、
〔
:
:
:
郡
の
地
方
裁
判
所
〕
に
お
け
る
宣
言
的
判
決
を
求

め
る
訴
訟
に
よ
っ
て
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
o

当
該
官
庁
は
そ
の
手
続
の
当
事
者
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
宣
言
的
判
決
は
、
原

告
が
当
該
官
庁
に
対
し
、
問
題
の
規
則
の
有
効
性
あ
る
い
は
適
法
性
に
つ
い
て
の
審
査
を
請
求
し
た
か
ど
う
か
、
に
か
か
わ
ら
ず
行
な
う

こ
と
が
で
き
る
o
」

両
法
と
の
比
較

連
邦
法
の
下
で
は
、
官
庁
の
規
則
制
定
行
為
は
第
一

O
条
に
定
め
る
「
司
法
審
査
」
の
条
項
に
基
づ
き
審
査
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
連
邦
法

に
は
改
訂
法
の
よ
う
に
規
則
そ
の
も
の
の
有
効
性
あ
る
い
は
適
法
性
の
司
法
審
査
を
定
め
た
条
項
は
な
い
。
連
邦
法
一

O
条
の
定
め
る
司

法
審
査
は
、

ω法
律
が
司
法
審
査
を
排
除
し
て
い
る
場
合
、

ま
た
は

ω官
庁
の
行
為
が
法
律
に
よ
り
官
庁
の
自
由
裁
量
に
委
ね
ら
れ
て
い

付

「
官
庁
の
行
為
に
よ
り
違
法
な
侵
害
を
受
け
、

ま
た
は
関
係
法
律
の
意
味
の
範
囲
内
で
か
か
る
行
為
に
よ
っ
て
不
利
益

る
場
合
を
除
き
、

を
受
け
、
も
し
く
は
侵
害
を
受
け
た
も
の
」
が
、
右
の
行
為
に
つ
い
て
救
済
を
求
め
う
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
連
邦
法
の

アメリカ合衆国州行政手続法研究序説

場
合
の
司
法
審
査
は
、
官
庁
の
行
為
一
般
で
あ
り
、
改
訂
法
の
よ
う
な
「
規
則
」
に
つ
い
て
の
審
査
を
定
め
た
個
別
的
な
も
の
で
は
な
い
。

「
申
立
人
」
(
改
訂
法
は
「
原
告
」
〉
を
用
い
、

モ
デ
ル
法
六
条

ω項
は
本
条
と
同
様
で
あ
る
。
た
だ
モ
デ
ル
法
の
場
合
は
、

則
の
有
効
性
」
(
改
訂
法
は
そ
の
ほ
か
「
適
法
性
」
)
の
語
を
用
い
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
は
用
語
の
問
題
に
と
ど
ま
る
。
こ
の
ほ
か
、

デ
ル
法
ぞ
は
同
条

ω項
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、

ま
た
「
規

改
訂
法
は
こ
れ
を
削
除
し
た
。

ω項
の
い
う
「
憲
法
条
項
に
違
反
し
た
場
合
」
、

び
「
官
庁
の
権
限
を
越
え
た
場
合
」
の
規
則
の
無
効
は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、

は
、
す
で
に
改
訂
法
三
条
「
規
則
採
用
の
手
続
」
例
項
に
、
同
条
違
反
の
規
則
の
効
力
の
無
効
が
規
定
さ
れ
、
従
っ
て
本
条
に
あ
ら
た
め

て
規
定
を
置
べ
必
要
性
が
な
く
な
っ
た
こ
と
に
基
づ
く
。

「
規
則
制
定
手
続
に
違
反
し
た
場
合
」

に
つ
い
て モ
お
よ
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「
第
八
条
〔
官
庁
に
よ
る
宣
言
的
決
定
〕

各
官
庁
は
、
制
定
法
の
条
項
、

ま
た
は
当
該
官
庁
の
規
則
ま
た
は
命
令
の
適
法
性
に
関
す
る
宣
言
的
決
定
を
求
め
る
申
立
の
提
起
、

論

よ
び
そ
の
早
期
処
理
に
つ
い
て
、
規
則
を
も
っ
て
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
申
立
を
処
理
し
た
決
定
は
、
争
訟
事
件
に
お
け
る
官
庁
の

裁
決
ま
た
は
命
令
と
同
等
の
効
力
を
有
す
る
o
」

両
法
と
の
比
較

本
条
に
対
応
す
る
連
邦
法
の
規
定
は
、
第
五
条
(
裁
決
)
糾
項
(
宣
言
的
処
分
)
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
項
で
は
「
官
庁
は
、
争
い
を

終
結
さ
せ
、

ま
た
は
疑
義
を
除
く
た
め
に
、
そ
の
適
当
な
裁
量
に
よ
り
宣
言
的
処
分
を
な
す
こ
と
が
で
き
る
o

こ
の
処
分
の
効
力
は
、
他

の
処
分
の
場
合
と
異
な
ら
な
い
o
」
と
定
め
る
に
と
ど
ま
る
o

連
邦
法
の
規
定
は
、

法
律
上
、
聴
聞
の
機
会
を
与
え
た
後
、
記
録
に
基
づ

い
て
裁
決
を
行
う
場
合
の
一
般
的
定
め
と
し
て
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
改
訂
法
の
場
合
の
、
法
律
の
条
項
、
規
則
ま
た
は
命
令
の
適

法
性
そ
の
も
の
を
直
接
目
的
と
し
た
も
の
で
は
な
い
。

な
お
、
本
条
は
モ
デ
ル
法
と
そ
の
趣
旨
を
異
に
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、

モ
デ
ル
法
に
比
較
し
規
定
は
簡
単
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

「
第
九
条
〔
争
訟
事
件
、
告
知
、
聴
聞
、
記
録
〕

Lυ 

争
訟
事
件
に
お
い
て
、
す
べ
て
当
事
者
は
合
理
的
な
告
知
が
な
さ
れ
た
後
、
聴
聞
の
機
会
が
与
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

告
知
に
は
以
下
の
事
項
、
か
含
ま
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(4) (3) (2) (1) 

聴
聞
の
日
時
、
場
所
、

お
よ
び
性
質
に
つ
い
て
の
事
項

聴
聞
を
行
な
う
根
拠
と
な
る
法
律
上
の
権
限
、
お
よ
び
管
轄
権
に
つ
い
て
の
事
項

関
係
の
あ
る
法
律
お
よ
び
規
則
の
特
定
の
条
項
の
引
用

主
張
さ
れ
て
い
る
事
項
に
つ
い
て
の
簡
潔
明
瞭
な
説
明
。
た
だ
し
、
当
該
官
庁
ま
た
は
他
の
当
事
者
が
、
告
知
が
行
な
わ
れ
る
際
に お事
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事
案
を
詳
細
に
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
最
初
の
告
知
は
争
点
に
つ
い
て
の
説
明
に
限
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ

の
後
、
請
求
の
あ
り
次
第
一
層
明
確
な
、

か
つ
詳
細
な
説
明
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
o

(d) (c) 
会
カミ

与
え

ら
れ
な
け
れ
は:
な
ら
な
L 、。

す
べ
て
の
当
事
者
に
対
し
、
当
該
事
件
の
す
べ
て
の
争
点
に
つ
い
て
の
証
拠
と
主
張
に
応
答
し
、

ま
た
み
ず
か
ら
こ
れ
を
行
な
う
機

法
律
に
よ
っ
て
排
除
さ
れ
な
い
か
ぎ
り
、
合
意
、
同
意
解
決
、
同
意
命
令
、

ま
た
は
不
出
頭
に
よ
り
、
争
訟
事
件
に
つ
き
略
式
の
処

理
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
。

(e) 

争
訟
事
件
の
記
録
は
以
下
の
事
項
を
含
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

付

(5) 仏) (3) (2) (1) 

す
べ
て
の
答
弁
書
、
申
立
、
中
間
決
定

受
理
さ
れ
た
、

ま
た
は
採
用
さ
れ
た
証
拠

公
的
に
通
知
さ
れ
た
事
項
の
説
明

アメリカ合衆国州行政手続法研究序説

釈
明
要
求
、

お
よ
び
証
拠
の
申
出
、
異
議
の
申
立
、

お
よ
び
こ
れ
ら
に
関
す
る
決
定

主
張
さ
れ
た
認
定
、

お
よ
び
異
議

聴
聞
を
主
宰
す
る
行
政
官
に
よ
る
決
定
、
意
見
、

G
U
 

別
当
該
事
件
の
審
理
に
関
し
、
官
庁
の
聴
聞
官
あ
る
い
は
行
政
官
に
対
し
て
提
出
さ
れ
た
す
べ
て
の
職
員
の
覚
え
書
、
あ
る
い
は
資

料

お
よ
び
報
告

(f) 

口
頭
手
続
の
全
部
ま
た
は
一
部
は
当
事
者
の
要
求
に
よ
り
謄
写
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(g) 

事
実
の
認
定
は
、
証
拠
ま
た
は
公
け
に
告
知
さ
れ
た
事
項
の
み
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

両
法
と
の
比
較
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説

本
条
に
対
応
す
る
連
邦
行
政
法
の
規
定
は
五
条
(
裁
決
)
料
、
制
項
で
あ
る
。
同
条
の
定
め
る
規
定
の
形
式
は
、
聴
聞
に
先
立
つ
通
知

を
適
当
な
時
期
に
行
な
い
(
糾
項
)
、
つ
い
で
聴
聞
の
機
会
を
付
与
し
(
五
条
本
文
)
、
裁
決
を
行
な
う
(
同
)
、
も
の
で
あ
る
o

こ
の
場

合
、
通
知
に
は
、
聴
聞
の
日
時
、
場
所
お
よ
び
性
質

(ω号
)
、
聴
聞
を
行
な
う
根
拠
と
な
る
法
律
上
の
権
限
、
お
よ
び
管
轄
権

(ω
号)、

事
実
上
お
よ
び
法
律
上
の
主
張

(ω号
)
を
含
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
通
知
す
べ
き
事
項
は
改
訂
法
の
場
合

と
ほ
ぱ
同
様
で
あ
る
。
た
だ
改
訂
法
の
場
合
に
は
、
川
刊
号
で
問
題
事
項
に
つ
い
て
の
簡
潔
明
瞭
な
説
明
、
の
項
が
つ
け
加
え
ら
れ
た
。
こ

論

れ
に
対
し
、
連
邦
法
制
項

ω号
の
定
め
る
、
「
聴
聞
の
日
時
お
よ
び
場
所
を
定
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、

宜
と
必
要
を
十
分
に
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
す
る
規
定
は
改
訂
法
に
は
み
ら
れ
な
い
。

当
事
者
ま
た
は
そ
の
代
理
人
の
便

右
の
よ
う
な
連
邦
法
の
規
定
の
形
式
は
改
訂
法
の
場
合
も
同
様
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
合
理
的
な
告
知
(
同
項
)
を
行
な
い
、
そ
の
後

聴
聞
の
機
会
が
与
え
ら
れ
(
悶
)
る
の
で
あ
り
、
つ
い
で
争
訟
事
件
の
決
定
が
行
な
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
改
訂
法
制
項
の
定
め
る
、
当
事
者
の
証
明
と
主
張
の
提
出
、
お
よ
び
応
答
の
機
会
を
付
与
す
る
規
定
、
お
よ
び
糾
項
の
定
め
る
、

合
意
、
同
意
解
決
な
ど
の
自
主
的
解
決
に
基
づ
く
略
式
手
続
の
規
定
は
、
そ
れ
ぞ
れ
い
ず
れ
も
、
連
邦
法
制
項
に
定
め
る
、
「
事
実
、

論
、
解
決
案
の
申
出
ま
た
は
調
整
案
を
提
出
し
、
な
ら
び
に
考
慮
す
る
」
機
会
の
付
与
と
同
様
な
趣
旨
と
考
え
る
こ
と
が
‘
で
き
よ
う
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
場
合
改
訂
法
の
規
定
が
よ
り
具
体
的
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

連
邦
法
、
改
訂
法
が
い
ず
れ
も
、
告
知
、
聴
聞
お
よ
び
主
張
等
の
機
会
の
付
与
、

ま
た
は
自
主
的
解
決
方
法
の
定
め
を
置
い
て
い
る
こ

と
は
右
に
み
た
と
お
り
で
あ
る
o

改
訂
法
は
右
の
ほ
か
事
件
の
記
録
を
残
す
べ
き
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
o

こ
の
点
は
モ
デ
ル
法
の
場
合
も
同
様
で
、
同
法
八
条
は
こ
れ
を
定
め
る
。
し
か
し
改
訂
法
は
記
録
の
内
容
を
よ
り
具
体
的
に
定
め
て
い

る
の
で
あ
り
、
こ
の
点
モ
デ
ル
法
の
場
合
の
、

「
記
録
は
証
言
お
よ
び
証
拠
書
類
を
含
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
す
る
に
と
ど
ま
る
よ

り
は
、

一
一
層
具
体
的
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
、
記
録
内
容
の
具
体
的
な
指
摘
は
、

フ

l
ヴ

7
1
委
員
会
の
推
薦
事
項
に
か
か
る
も
の
で
、
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官
庁
は
争
訟
事
件
に
お
け
る
記
録
の
内
容
に
つ
き
、
同
条
の
定
め
る
事
項
に
従
う
べ
き
こ
と
が
覇
束
さ
れ
て
い
る
。

「
第
一

O
条
〔
証
拠
の
法
則
、
公
け
の
告
知
〕

争
訟
事
件
に
お
い
て
、

関
連
性
を
欠
き
、
重
要
で
な
い
、
あ
る
い
は
過
度
に
重
複
す
る
証
拠
は
排
除
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
0

〔
当
州
地
方
裁
判
所
〕
の
、

(1) 
" 陪
審

依
ら
な
し、
L..J 

民
事
事
ー
件
に
お
い
て
適
用
さ
れ
る
証
拠
法
則
は
遵
守
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
o

証
明
の
で
き
な
い
事
実
を
確
定
す
る
必
要
の
あ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
ら
の
法
則
に
よ
っ
て
は
認
容
で
き
な
い
証
拠
で
あ
っ
て
も
、

そ
れ
ら
の
法
則
で
は
適
切
に

れ
が
十
分
に
思
慮
あ
る
人
々
に
よ
り
、

職
務
の
遂
行
に
際
し
、

通
常
依
拠
さ
れ
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
(
制
定
法
に
よ
っ
て

除
外
さ
れ
る
場
合
を
除
き
)
そ
の
証
拠
を
容
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
官
庁
は
、
法
律
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
特
権
に
つ
い
て
の
規
則

に
効
力
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
証
拠
の
提
出
に
対
す
る
異
議
の
申
立
は
認
め
ら
れ
、

か
つ
記
録
に
と
ど
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら

付

な
い
o

こ
れ
ら
の
要
件
を
満
足
す
る
限
り
、
聴
聞
が
速
や
か
に
行
な
わ
れ
、

か
っ
当
事
者
の
利
益
が
実
質
的
に
侵
害
さ
れ
な
い
場
合
に

アメリカ合衆国州、|行政手続法研究序説

は
、
証
拠
の
い
か
な
る
部
分
も
書
面
の
形
式
で
受
理
す
る
こ
と
、
が
で
き
る
。

書
証
は
、
原
本
が
た
だ
ち
に
利
用
で
き
な
い
場
合
に
、

謄
写
ま
た
は
抄
録
の
形
で
受
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
o

当
事
者
が
右
の
写

し
と
原
本
の
比
較
を
要
求
す
る
と
き
は
、
そ
の
機
会
が
与
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
〕

(3) 

当
事
者
は
、
安
全
か
っ
真
正
な
事
実
の
発
見
の
た
め
に
必
要
な
交
互
尋
問
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
。

(4) 

裁
判
上
認
容
し
う
る
事
実
に
つ
い
て
考
慮
を
払
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
ほ
か
、
官
庁
の
専
門
的
知
識
の
範
囲
内
に
お
け
る
、
一
般

的
に
認
め
ら
れ
た
、
技
術
的
ま
た
は
科
学
的
事
実
に
つ
い
て
考
慮
を
払
う
こ
と
が
で
き
る
o

当
事
者
は
、
聴
聞
前
ま
た
は
聴
聞
の
際
、

あ
る
い
は
準
備
報
告
書
等
に
お
け
る
言
及
に
際
し
、
職
員
の
覚
え
書
あ
る
い
は
資
料
を
含
む
、
右
の
考
慮
が
払
わ
れ
た
素
材
に
つ
い
て

告
知
を
受
け
、

か
っ
、
こ
れ
ら
の
素
材
を
争
う
機
会
が
与
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
官
庁
の
経
験
、
技
術
的
能
力
、

お
よ
び
専
門 そ
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説

的
知
識
は
証
拠
の
評
価
に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
」

両
法
と
の
比
較

論

そ
こ
で
は
「
規
則
ま
た
は
処
分
の
提
案
者
」
の
立
証
責
任
、

「
口
頭
ま
た
は
書

証
拠
に
つ
い
て
は
連
邦
法
七
条
例
項
に
定
め
が
あ
る
。

面
に
よ
る
証
拠
」
の
受
理
義
務
、

規
則
ま
た
は
処
分
」
を
行
な
う
場
合
の
記
録
の
考
慮
義
務
、
当
事
者
の
交
互
尋
問
の
権
利
、

「
制
裁
、

書
面
に
よ
る
証
拠
提
出
方
法
の
定
め
、
を
規
定
す
る
。

こ
れ
に
対
し
、
改
訂
法
一

O
条
の
規
定
は
、
連
邦
法
の
場
合
と
異
な
り
、
証
拠
法
則
と
し
て
、
民
事
事
件
に
お
け
る
証
拠
の
遵
守
義

務
、
専
門
職
に
従
事
す
る
も
の
の
判
断
の
尊
重
、
特
権
に
関
す
る
規
則
の
有
効
性

(ω号
)
、
謄
写
等
に
よ
る
書
証
の
受
理
義
務

(ω
号)、

裁
判
上
認
容
さ
れ
た
事
実
お
よ
び
職
務
上
の
知
識
の
範
囲
内
の
事
実
に
対
す
る
考
慮

(ω号
)
を
定
め
る
。

両
法
が
共
通
で
あ
る
の
は
、
「
書
面
に
よ
る
証
拠
提
出
方
法
の
定
め
」
、
「
関
連
性
を
欠
く
」
等
の
証
拠
の
排
除
、

お
よ
び
「
交
互
尋
問
」

の
項
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
両
規
定
の
比
較
を
考
え
て
み
る
と
、

連
邦
法
の
規
定
の
趣
旨
が
、
証
拠
調
べ
を
行
な
う
際
の
立
証
責
任
、
証
拠
の
受
理

義
務
、
記
録
の
考
慮
義
務
、
空
互
尋
問
の
権
利
な
ど
も
っ
ぱ
ら
聴
聞
に
お
け
る
証
拠
調
べ
の
方
法
を
定
め
て
い
る
の
に
対
し
、
改
訂
法
で

は
証
拠
調
べ
を
行
な
う
際
の
、
証
拠
の
評
価
の
面
が
導
入
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
(
も
っ
と
も
連
邦
法
に
も
「
関
連
性
を

欠
く
」
等
の
証
拠
の
採
用
拒
否
と
い
う
評
価
規
範
も
同
様
に
存
在
し
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
。
)
民
事
事
件
に
お
け
る
証

」
の
こ
と
は
、

拠
お
よ
び
専
門
職
の
判
断
の
遵
守
義
務
、

お
よ
び
裁
判
上
認
容
さ
れ
た
事
実
な
ら
び
に
職
務
上
の
知
識
の
尊
重
と
い
う
面
に
示
さ
れ
る
o

こ
の
意
味
で
改
訂
法
の
「
証
拠
」
に
関
す
る
規
定
は
方
法
に
つ
い
て
の
規
範
の
み
な
ら
ず
、
評
価
に
つ
い
て
の
規
範
を
そ
の
内
容
と
し
て

い
る
と
い
え
よ
う
o

こ
の
よ
う
な
改
訂
法
の
規
定
は
、

モ
デ
ル
法
九
条
を
そ
の
母
体
と
し
て
い
る
の
で
は
あ
る
が
、
次
の
二
点
に
お
い
て
同
法
と
異
な
っ
て
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い
る
c

そ
の
第
一
は
改
訂
法

ω号
の
規
定
す
る
、
「
関
連
性
を
欠
く
」
等
の
証
拠
の
排
除
が
、
単
に
「
排
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
(
モ
デ
ル
法

九
条

ω号
)
と
す
る
容
認
か
ら
、
「
排
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
義
務
づ
け
ら
れ
た
こ
と
、
で
あ
る
o

こ
の
点
は
連
邦
法
七
条
例
項

の
規
定
の
趣
旨
に
従
う
こ
と
と
な
っ
た
。

第
二
は
、
官
庁
は
、
州
裁
判
所
に
お
け
る
(
陪
審
に
依
ら
な
い
)
民
事
事
件
に
お
い
て
認
め
ら
れ
た
証
拠
法
則
に
従
う
べ
き
こ
と
、
と

さ
れ
た
点
で
あ
る
o

従
っ
て
行
政
上
の
裁
決
に
お
け
る
立
証
の
基
準
は
、
右
の
裁
判
所
に
お
い
て
適
用
さ
れ
る
法
則
と
、
合
理
的
な
程
度

に
お
い
て
、

か
つ
可
能
な
か
ぎ
り
等
し
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
結
果
と
し
て
州
内
の
あ
ら
ゆ
る
タ
イ
プ
の
裁
決
に
お
け
る
証
拠
の

取
扱
い
が
統
一
的
に
行
な
わ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
o

て
い
る
が
、
こ
れ
は
州
に
よ
っ
て
陪
審
に
依
る
裁
判
に
お
い
て
と
ら
れ
る
法
則
と
そ
れ
に
依
ら
な
レ
裁
判
に
お
い
て
と
ら
れ
る
法
則
が
あ

本
条
で
は
「
陪
審
に
依
ら
な
い
」

(ロ。ロ

l
y弓
)
の
用
語
が
括
弧
書
と
な
っ

付

り
、
こ
の
間
の
区
別
が
困
難
で
あ
る
こ
と
に
基
づ
く
。

アメリカ合衆国州、l行政手続法研究序説

と
こ
ろ
で
、
証
拠
法
則
の
問
題
は
、
本
条
の
掲
げ
る
よ
う
な
規
定
に
よ
っ
て
あ
ら
ゆ
る
場
合
を
適
切
に
処
理
で
き
る
ほ
ど
単
純
な
も
の

で
は
な
い
。
従
っ
て
あ
ら
ゆ
る
状
況
に
お
い
て
、
す
べ
て
の
官
庁
に
適
す
る
証
拠
の
法
則
、
乃
至
基
準
を
定
め
る
こ
と
は
き
わ
め
て
困
難

で
あ
る
o

こ
の
証
拠
に
関
す
る
州
の
立
法
は
、
こ
の
改
訂
法
の
定
立
す
る
基
準
か
ら
多
く
の
場
合
は
る
か
に
か
け
離
れ
て
い
る
o

た
と
え

ば
、
あ
る
も
の
は
、
官
庁
は
い
か
な
る
証
拠
の
申
出
も
受
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
、

と
す
る
よ
う
な
定
め
を
置
き
、
ま
た
他
の
も
の
は
、

(
9
)
 

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
本
条
は
、
フ

1
ヴ

官
庁
の
受
理
す
る
こ
と
の
で
き
る
の
は
、

コ
モ
ン
・
ロ

1
上
の
証
拠
法
則
の
み
に
限
定
す
る
、

ァ

l
委
員
会
の
推
薦
事
項
、

お
よ
び
カ
リ
フ
ォ
l
ニ
ア
、
ミ
シ
ガ
ン
、

ノ
l
ス
・
ダ
コ
夕
、

ヴ
ァ

l
ジ
ニ
ア
、

お
よ
び
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン

の
各
州
の
規
定
を
主
と
し
た
妥
協
的
な
規
定
で
あ
る
。

改
訂
法
は
右
に
あ
げ
た
二
つ
の
重
要
な
変
更
の
ほ
か
、

モ
デ
ル
法
の
規
定
の
体
裁
を
改
め
た
。
改
訂
法
一

O
条

ω、
ω項、
お
よ
び
モ
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説

デ
ル
法
九
条

ω、
ω項
が
こ
の
点
を
示
し
て
い
る
o

と
こ
ろ
で
改
訂
法

ω項
は
括
弧
書
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
書
証
の
コ
ピ
l
の
使
用
に
関
す
る
規
定
は
、
裁
判
手
続
に
お
い
て
適
用
さ

論

れ
る
証
拠
法
則
に
つ
き
、
こ
の
よ
う
な
書
証
の
コ
ピ
l
の
使
用
に
つ
き
厳
重
な
制
限
を
設
け
て
い
る
州
を
考
慮
に
入
れ
て
設
け
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
。

更
に
、
交
互
尋
問
権
に
つ
い
て
は
連
邦
法
の
規
定
に
類
似
し
た
表
現
を
使
用
し
、

モ
デ
ル
法
よ
り
も
一
層
明
確
に
規
定
し
た
。

「
第
一
一
条
〔
官
庁
に
よ
る
証
拠
の
審
査
〕

争
訟
事
件
に
お
い
て
、

最
終
決
定
を
行
な
う
官
庁
の
行
政
官
の
多
数
が
、

当
該
事
件
に
つ
い
て
審
聞
を
行
な
っ
て
お
ら
ず
、

あ
る
い

は
記
録
を
読
ん
で
い
な
か
っ
た
場
合
で
、
そ
の
決
定
が
手
続
に
参
加
す
る
官
庁
以
外
の
当
事
者
に
不
利
な
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の

決
定
の
提
案
が
当
事
者
に
示
さ
れ
、
か
っ
不
利
益
を
受
け
る
各
当
事
者
に
対
し
、
当
該
決
定
を
行
な
う
こ
と
と
な
っ
て
い
る
行
政
官
に
異

議
の
申
立
を
行
な
い
、
書
面
を
提
出
し
、
口
頭
弁
論
を
行
な
う
機
会
が
与
え
ら
れ
る
ま
で
、
そ
の
決
定
は
行
な
わ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
決

定
案
に
は
、
聴
聞
を
主
宰
し
、
あ
る
い
は
記
録
を
読
了
し
た
も
の
に
よ
っ
て
準
備
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
、
決
定
の
理
由
、
お
よ
び
右
決
定
に

ま
た
は
法
律
の
各
争
点
に
つ
い
て
の
説
明
を
含
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当
事
者
は
書
面
に
よ
る
約
定
に
よ
り
、
本
条
適

必
要
な
事
実
、

用
の
権
利
を
放
棄
す
る
こ
と
が
で
き
る
o」

両
法
と
の
比
較

本
条
に
対
応
す
る
連
邦
法
の
規
定
は
八
条
例
項
の
(
下
級
者
に
よ
る
行
為
)
で
あ
る
。

同
項
は
、
官
庁
が
証
拠
の
受
理
を
し
な
か
っ
た
事
件
で
は
、

ま
ず
、
右
の
受
理
を
主
宰
し
た
行
政
官
が
第
一
次
決
定
を
行
な
う
か
、

た
は
官
庁
に
よ
る
記
録
の
全
部
の
証
明
の
請
求
義
務
を
定
め
る
。
こ
の
こ
と
は
、
連
邦
法
七
条
に
従
っ
て
聴
聞
を
行
な
う
場
合
の
、
最
終

決
定
を
行
な
う
行
政
官
に
よ
る
、
証
拠
の
直
接
審
査
を
意
味
す
る
。
本
条
第
一
段
は
こ
の
こ
と
を
定
め
た
も
の
で
あ
り
、
第
二
段
は
担
当
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行
政
官
に
よ
る
直
接
審
査
が
行
な
わ
れ
な
い
場
合
の
、
官
庁
に
よ
る
記
録
の
直
接
審
理
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
o

連
邦
法
は
、
右
の
担

当
職
員
に
よ
る
第
一
次
決
定
が
行
な
わ
れ
、
そ
の
後
右
決
定
に
対
す
る
不
服
申
立
お
よ
び
官
庁
自
身
に
よ
る
再
審
査
が
行
な
わ
れ
な
い
場

ム
口
に
、

は
じ
め
て
こ
の
決
定
が
右
官
庁
に
よ
る
決
定
と
し
て
の
意
味
を
持
つ
こ
と
を
定
め
る
。

改
訂
法
一
一
条
の
趣
旨
は
右
の
場
合
と
ほ
ぼ
等
し
い
と
い
え
る
o

た
だ
改
訂
法
の
場
合
に
は
、
官
庁
の
担
当
行
政
官
に
よ
る
証
拠
の
直

接
審
査
義
務
、
お
よ
び
全
記
録
の
提
出
請
求
、
乃
至
証
明
請
求
を
定
め
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
点
か
ら
い
え
ば
、
本
条
は
担
当
官
に
よ

お
よ
び
記
録
の
審
理
義
務
を
官
庁
に
課
す
る
こ
と
を
定
め
る
も
の
で
は
な
い
。
本
条
の
意
味
は
、
連
邦
法
と
同
様

第
一
次
的
決
定
を
行
な
う
場
合
の
定
め
で
は
あ
る
が
、
連
邦
法
と
い
く
ぶ
ん
異
な
り
、
そ
の
決
定
が
官
庁
以
外
の
当
事
者
に
不
利
な
場
合

る
証
拠
の
直
接
審
査
、

の
、
事
前
の
救
済
手
続
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。
決
定
の
い
わ
ば
原
案
が
当
事
者
に
示
さ
れ
、
そ
れ
に
対
す
る

当
事
者
の
側
の
抗
弁
、
す
な
わ
ち
異
議
の
申
立
、
準
備
書
面
の
提
出
、
口
頭
弁
論
の
機
会
の
付
与
を
定
め
て
い
る
の
は
明
ら
か
に
こ
の
こ

ハ
円

と
を
示
し
て
い
る
。

アメリカ合衆国州行政手続法研究序説

更
に
重
要
な
こ
と
は
、
こ
の
決
定
の
提
案
が
、
直
接
担
当
官
の
認
定
し
た
事
実
に
対
す
る
法
律
の
適
用
に
つ
い
て
の
記
載
義
務
を
定
め

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
手
続
に
お
け
る
公
平
の
原
則
が
、
決
定
の
名
宛
人
た
る
当
事
者
に
、
最
終
決
定
に
先
立
ち
、
あ
ら
か
じ
め
証
拠
に

つ
い
て
の
審
査
の
結
果
を
通
知
せ
し
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
o

ま
た
、
連
邦
法
八
条
例
項
後
段
の
定
め
る
、

「
官
庁
が
自
ら
証
拠
の
受
理
を
主
宰
し
な
い
で
第
一
次
決
定
を
行
な
う
」
場
合
に
は
、
前

段
と
同
様
、
直
接
担
当
官
に
よ
る
「
決
定
の
勧
告
」
を
義
務
づ
け
て
い
る
。

モ
デ
ル
法
一

O
条
は
改
訂
法
と
ほ
と
ん
ど
同
様
で
あ
る
。
た
だ
改
訂
法
で
は
、

モ
デ
ル
法
の
括
弧
書
の
部
分
を
削
除
し
て
、
適
用
の
例

外
的
官
庁
を
掲
げ
る
提
案
を
排
斥
し
た
。

「
第
一
ニ
条
〔
決
定
と
命
令
い
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説

争
訟
事
件
に
お
け
る
、
当
事
者
に
不
利
な
最
終
決
定
、
あ
る
い
は
命
令
は
、
書
面
ま
た
は
記
録
に
一
ホ
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
最
終

論

決
定
は
、
分
離
し
て
記
述
さ
れ
た
事
実
の
認
定
と
法
律
の
適
用
を
含
む
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
事
実
の
認
定
を
、
法
律
用
語
で
述

べ
る
場
合
に
は
、
そ
の
認
定
を
支
え
て
い
る
基
礎
事
実
に
つ
い
て
の
簡
潔
、
明
瞭
な
説
明
が
伴
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
官
庁
の
規

則
に
従
い
、
当
事
者
が
事
実
認
定
に
つ
い
て
の
申
出
を
し
た
場
合
に
は
、
当
該
決
定
に
は
、
こ
れ
に
対
す
る
決
定
を
含
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
当
事
者
に
は
直
接
ま
た
は
郵
送
に
よ
り
、
決
定
あ
る
い
は
命
令
に
つ
い
て
告
知
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
右
決
定
あ
る
い

は
命
令
の
写
し
は
、
要
求
に
基
づ
き
、
各
当
事
者
お
よ
び
訴
訟
代
理
人
に
対
し
配
付
さ
れ
、

ま
た
は
た
だ
ち
に
郵
送
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
」

両
法
と
の
比
較

本
条
の
ね
ら
い
は
最
終
決
定
、

ま
た
は
命
令
を
支
え
る
事
実
認
定
、

お
よ
び
法
律
の
適
用
を
具
体
的
に
記
録
に
と
ど
め
さ
せ
る
と
こ
ろ

に
あ
る
。
具
体
的
に
、

単
な
る
法
律
用
語
を
用
い
た
一
般
的
な
表
現
、

た
と
え
ば
「
公
け
の
利
益
、

便
宜
性
、
必
要

と
い
う
こ
と
は
、

性
」
に
基
づ
く
、
と
い
う
表
現
を
意
味
す
る
。

つ
ま
り
、
官
庁
が
最
終
決
定
を
行
な
う
場
合
、
そ
の
理
由
づ
け
と
な
る
事
実
の
認
定
、

よ
び
そ
れ
に
対
す
る
法
律
の
適
用
の
よ
う
な
、
具
体
的
記
述
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
を
定
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

サ
ジ
ナ
ウ
放
送
会
社
対
連
邦
通
信
委
員
会
事
件

目
的
は
、

ωぷ
札
口
問
者
切
円
。
白
門
同
口
同
三
百

m
n。
gH)印ロ可
4
・

m，巾
【
凶
巾
一

E
-
h
o
H
H
M
g口口付印昨日。ロ印

円。
S
B
5
-。
ロ
で
示
さ
れ
た
、
決
定
ま
た
は
命
令
に
お
け
る
理
由
づ
け
の
明
白
性
を
要
求
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
右
の
事
件
で
裁
判
所
は

「
基
本
的
、
あ
る
い
は
基
礎
的
事
実
」

(σ
宮
口
日
己
ロ
舟
ユ
ー
ロ
m
p
n仲
田
)

に
つ
い
て
の
説
明
を
官
庁
に
要
請
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に

つ
い
て
は
、
す
で
に
い
く
つ
か
の
州
に
お
い
て
問
題
と
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

た
と
え
ば
ミ
ズ
!
リ
州
の
場
合
に
は
、
事
実
認
定

と
法
律
の
適
用
の
記
述
は
分
離
し
て

(認可白
E
Z仏
)
行
な
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

と
す
る
要
件
を
規
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た

ノ

l
ス
・
ダ
コ
タ
お
よ
び
ヴ
ァ
l
ジ
ニ
ア
州
の
場
合
に
は
、
事
実
認
定
は
明
白
で
す
凶

HLE件
)
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
、
定
め
て
い
る
の
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で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
最
も
望
ま
し
い
方
法
は
、
証
拠
の
詳
細
な
列
挙
と
い
う
方
法
と
、
基
礎
と
な
る
最
終
的
事
実
に
つ
い
て
の
説
明
と

い
う
方
法
を
調
和
さ
せ
た
適
当
な
方
法
を
見
出
す
こ
と
に
あ
る
。

そ
の
点
を
本
条
は
、

「
そ
の
認
定
を
支
え
て
い
る
基
礎
事
実
」
と
い
う

表
現
を
用
い
て
い
る
。

連
邦
法
は
そ
の
八
条
制
項
に
「
提
出
お
よ
び
決
定
」
の
項
を
設
け
て
い
る
o

同
項
後
段
で
は
右
の
問
題
に
つ
い
て
、

ω

な
ら
び
に
そ
の
理
由
ま
た
は
根
拠
、

ω

記
録
に
現
わ

れ
て
い
る
事
実
上
、
ま
た
は
裁
量
上
の
一
切
の
重
要
な
争
点
に
つ
き
、
認
定
お
よ
び
結
論
、

当
な
規
則
、
処
分
、
制
裁
、
救
済
ま
た
は
そ
の
拒
否
、

の
各
事
項
に
つ
い
て
の
説
明
を
決
定
の
中
に
含
む
べ
き
こ
と
と
し
て
い
る
。

連
邦
法
の
右
事
項
の
中
に
は
改
訂
法
の
定
め
る
よ
う
な
、
事
実
認
定
を
支
え
る
基
礎
的
事
実
に
つ
い
て
の
簡
潔
、
明
瞭
な
説
明
、
と
い

う
表
現
は
な
い
。
し
か
し
、
同
項
前
段
は
、
決
定
に
先
立
ち
行
政
官
の
考
意
を
う
な
が
す
た
め
の
、
当
事
者
に
よ
る
以
下
の
事
項
の
提
出

権
を
定
め
て
い
る
。

付

す
な
わ
ち
、
「

ω
自
己
の
主
張
す
る
事
実
認
定
お
よ
び
結
論
、
ゆ
下
級
者
の
決
定
も
し
く
は
決
定
の
勧
告
、

定
に
対
す
る
異
議
の
申
立
、

ω
右
の
異
議
の
申
立
も
し
く
は
事
実
認
定
、
ま
た
は
結
論
を
支
持
す
る
理
由
」
で
あ
る
。
官
庁
は
こ
れ
に

ま
た
は
官
庁
の
仮
決

アメリカ合衆国州行政手続法研究序説

対
し
て
、
右
の
事
実
認
定
、
結
論
ま
た
は
異
議
の
申
立
に
対
す
る
裁
定
を
行
な
い
、
そ
の
結
果
を
記
録
に
明
示
す
べ
き
こ
と
を
定
め
る
。

そ
の
意
味
か
ら
連
邦
法
も
ま
た
、
(
当
事
者
の
提
出
す
る
)
事
実
認
定
、
結
論
(
に
対
し
、

官
庁
は
こ
れ
に
答
え
、

そ
の
結
果
)
を
記
録

に
と
ど
め
る
べ
き
こ
と
を
定
め
て
い
る
こ
と
と
な
る
o

更
に
改
訂
法
の
規
定
の
ね
ら
い
は
次
の
二
点
に
お
い
て
連
邦
法
と
は
異
な
っ
た
性
質
を
帯
び
て
い
る
o

ま
た
は
記
録
に
と
ど
め
る
べ
き
最
終
決
定
ま
た
は
命
令
は
、
当
事
者
に
不
利
な
も
の
で
あ
る
こ
と
、
第
二

第
一
は
こ
の
よ
う
な
書
面
、

ま
た
は
品
川
令
は
当
事
者
に
対
し
て
告
知
さ
れ
る
べ
き
こ
と
、

は
官
庁
の
決
定
、

と
さ
れ
た
点
で
あ
る
。

モ
デ
ル
法
一
一
条
の
規
定
は
本
条
と
ほ
と
ん
ど
同
様
で
あ
る
。
右
で
問
題
と
な
っ
た
部
分
に
つ
い
て
は
、

「
事
実
に
関
す
る
争
点
に
つ 適
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説

い
て
の
決
定
の
簡
潔
な
説
明
」
、

改
訂
法
で
は
こ
れ
に
「
明
瞭
な
」
(
巾
凶
立

EH)
と
い
う
語
を
つ
け
加
え
て
い
る
。

と
さ
れ
て
い
て
、

「
第
一
三
条
門
一
方
的
協
議
い

論

法
の
認
め
る
一
方
的
事
項
の
処
理
の
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
場
合
で
な
い
か
ぎ
り
、
争
訟
事
件
に
お
い
て
決
定
を
行
な
い
、
あ
る
い
は

事
実
認
定
お
よ
び
法
の
適
用
を
行
な
う
権
限
を
有
す
る
官
庁
の
行
政
官
、
お
よ
び
職
員
は
、
直
接
た
る
と
間
接
た
る
と
を
問
わ
ず
、
事
実

い
か
な
る
人
あ
る
い
は
当
事
者
と
も
、
ま
た
法
律
問
題
に
関
し
、
い
か
な
る
当
事
者
、
あ
る
い
は
そ
の
代
表
者
と
も
連
絡

問
題
に
関
し
、

を
と
っ
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
告
知
の
上
、
全
当
事
者
が
こ
れ
に
参
加
す
る
機
会
を
有
す
る
場
合
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

官
庁
の
職
員
は

(2) (1) 

当
該
官
庁
の
、
そ
の
他
の
職
員
と
連
絡
を
と
る
こ
と
が
で
き
、

ま
た

一
人
も
し
く
は
そ
れ
以
上
の
個
人
的
な
助
力
者
の
援
助
、

お
よ
び
助
言
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
」

両
法
と
の
比
較

本
条
は
右
に
み
る
通
り
、
事
実
お
よ
び
法
律
問
題
の
争
点
が
、
記
録
に
載
ら
な
い
一
方
か
ら
の
情
報
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
こ
と
を
防

ぐ
目
的
で
定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
o

し
か
し
こ
の
こ
と
は
右
に
規
定
す
る
以
外
の
人
々
、

た
と
え
ば
司
法
長
官
、
あ
る
い
は
外
部
の
専

門
家
と
法
律
問
題
に
つ
き
協
議
を
す
る
の
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。
本
条
と
関
係
あ
る
条
項
は
連
邦
法
五
条
例
項
で
あ
る
o

改
訂
法
の
規
定
の
趣
旨
が
、
決
定
を
行
な
う
行
政
官
に
よ
る
、

当
事
者
の
一
方
と
の
協
議
を
否
定
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
の
に
対
し
、

連
邦
法
の
場
合
は
こ
れ
と
は
い
さ
さ
か
趣
き
を
異
に
す
る
。

す
な
わ
ち
、
第
五
条
例
項
は
「
職
能
の
分
離
」
を
定
め
る
も
の
で
あ
り
、

ま
ず
第
一
に
、
証
拠
の
受
理
を
主
宰
す
る
職
員
が
決
定
を
行

な
う
べ
き
こ
と
、
第
二
に
、
右
職
員
は
官
庁
の
た
め
に
調
査
ま
た
は
訴
追
の
職
務
を
行
な
う
職
員
等
か
ら
独
立
し
て
そ
の
職
務
を
遂
行
す

べ
き
こ
と
、
を
定
め
る
o

こ
の
場
合
、
本
条
と
関
連
を
有
す
る
の
は
、
右
の
証
拠
の
受
理
を
主
宰
す
る
職
員
は
、
す
べ
て
の
当
事
者
に
参

北法18(1・136)136 
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加
の
機
会
を
与
え
た
後
で
な
け
れ
ば
、

「
い
か
な
る
人
ま
た
は
い
ず
れ
の
当
事
者
の
陳
述
を
も
聞
い
て
は
な
ら
な
い
L

」
と
と
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
こ
の
趣
旨
が
本
条
の
定
め
る
当
事
者
の
一
方
的
協
議
の
禁
止
と
趣
旨
を
同
じ
く
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

モ
デ
ル
法
に
は
本
条
の
母
体
と
な
る
よ
う
な
規
定
は
存
在
し
な
い
。
改
訂
法
に
お
い
て
新
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

一I
第
一
四
条
〔
認
可
〕

(a) 

認
可
の
付
与
、
拒
否
あ
る
い
は
更
新
に
先
立
つ
告
知
お
よ
び
聴
聞
の
機
会
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
争
訟
事
件
に
関
す

る
本
法
の
条
項
が
適
用
さ
れ
る
。

)
 
1
D
 
(
 
被
認
可
者
が
、
認
可
の
更
新
、
あ
る
い
は
継
続
的
性
質
の
活
動
の
た
め
の
新
規
の
認
可
を
得
る
た
め
に
、
適
時
に
要
件
を
備
え
た

申
請
を
行
な
っ
た
場
合
に
は
、
現
存
の
認
可
は
当
該
申
請
が
官
庁
に
よ
っ
て
最
終
的
に
決
定
さ
れ
る
ま
で
有
効
な
も
の
と
す
る
。
ま

た
当
該
申
請
が
棄
却
さ
れ
、
あ
る
い
は
新
規
の
認
可
に
限
定
的
な
条
項
が
附
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
当
該
命
令
に
対
す
る
審
査
請

付

ま
た
は
審
査
裁
判
所
の
命
令
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
そ
の
後
の
日
ま
で
有
効
な
も
の
と
す
る
o

判
認
可
の
取
消
、
停
止
、
廃
止
ま
た
は
撤
回
は
、
官
庁
の
手
続
の
開
始
に
先
立
ち
、
当
該
官
庁
が
そ
の
措
置
を
理
由
づ
け
る
事
実
、

あ
る
い
は
行
為
に
つ
き
被
認
可
者
に
郵
便
に
よ
る
告
知
を
行
な
い
、
か
っ
当
該
被
認
可
者
が
、
認
可
の
保
有
に
必
要
な
法
律
上
の
要

求
期
間
の
最
終
日
、

アメゾカ合衆国州行政手続法研究序説

件
を
す
べ
て
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
機
会
が
与
え
ら
れ
な
い
か
ぎ
り
違
法
で
あ
る
c

官
庁
が
公
衆
の
衛
生
、
安
全
、
あ
る
い
は

福
祉
の
た
め
に
緊
急
に
措
置
す
る
こ
と
が
必
要
や
む
を
得
な
い
場
合
で
あ
る
と
認
め
、

か
っ
そ
の
命
令
の
中
に
そ
の
判
断
を
記
述
す

る
場
合
に
は
、
取
消
そ
の
他
の
措
置
手
続
が
未
決
の
う
ち
に
、
認
可
の
即
決
停
止
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
手
続
は
す

み
や
か
に
開
始
さ
れ
、
決
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

両
法
と
の
比
較

本
条
に
対
応
す
る
連
邦
法
の
規
定
は
九
条
刷
項
「
認
可
」
に
つ
い
て
の
定
め
で
あ
る
。
同
条
は
、

ω
認
可
の
申
請
が
な
さ
れ
た
場
合 ' 
北法18(1・137)137
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の
迅
速
な
手
続
の
開
始
、
決
定
、

ω
認
可
の
撤
回
、
停
止
ま
た
は
無
効
宣
言
を
行
な
う
場
合
の
、
手
続
開
始
に
先
立
つ
被
認
可
者
に
対

す
る
弁
明
の
機
会
の
供
与
、
を
定
め
る
o

ま
た
、
例
外
的
場
合
と
し
て
、
川
w
当
事
者
が
故
意
の
場
合
、

論

ま
た
は
公
衆
衛
生
、
公
共
の
利

益
も
し
く
は
安
全
の
た
め
他
の
方
法
を
必
要
と
す
る
と
き
、
を
定
め
る
o

更
に
、
効
力
の
存
続
期
間
に
つ
い
て
は
、

ω
認
可
の
更
噺
、

新
認
可
の
申
請
を
行
な
っ
た
場
合
に
は
、
申
請
が
最
終
的
に
決
定
さ
れ
る
ま
で
、
継
続
的
性
質
を
有
す
る
活
動
に
関
す
る
認
可
の
効
力
が

存
続
す
る
旨
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
o

従
っ
て
、
本
条
刷
項
の
前
段
は
、
右
の
川
刊
の
場
合
に
相
当
す
る
が
、
改
訂
法
の
場
合
は
更
に
、
申
請
が
棄
却
、
も
し
く
は
新
規
の
認
可

期
間
が
限
定
さ
れ
る
場
合
の
有
効
期
限
を
明
ら
か
に
し
た
。

ま
た
、
本
条
例
項
前
段
は
、
右
の

ωの
場
合
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
り
、
同
項
後
段
は
右
の
川
刊
の
場
合
に
相
当
す
る
。
た
だ
右
の
刊
の
場
合

と
異
な
っ
て
改
訂
法
の
場
合
、
公
衆
の
衛
生
、

安
全
、

福
祉
の
た
め
緊
急
の
行
為
を
必
要
と
考
え
る
場
合
に
は
、
「
取
消
そ
の
他
の
措
置

手
続
が
未
決
の
う
ち
に
、

認
可
の
即
決
停
止
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
」
旨
を
定
め
、

更

「
こ
れ
ら
の
手
続
は
す
み
や
か
に
開
始
さ

れ
」
る
べ
き
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
連
邦
法
の
場
合
の
、

「
他
の
方
法
を
と
る
こ
と
を
要
す
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
」
と
す
る

規
定
に
比
較
し
て
、

一
層
具
体
的
な
規
定
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
疑
い
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
o

改
訂
法
が
連
邦
法
に
比
較
し
て
、
認
可
に
つ
き
慎
重
な
手
続
を
義
務
づ
け
て
い
る
こ
と
は
、
本
条
例
項
を
読
む
と
明
ら
か
に
な
る
。
同

項
は
認
可
に
つ
き
、
争
訟
事
件
に
つ
い
て
の
本
法
の
条
項
の
適
用
を
定
め
て
い
る
。
こ
の
点
は
す
で
に
触
れ
た
本
法
一
条

ω項、
お
よ
び

ω項
か
ら
も
明
ら
か
な
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
同
条

ω項
は
「
争
訟
事
件
の
中
に
は
・
:
:
:
:
認
可
行
為
を
含
む
」
こ
と
を
定
め
て
い
る
の
で

あ
る
。
ま
た
、
同
条

ω項
お
よ
び
糾
項
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
認
可
」
お
よ
び
「
認
可
行
為
」
に
つ
い
て
具
体
的
に
定
め
て
い
る
。

モ
デ
ル
法
に
は
本
条
の
母
体
と
な
る
規
定
は
存
在
し
な
い
。

「
第
一
五
条
〔
争
訟
事
件
の
司
法
審
査
〕

北法18(1・138)138
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(a) 

官
庁
に
対
し
、
利
用
し
う
る
す
べ
て
の
行
政
的
救
済
を
尽
し
、

か
っ
争
訟
事
件
で
の
最
終
的
決
定
に
よ
り
権
利
を
侵
害
さ
れ
た
も

の
は
、

本
法
の
下
で
の
司
法
審
査
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
。

本
条
は
法
律
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
る
他
の
審
査
、

補
填
、

済
、
あ
る
い
は
始
審
的
審
理
の
手
段
に
よ
る
司
法
審
査
の
利
用
、
お
よ
び
審
査
範
囲
を
制
限
す
る
も
の
で
は
な
い
。
官
庁
の
最
終
決

定
の
審
査
に
よ
っ
て
は
適
切
な
救
済
が
与
え
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、
予
審
的
、
手
続
的
、
あ
る
い
は
中
間
的
な
官
庁
の
措
置
、
ま
た

は
決
定
を
直
接
に
審
査
し
う
る
も
の
と
す
る
。

(b) 

審
査
手
続
は
、
官
庁
の
最
終
決
定
の
〔
郵
送
に
よ
る
告
知
〕
後
二

O
日
以
内
に
な
さ
れ
た
、
あ
る
い
は
再
聴
聞
が
要
求
さ
れ
て
い

る
場
合
に
は
そ
の
決
定
後
〔
三

O
〕
日
以
内
に
な
さ
れ
た
、

〔l
l
a
郡
の
地
方
裁
判
所
〕
に
対
す
る
訴
状
の
提
出
に
よ
っ
て
開
始
さ

れ
る
o

訴
状
の
写
し
は
、
官
庁
お
よ
び
記
録
中
の
す
べ
て
の
当
事
者
に
送
達
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(c) 

訴
状
の
提
出
は
、
当
該
官
庁
の
決
定
の
執
行
を
停
止
す
る
も
の
で
は
な
い
。
官
庁
ま
た
は
審
査
裁
判
所
は
、
相
当
な
期
間
の
停
止

付

を
認
め
、

ま
た
は
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

アメリカ合衆国川行政手続法研究序説

(d) 

訴
状
の
送
達
後
一
二

O
日
以
内
に
、
裁
判
所
が
そ
れ
以
上
の
期
聞
を
認
め
た
と
き
は
そ
の
期
間
内
に
、
官
庁
は
審
査
さ
れ
る
手
続
の

記
録
の
全
部
の
正
本
、

ま
た
は
謄
本
を
審
査
裁
判
所
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当
該
記
録
は
、
審
査
手
続
に
参
加
す
る
す
べ

て
の
当
事
者
の
合
意
に
よ
っ
て
短
縮
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

裁
判
所
は
、
記
録
を
制
限
す
る
合
意
を
理
由
な
く
拒
否
す
る
当
事
者

に
対
し
、
追
加
費
用
の
支
払
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
o

裁
判
所
は
、
記
録
に
対
す
る
補
正
お
よ
び
追
加
を
命
じ
、
あ
る
い
は
許
容

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

聴
聞
に
定
め
た
期
日
以
前
に
、
追
加
的
証
拠
提
出
の
許
可
を
求
め
る
申
請
が
裁
判
所
に
提
出
さ
れ
、

か
っ
そ
の
追
加
的
証
拠
が
重

要
な
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
官
庁
に
お
け
る
手
続
中
に
提
出
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
の
十
分
な
理
由
が
、
裁
判
所
に
対
し
明

ら
か
に
さ
れ
た
場
合
に
は
、
裁
判
所
は
裁
判
所
の
定
め
る
条
件
に
従
い
、
右
追
加
的
証
拠
が
官
庁
に
よ
り
受
理
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を 救

北法18(1・139)139
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命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
官
庁
は
右
の
追
加
的
証
拠
を
理
由
に
、
そ
の
事
実
認
定
お
よ
び
決
定
を
修
正
す
る
こ
と
が
で
き
、

か
っ
そ

の
証
拠
、

お
よ
び
修
正
部
分
、
新
し
い
事
実
認
定
、
あ
る
い
は
決
定
を
審
査
裁
判
所
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

論

ぃ
。
官
庁
の
手
続
上
の
違
法
が
主
張
さ
れ
、
そ
れ
が
記
録
に
現
わ
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
証
拠
は
更
に
裁
判
所
に
よ
り
受
理

裁
判
所
は
、
陪
審
に
依
ら
ず
に
審
査
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

ま
た
審
査
の
範
囲
は
記
録
に
限
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
o

裁
判
所
は
、
要
求
が
あ
る
場
合
に
は
、

口
頭
弁
論
を
聴
取
し
、
弁
論
書
を
受
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(g) 

裁
判
所
は
、
事
実
問
題
に
つ
い
て
の
証
拠
の
証
明
カ
に
関
し
、
自
己
の
判
断
を
も
っ
て
官
庁
の
判
断
に
代
え
て
は
な
ら
な
い
。
裁

判
所
は
官
庁
の
決
定
を
認
容
し
、
あ
る
い
は
手
続
続
行
の
た
め
事
件
、
を
差
戻
す
こ
と
が
で
き
る
。

裁
判
所
は
、
行
政
庁
の
事
実
認

定
、
推
論
、
結
論
あ
る
い
は
決
定
が
、
以
下
に
該
当
す
る
こ
と
に
よ
り
、
申
立
人
の
実
質
的
権
利
を
侵
害
す
る
場
合
に
は
、
右
決
定

を
破
棄
し
、
も
し
く
は
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
o

(4) (3) (2) (1) 

憲
法
ま
た
は
法
律
の
規
定
に
違
反
し
て
い
る
こ
と
、

当
該
官
庁
の
法
律
上
の
権
限
を
越
え
て
い
る
こ
と
、

違
法
な
手
続
に
基
づ
い
て
行
な
わ
れ
た
こ
と
、

法
律
適
用
上
の
誤
謬
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
た
こ
と
、

(5) 

全
記
録
に
照
ら
し
、
信
頼
性
お
よ
び
証
明
力
が
あ
り
、

か
つ
実
質
的
な
証
拠
か
ら
み
て
明
ら
か
に
誤
っ
て
い
る
こ
と
、
あ
る
い

~ì 
(6) 

専
断
的
、
あ
る
い
は
怒
意
的
で
あ
る
こ
と
、
も
し
く
は
裁
量
権
の
乱
用
、

ま
た
は
明
ら
か
に
不
当
な
裁
量
権
の
行
使
で
あ
る
こ

と
O 

両
法
と
の
比
較

北法18(1・140)140 
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ま
ず
、

本
法
判
項
、

お
よ
び
制
項
に
そ
れ
ぞ
れ
以
下
の
重
要
な
追
加
条
項
が
加
え
ら
れ
た
点
に
あ

モ
デ
ル
法
と
本
法
と
の
相
違
は
、

る
O 同

項
の
場
合
は
、
行
政
的
救
済
を
請
求
す
る
権
利
、
他
の
救
済
手
続
の
許
容
、
中
間
的
決
定
に
対
す
る
審
査
の
三
項
目
か
ら
な
る
o

第

一
一
項
の
審
査
請
求
権
の
規
定
は
、
モ
デ
ル
法
の
一
二
条
似
項
に
定
め
る
審
査
請
求
権
の
規
定
と
趣
旨
を
等
し
く
す
る
も
の
で
あ
る
。
モ
デ

ル
法
が
そ
の
決
定
の
形
式
の
肯
定
、
否
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
と
定
め
を
置
い
て
い
た
点
は
改
訂
法
で
は
削
除
さ
れ
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
権

利
の
侵
害
が
あ
る
こ
と
が
改
訂
法
の
定
め
る
救
済
手
続
利
用
の
第
一
の
要
件
な
の
で
あ
る
o

け

第
二
項
に
つ
い
て
は
モ
デ
ル
法
の
段
階
で
は
括
弧
書
と
さ
れ
て
い
た
o

改
訂
法
は
こ
の
括
弧
を
取
り
除
く
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
第
二

項
の
規
定
の
新
設
に
よ
り
、
後
に
触
れ
る
よ
う
な
排
他
的
適
用
の
有
無
の
問
題
が
生
ず
る
o

第
三
項
は
モ
デ
ル
法
に
は
な
い
。
こ
れ
は
連
邦
法
一

O
条
例
項
の
第
二
項
と
趣
旨
を
同
じ
く
す
る
o

連
邦
法
は
、
「
予
備
的
、
手
続
的
、

ま
た
は
中
間
的
な
官
庁
の
行
為
、
ま
た
は
裁
定
で
直
接
審
査
さ
れ
な
い
も
の
は
、
す
べ
て
最
終
の
官
庁
行
為
の
審
査
の
際
に
、
審
査
に
服

す
る
」
と
定
め
、
傍
点
の
旬
、
か
特
に
加
え
ら
れ
て
い
る
o

こ
の
点
改
訂
法
の
場
合
に
も
、
最
終
的
な
官
庁
の
決
定
の
審
査
を
行
な
っ
た
結

アメリカ合衆国州行政手続法研究序説

果
、
適
当
な
救
済
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
場
合
に
、
右
に
い
う
中
間
的
行
為
ま
た
は
決
定
の
審
査
が
行
な
わ

れ
う
る
の
で
あ
っ
て
、

そ
の
点
か
ら
い
え
ば
連
邦
法
と
同
様
な
内
容
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
o

と
こ
ろ
で
先
に
触
れ
た
第
二
項
の
問
題
で
あ
る
が
、

モ
デ
ル
法
で
括
弧
書
と
さ
れ
て
い
た
理
由
は
、
同
法
一
二
条

ω項
前
段
の
定
め
だ

け
で
は
、
官
庁
の
行
為
あ
る
い
は
決
定
の
審
査
が
、
他
の
法
律
の
定
め
る
救
済
手
続
と
の
関
係
で
競
合
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
最
終
的
な

救
済
手
続
と
し
て
す
べ
て
の
他
の
救
済
手
続
が
行
な
わ
れ
た
後
に
開
始
さ
れ
る
の
か
、
あ
る
い
は
排
他
的
に
審
査
が
行
な
わ
れ
る
の
か
、

必
ず
し
も
明
瞭
で
は
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
括
弧
書
の
部
分
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
他
の
手
続
に
よ
る
か
、
あ
る
い
は
同
法
の
手

続
に
よ
る
か
、

は
権
利
者
の
自
由
に
選
択
し
う
る
問
題
と
解
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
o

従
っ
て
こ
こ
で
は
他
の
救
済
手
続
を
前
置
し
て
は

北法18(1・141)141 
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じ
め
て
モ
デ
ル
法
の
定
め
る
審
査
手
続
が
開
始
さ
れ
る
、

あ
っ
て
、
改
訂
法
で
は
括
弧
を
削
除
し
た
こ
と
に
よ
り
、

と
い
う
性
質
の
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
点
は
改
訂
法
の
場
合
に
も
同
様
な
の
で

い
ず
れ
の
手
続
を
経
て
救
済
を
求
め
る
か
、

の
問
題
は
明
ら
か
に
請
求
権
者
の

論

自
由
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

次
に
本
条
例
項
の
場
合
で
あ
る
が
、
こ
の
点
は
モ
デ
ル
法
一
二
条
約
項
と
比
較
し
て
以
下
の
二
点
で
改
め
ら
れ
て
い
る
。

フ

l
ヴ

7
1
委
員
会
特
別
部
お
よ
び
ア
メ
リ
カ
法
曹
協
会
特
別
委
員
会
の
推
薦
事
項
を
採
用
し
、
「
実
質
的
証
拠
法
則
」

ま
ず
第
一
は
、

(
∞
ロ
ゲ
田

45ロ
t
B
-
m
d
i
ι
伺
ロ
ロ
巾
同
己
目
巾
)

と
い
う
表
現
を
、
「
明
白
な
誤
謬
の
原
則
」

E
Sユ
可
巾
口
0
5
0
5
2
r
)
に
置
き
か
え
た
点
で
あ
る
o

モ
デ
ル
法
一
二
条
例
項
削
号
は
「
実
質
的
証
拠
か
ら
み
て
認
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
」
と
定
め
て
い
た
の
で
あ
る

が
、
改
訂
法
一
五
条
伺
項
例
号
は
こ
れ
を
、
「
実
質
的
証
拠
か
ら
み
て
明
ら
か
に
誤
つ
で
い
る
こ
と
」
と
書
き
か
え
た
。

す
な
わ
ち
、

こ
の
変
更
は
連
邦
民
事
手
続
規
則
(
同

Z

F母
E-
河
口

-g
え

C
L
P
o
n色
目
立
の
下
で
、
事
実
審
の
判
決
の
審
査
に
関
し
て
適
用

さ
れ
た
原
則
と
同
様
な
原
則
に
立
っ
て
審
理
が
行
な
わ
れ
る
べ
き
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
裁
判
所
は
行
政
庁
の
認
定

し
た
証
拠
に
つ
い
て
改
め
て
審
理
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
、
ま
た
行
政
庁
の
裁
量
事
項
に
つ
き
行
政
庁
に
代
っ
て
判
断
を
下
し
て
は
な
ら

な
い
こ
と
が
一
不
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
同
項
は
、
裁
判
所
が
、
行
政
庁
の
明
ら
か
に
誤
っ
て
い
る
判
断
を
破
棄
す
る
権
能
を
認
め
て
い
る

の
で
あ
っ
て
、
そ
の
意
味
で
事
実
の
認
定
を
行
な
う
行
政
庁
の
判
断
に
対
す
る
、
裁
判
所
の
審
理
の
限
界
を
一
歩
進
め
た
も
の
、

こ
と
が
で
き
よ
う
。

と
い
う

第
二
は
、
改
訂
法
制
項
例
号
の
定
め
る
、
「
裁
量
権
の
不
当
な
行
使
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
」
が
、
特
に
、

モ
デ
ル
法
、

お
よ
び
改
訂

法
の
「
専
断
的
な
行
為
」
と
同
等
に
用
い
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
刷
号
の
規
定
に
よ
っ
て
、
行
政
庁
の
裁
量
権
の
不
当
な
行
使
も

ま
た
破
棄
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

右
に
あ
げ
た
諸
点
を
除
い
て
、

モ
デ
ル
法
と
改
訂
法
の
規
定
の
聞
に
異
な
っ
た
点
は
な
い
。
し
か
し
、
司
法
審
査
に
関
す
る
連
邦
法
と

北法18(1・142)142
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改
訂
法
の
聞
に
は
規
定
の
方
法
に
著
し
い
相
違
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
改
訂
法
の
規
定
は
、
右
に
掲
げ
た
よ
う
に
、
例
司
法
審
査
を
請

執
行
不
停
止
、

ω
記
録
の
送
達
お
よ
び
短
縮
、
例
追
加
的
証
拠
の
提
出
、
的

求
す
る
権
利
、
制

審
査
の

の
項
に
区
分
し
て
規
定

審
査
開
始
手
続
、
制

方
法
お
よ
び
範
囲
、
制

事
実
問
題
に
つ
い
て
の
官
庁
の
判
断
の
尊
重
、

お
よ
び
破
棄
も
し
く
は
変
更
の
理
由
、

さ
れ
、
そ
の
内
容
は
主
と
し
て
、
司
法
審
査
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
き
、

よ
り
具
体
的
に
定
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

仮
救
済
、
例

審
査
の
範
囲
、

制

訴

訟

形

式

お

よ

び

土

地

管

轄

、

例

審

査

の

対

象

と

な

る

行

為

、

の
項
に
区
分
す
る
。
そ
の
意
味
で
は
審
査
の
形
式
的
側
面
に
つ
き
規
定
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
こ
れ

」
れ
に
対
し
て
連
邦
法
一

O
条
は
、

審
査
請
求
権
、

)
 

L
U
 
(
 

ら
の
規
定
の
う
ち
、
改
訂
法
と
同
様
な
趣
旨
の
規
定
は
、
司
法
審
査
を
定
め
る
刷
項
、

お
よ
び
取
消
事
由
と
し
て
の
例
項
に
定
め
る

ωか

ら
伺
ま
で
の
各
号
で
あ
る
。

モ
デ
ル
法
と
の
関
係
で
問
題
と
さ
れ
た
救
済
手
続
の
競
合
、

あ
る
い
は
選
択
に
つ
き
、

連
邦
法
例
項
は
、
「
官
庁
の
行
為
に
よ
り
違
法

ま
た
は
利
益
を
害
さ
れ
た
も
の
は
、
そ
の
行

付

ま
た
は
関
連
す
る
法
令
の
意
味
の
範
囲
内
に
お
い
て
不
利
益
を
受
け
、

為
に
つ
い
て
司
法
審
査
を
求
め
る
権
利
を
有
す
る
」
、
と
定
め
、

な
侵
害
を
受
け
、

アメリカ合衆国州行政手続法研究序説

改
訂
法
の
よ
う
に
他
の
審
査
手
続
に
つ
い
て
触
れ
て
は
い
な
い
。

「
:
:
:
実
質
的
証
拠
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
な
い
も
の
」
、

ま
た
、
実
質
的
証
拠
の
問
題
で
は
連
邦
法
一

O
条
例
項
伺
号
に

「
事
実
が
審
査
裁
判
所
に
よ
る
初
審
的
審
理
を
受
け
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
事
実
の
証
明
が
な
い
も
の
」
と
定
め
、

お
よ
び
同
制

モ
デ
ル
法
と
同

ロ
す
に
、

様
、
実
質
的
証
拠
原
則
に
従
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

「
第
一
占
ハ
条
〔
上
告
〕

不
服
あ
る
当
事
者
は
、

本
法
に
よ
る
〔
地
方
裁
判
所
〕
の
終
局
判
決
の
審
査
を
求
め
る
た
め
、

〔
最
高
裁
判
所
〕
に
上
告
す
る
こ
と
が

で
き
る
o
」

両
法
と
の
比
較

(d) 
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連
邦
法
に
は
上
告
の
定
め
は
特
に
設
け
ら
れ
て
い
な
い
。

モ
デ
ル
法
一
三
条
は
右
と
同
趣
旨
で
あ
る
が
、
上
告
の
際
に
適
用
さ
れ
る
制
定
法
に
つ
い
て
の
規
定
が
削
除
さ
れ
た
。
な
お
モ
デ
ル
法

論

は
一
三
条
全
体
が
括
弧
書
と
さ
れ
て
い
た
が
、
改
訂
法
は
こ
れ
を
除
い
た
。

「
〔
第
一
七
条
〔
分
離
〕

本
法
の
条
項
、

当
該
条
項
ま
た
は
適
用
と
は
無
関
係
に
効
力
を
有
す
る
、
本
法
の
他
の
条
項
ま
た
は
適
用
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
目
的

ま
た
は
人
、
あ
る
い
は
状
況
に
対
す
る
、
そ
の
適
用
が
無
効
で
あ
る
と
判
決
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
そ
の
無
効
は
、

の
た
め
に
本
法
の
条
項
は
分
離
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
よ

両
法
と
の
比
較

連
邦
法
一
二
条
は
次
の
よ
う
に
同
趣
旨
の
規
定
を
有
す
る
o

「
こ
の
法
律
の
あ
る
条
項
ま
た
は
そ
の
適
用
が
無
効
と
さ
れ
て
も
、
こ
の
法
律
の
そ
の
他
の
条
項
お
よ
び
そ
の
適
用
は
影
響
を
受
け
な

ぃ。」モ
デ
ル
法
一
四
条
も
ま
た
同
様
で
あ
る
。

「
第
一
八
条
〔
廃
止
〕

以
下
の
法
律
お
よ
び
条
項
は
廃
止
す
る
o

。L

、

・・・・
-・・・、

(3) 

、

・・・・

し一

両
法
と
の
比
較
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連
邦
法
に
は
特
に
法
律
の
廃
止
に
関
す
る
規
定
は
な
い
。

改
訂
法
一
五
条
は
廃
止
規
定
を
置
く
。

「
第
一
九
条
〔
施
行
期
日
お
よ
び
適
用
の
範
囲
い

い
す
べ
て
の
官
庁
、

ま
た
〔
施
行
日
に
お
い
て
係
属
中
で
あ
る
手
続
に
う
い
て
は
こ
れ
を
除
き
)
明
ら
か
に
排
除
さ
れ
な

お
よ
び
官
庁
の
手
続
に
対
し
て
適
用
さ
れ
る
o」

本
法
は
・
・
・
・
に
施
行
さ
れ
、

両
法
と
の
比
較

連
邦
法
一
二
条
は
承
認
後
三
ヶ
月
を
経
て
効
力
を
生
ず
る
旨
の
規
定
を
置
く
。

モ
デ
ル
法
三
ハ
条
は
施
行
期
日
の
定
め
を
置
い
た
。

け

(
1
)
n
o
D唱。吋・

5N・
i
F

毛
・
円
た
・
的
提
唱

3
同

V-E-

(

2

)

連
邦
行
政
手
続
法
に
つ
い
て
は
橋
本
公
豆
、
外
間
寛
両
教
授
の
訳
さ
れ
た
「
連
邦
行
政
手
続
法
」
(
橋
本
公
百
一
「
米
国
行
政
法
研
究
」
お
よ
び
、
鵜
飼

信
成
編
「
行
政
手
続
の
研
究
」
所
収
)
が
あ
る
。
従
っ
て
こ
こ
で
は
連
邦
法
の
規
定
を
い
ち
い
ち
引
用
す
る
こ
と
は
原
則
と
し
て
避
け
、
該
当
条
項
の
引

用
に
と
ど
め
る
b

こ
れ
に
対
し
、
「
モ
デ
ル
州
行
政
手
続
法
」
は
「
改
訂
法
」
の
母
体
で
あ
り
、
比
較
検
討
の
上
か
ら
、
一
応
全
文
を
邦
訳
、
第
二
章
一
-
一
、
に
掲
げ
る
こ

と
と
し
た
。
な
お
、
「
モ
デ
ル
法
」
お
よ
び
「
改
訂
モ
デ
ル
法
」
の
邦
訳
に
あ
た
っ
て
は
、
右
に
あ
げ
た
両
教
授
の
深
く
検
討
さ
れ
た
邦
訳
が
あ
る
の
で
、

特
に
共
通
な
用
語
に
つ
い
て
は
で
き
る
限
り
そ
の
訳
語
に
従
う
こ
と
と
し
た
。

な
お
、
「
連
邦
法
」
門
司
色
白
色
〉
仏
ロ
ユ
ロ

Estd吊

pona己
お
〉
口

F
T
5
=
-
S怠・
8
ω
S
F
N
ω
N
印

C
・∞

-
n・
〉
・
申

Hoc-
〕
は

h
n守
誌
な
-

H.丸
、
昌
之
官
同

h
S
F
S
h
g
む
お
礼
町

q
N
E
S
S
F
r
M、
。
。

=
r
c
g
g何
回
国

3
0
に
依
り
、
「
モ
デ
ル
法
」
〔
ζ
c邑仏内己
-ω
冨仲芯伶〉《仏凶

g
百EFω

に
つ
い
て
も
同
書
に
依
つ
て
い
る
。
ま
た
、
「
改
訂
法
」
門
列
。
ョ
ω
邑
忌
色
。
一

m
s
g
〉
仏

B
E丘
町
釦
己
詩
句

3
2仏戸
H
O
〉
円
円
〕
に
つ
い
て
は
匂
ミ
悶

A
S
S
H
ヰ

主
言
及
型
四

h
S
F
て
ミ
-
h
h
s
m，
H
g
r
開
-
n
o
c句
作
♂
宅
・
∞
C
ω
l
∞N
串
・
に
依
っ
た
。

た
と
え
ば
ミ
シ
ガ

γ
州
の
場
合
で
あ
れ
ば
、
労
働
者
補
償
委
員
会
(
当
日
r呂
g
J円
U
O
官
官
官

5
8
A
U
c
g
B宮
ぢ
出
)
、
織
業
保
障
委
員
会
(
開
自
立
ミ
B
S同
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(

3

)
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ミf
口

、〈

P 
g 
s 
g 
c 
ロ

財
務
省
(
り
め
官
民
B
O
E
C問
符

2
8戸
。
)
お
よ
び
公
益
事
業
委
員
会
(
句
E
Z
F
n
m
R
t
nゅ
の
O
B
S
F自
5
ロ
)
な
ど
が
あ
げ
ら
れ

論

ハ
4
〉
わ
。
。
湾
口
て
巴
F
H
H

色
、
・
忌
・
的

HGE-
司・∞
O
A
F
・

(
5
)
h
b
H・礼・・匂・∞。∞・

(
6
〉
」
gH.札
よ
司
・
∞
C

申・

ハ
7
)
N
E
.
F
p
g由・

ハ
8
〉
明
，

aos-m一
。
間
宮
内
同
〉
n
p
主

C
・
ω-mu・〉・

(

9

)

円

U
0
0
旬
。
円
・
て
ミ

L
q
w
q
b・
町
民
同
・
認
可

E-
司
・
沼
田
・

(
叩

)
(
Q・
〉
宅

-o・
p
・
凶
器
∞
)
・

8
m，a
-
N
ι
g
p

(
日
)
同
規
則
五
二
条
例
項
は
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。

「
陪
審
を
設
置
せ
ず
に
行
な
わ
れ
た
訴
訟
に
お
け
る
事
実
認
定
は
、
明
白
な
誤
謬
が
な
い
か
ぎ
り
(
戸
巳
自
ω
門戸

g
同q
R
Sロ
g
E
)
破
棄
さ
れ
て
は
な
ら

ず
、
ま
た
事
実
審
の
、
証
拠
の
確
実
性
に
つ
い
て
判
断
す
る
機
会
に
対
し
て
正
当
な
考
慮
が
払
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
に

な
お
、
こ
の
点
に
つ
い
て
争
わ
れ
た
判
決
に
お
い
て
連
邦
裁
判
所
は
次
の
よ
う
に
判
示
し
て
い
る
。

「
事
実
の
認
定
に
つ
い
て
の
司
法
審
査
が
、
行
政
機
関
に
よ
る
認
定
に
つ
い
て
の
司
法
審
査
に
つ
い
て
、
法
律
上
ま
た
は
憲
法
上
の
限
界
を
有
す
る
も

の
で
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
本
裁
判
所
は

n
明
ら
か
に
誤
っ
て
い
る
μ

と
こ
ろ
の
、
事
実
審
に
よ
る
事
実
の
認
定
を
破
棄
す
る
こ
と
が
で
き
る
0

・
・
」

C
E
S
L
m
g丹市凹〈・

C-
∞
・
。
苫
E
百
円

ucg宮
ロ
『

(
H
2
8
・
ω
ω
ω
C・
伊

ωま
lωgw
由∞

ω石
-D-
印凶日・

(
臼
)
「
実
質
的
証
拠
法
則
」
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
司
法
審
査
の
範
囲
が
法
律
問
題
に
限
定
さ
れ
、
行
政
庁
に
よ
る
、
結
論
に
到
達
す
る
た
め
の
基
礎
と

な
っ
て
い
る
事
実
認
定
が
実
質
的
証
拠
に
基
づ
い
て
い
る
か
否
か
と
い
う
こ
と
に
限
定
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
こ
の
よ
う
な
審
査
の
範
囲
を
制
限
す
る
も

の
と
し
て
の
原
則
は
、
行
政
庁
に
事
実
を
考
慮
さ
せ
、
審
理
さ
せ
る
こ
と
が
む
し
ろ
価
値
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
、
と
す
る
判
例
理
論
か
ら
成
長
し
た
も
の

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
行
政
官
庁
に
よ
る
事
実
の
認
定
が
、
実
資
的
証
拠
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
最
終
と
す
る
と
い
う
原
則
は
、
法
律

問
題
と
事
実
問
題
の
区
別
を
少
な
く
と
も
前
提
と
す
る
。
し
か
し
、
法
律
問
題
と
事
実
問
題
を
裁
然
と
し
た
形
で
区
別
す
る
こ
と
は
必
ず
し
も
容
易
な
も

の
で
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
「
法
と
事
実
の
混
合
し
た
問
題
」

(g只
邑
』
己

g
r
o
g
c『
}
ω
話
回
ロ
ι
F
2
)
が
生
じ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
点
か
ら
フ
i
ヴ

7
1
委
員
会
特
別
部
は
「
官
庁
の
裁
量
事
項
、
事
実
問
題
、
お
よ
び
事
実
と
法
律
の
混
合
問
題
に
つ
い
て
、
官
庁
の
行
為
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<1' 

の
司
法
審
査
の
範
囲
が
明
確
に
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
勧
告
し
た
。

改
訂
法
は
右
の
勧
告
に
従
い
、
事
実
問
題
に
つ
い
て
の
実
質
的
証
拠
法
則
を
修
正
し
、
審
査
裁
判
所
は
官
庁
の
認
定
が
記
録
の
全
部
に
基
づ
き
、
確
実

な
証
明
カ
あ
る
実
質
的
証
拠
に
照
ら
し
て
、
明
ら
か
に
誤
り
で
あ
る
か
ど
う
か
を
決
定
す
る
権
限
を
有
す
る
も
の
と
し
た
。

な
お
、
連
邦
行
政
手
続
法
一

O
条
は
「
裁
判
所
は
記
録
の
全
部
を
審
査
し
」
と
定
め
て
い
る
が
、
右
規
定
が
従
来
の
実
質
的
証
拠
法
則
を
変
更
す
る
意

味
を
持
っ
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
橋
本
教
授
は
、
行
政
手
続
法
の
立
法
史
の
み
か
ら
み
る
と
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
、
と
し
て
お
ら
れ
る
。
ま
た
こ

の
点
、
議
会
は
充
分
な
吟
味
を
尽
す
こ
と
な
く
同
法
を
通
過
さ
せ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
審
査
の
範
囲
に
つ
い
て
は
拡
張
さ
れ
た
と
解
す
る
見
解
と
そ
れ
に

反
対
す
る
下
級
審
の
判
例
の
存
在
を
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
(
「
米
国
行
政
法
研
究
」
一
九
九
!
こ

O
O頁)。

フ

1
ヴ

7

1
委
員
会
の
勧
告
で
は
「
・
・
・
審
査
裁
判
所
は
、
決
定
に
つ
き
重
要
な
事
実
に
つ
い
て
の
官
庁
の
認
定
が
、
記
録
の
全
部
に
基
づ
き
、
確

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

実
な
証
明
力
あ
る
実
質
的
証
拠
に
照
ら
し
て
、
明
ら
か
に
誤
り
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
を
除
い
て
は
、
事
実
に
つ
い
て
破
棄
し
て
は
な
ら
な
い
」

(
同
二

O
一
ニ
一
員
〉
(
傍
点
筆
者
)
と
定
め
て
い
る
。
改
訂
法
が
こ
の
考
え
方
を
採
用
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

付

一
九
四
六
年
モ
デ
ル
州
行
政
手
続
法
(
邦
訳
)

(冨
C内
E
ω
g
g
〉
円

H
B
H
E
2
H
E
F
A
S
H
d
o
n
E
C円
巾

〉

円

件

。

同

E
Aめ
)

アメリカ合衆国州行政手続法研究序説

(
定
義
)

機
関
の
名
を
こ
こ
に
挿
入
せ
よ
〕
、
・
・
・
・
・
を
除
く
も
の
と
す
る
。

第
一
条

本
法
の
目
的
に
お
い
て

(2) 

「
規
則
」
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
規
定
、
基
準
、
政
策
に
関
す
る
意
思
表
示
、

あ
る
い
は
一
般
的
適
用
性
お
よ
び
将
来
の
効
力
に
関
す
る
解
釈
、
お
よ
び

ω
「
官
庁
」
と
は
、
州
の
〔
機
関
、
委
員
会
、
部
局
あ
る
い
は
行
政
官
〕
で

あ
っ
て
、
法
律
に
よ
り
、
規
則
を
制
定
し
、
争
訟
事
件
を
裁
決
す
る
権
能

を
付
与
さ
れ
て
い
る
も
の
を
意
味
す
る
。
た
だ
し
、
立
法
部
内
あ
る
い
は

司
法
部
内
の
機
関
、
お
よ
び
〔
聴
開
を
主
宰
す
る
権
能
を
有
す
る
の
で
は

そ
れ
ら
の
改
正
あ
る
い
は
廃
止
を
含
む
も
の
で
、
官
庁
に
よ
り
事
前
の
聴

開
に
基
づ
く
か
否
か
を
問
わ
ず
、
官
庁
に
よ
っ
て
施
行
さ
れ
る
法
律
を
遂

行
し
、
あ
る
い
は
具
体
化
す
る
た
め
、
あ
る
い
は
官
庁
の
組
織
も
し
く
は
手

続
を
決
定
す
る
た
め
に
採
用
さ
れ
た
も
の
を
い
う
。
た
だ
し
単
に
官
庁
の

あ
る
が
、
純
然
、
た
る
裁
量
権
を
行
使
す
る
州
の
仮
釈
放
委
員
会
の
よ
う
な

北法18(1・147)147



説

内
部
的
事
項
の
処
理
の
み
に
関
す
る
規
定
、
お
よ
び
公
衆
の
権
利
、
あ
る

い
は
公
衆
に
適
用
さ
れ
る
手
続
に
直
接
影
響
を
お
よ
ぼ
さ
な
い
規
定
を
含

論

む
も
の
で
は
な
い
。

(3) 

「
争
訟
事
件
」
と
は
、
法
律
、
あ
る
い
は
憲
法
上
の
権
利
に
よ
り
、
法

律
上
の
権
利
、
義
務
あ
る
い
は
特
定
の
当
事
者
の
特
権
が
、
官
庁
に
よ
る

聴
聞
を
経
た
上
で
決
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
、
官
庁
に
お
け
る
手

続
を
い
う
。

第
二
条

(
規
則
の
採
用
)

法
律
に
規
定
さ
れ
た
規
則
制
定
の
要
件
に
加
え
て
、

(1) 

各
官
庁
は
本
法
に
規
定
さ
れ
た
、
あ
る
い
は
認
め
ら
れ
た
正
式
手
続
、

お
よ
び
略
式
手
続
を
定
め
る
規
則
を
採
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の

よ
う
な
規
則
は
、
書
式
お
よ
び
指
示
と
と
も
に
、
官
庁
に
お
け
る
実
務
規

則
を
含
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(2) 

官
庁
に
関
係
す
る
利
害
関
係
人
を
援
助
す
る
た
め
、
各
官
庁
は
実
現
可

能
と
考
え
ら
れ
る
か
ぎ
り
、
官
庁
の
手
続
の
具
体
的
説
明
を
付
し
た
規
則

を
追
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(3) 

法
律
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
規
則
の
採
用

あ
る
い
は
そ
れ
ら
の
改

正
、
ま
た
は
廃
止
に
先
立
ち
、
規
則
を
採
用
す
る
官
庁
は
実
現
可
能
な
か

ぎ
り
、
そ
の
目
的
と
す
る
行
為
を
公
表
す
る
か
、
ま
た
は
そ
れ
に
つ
い
て

の
告
知
を
行
な
い
、
利
害
関
係
人
に
口
頭
、
も
し
く
は
文
書
に
よ
り
、
資

料
ま
た
は
意
見
を
提
出
す
る
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
条

(
保
管
お
よ
び
規
則
の
効
力
の
発
生
)

(1) 

各
官
庁
は
現
在
効
力
を
有
す
る
す
べ
て
の
規
則
を
含
む
、
官
庁
に
よ
っ

て
採
用
さ
れ
た
各
規
則
の
認
証
謄
本
を
〔
州
務
長
官
〕
の
事
務
局
に
た
だ

ち
に
保
管
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

〔
州
務
長
官
〕

は
こ
の
よ
う
な
規
則

の
恒
久
的
登
録
簿
を
、
公
衆
の
閲
覧
に
供
す
る
よ
う
に
保
管
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

(2) 

今
後
採
用
さ
れ
る
各
規
則
は
、
制
定
法
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
、
ま
た
は

規
則
に
特
則
を
設
け
て
、
よ
り
遅
い
日
が
定
め
ら
れ
な
い
か
、
ぎ
り
、
保
管

に
よ
っ
て
効
力
を
生
ず
る
も
の
と
す
る
。

第、一四条

(
規
則
の
刊
行
)

。)

〔
州
務
長
官
〕
は
本
法
の
効
力
発
生
の
日
以
後
、
実
現
可
能
な
か
ぎ
り
、

各
官
庁
に
よ
っ
て
採
用
さ
れ
、

効
力
を
有
す
る
す
べ
て
の
規
則
を
編
纂

し
、
索
引
を
付
し
て
刊
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
編
纂
物
は
必
要
に
応

じ

〔
ま
た
少
な
く
と
も
二
年
に
一
度
〕
補
足
さ
れ
、
あ
る
い
は
改
訂
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(鉛

〔
州
務
長
官
〕
は

本
法
の
採
用
時
に
お
い
て
効
力
を
有
す
る
規
則
を

除
き
、
前
の
〔
月
〕
の
聞
に
保
管
さ
れ
た
す
べ
て
の
規
則
の
正
文
を
掲
載
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咽

7
6
i

し
た
、

〔
毎
月
の
〕
定
期
刊
行
物
を
刊
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(3) 

〔
州
務
長
官
〕
は
、

刊
行
が
著
し
く
困
難
で
あ
り
、
多
額
の
費
用
を
要

し
、
あ
る
い
は
そ
の
ほ
か
の
理
由
で
不
適
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
規
則

に
つ
い
て
は
、
規
則
を
採
用
し
た
行
政
庁
に
申
込
み
次
第
、
印
刷
に
付
さ

れ
た
、
あ
る
い
は
複
写
さ
れ
た
形
で
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、

か
っ
、
定
期
刊
行
物
ま
た
は
編
纂
物
に
、
右
規
則
の
概
要
お
よ
び
入
手
方

法
に
つ
い
て
の
説
明
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
裁
量
に
よ
り

右
の
刊
行
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(4) 

定
期
刊
行
物
お
よ
び
編
纂
物
は
、
要
求
が
あ
れ
ば
、
〔
当
州
の
行
政
官
〕

に
対
し
て
は
無
料
で
、
ま
た
そ
れ
以
外
の
人
に
対
し
て
は
刊
行
費
お
よ
び

付

郵
送
費
を
含
む
、

〔
州
務
長
官
〕
の
定
め
る
価
格
で
利
用
し
う
る
よ
う
に

アメリカ合衆国1'11行政手続法研究序説

な
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
条

(
規
則
採
用
の
申
立
)

利
害
関
係
人
は
、
官
庁
に
対
し
、
規
則
の
制
定
、
改
正
あ
る
い
は
廃
止

を
申
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
各
官
庁
は
規
則
を
も
っ
て
、
こ
の
よ
う
な

申
立
の
形
式
な
ら
び
に
申
立
の
提
出
、
審
査
お
よ
び
処
理
手
続
を
定
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
条

(
規
則
の
効
力
に
つ
い
て
の
宣
言
的
判
決
)

(幻

規
則
が
申
立
人
の
法
律
上
の
権
利
ま
た
は
特
権
に
転
触
し
、
ま
た
は
そ

マす

れ
を
侵
害
し
、

あ
る
い
は
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
場
合
に

は
、
当
該
規
則
の
有
効
性
は
・
・
・
郡
の
〔
地
方
裁
判
所
〕
に
お
け
る
宣

言
的
判
決
を
求
め
る
訴
訟
に
よ
っ
て
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
該
官

庁
は
そ
の
手
続
の
当
事
者
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
右
の
宣
言
的
判

決
は
、
申
立
人
が
当
該
官
庁
に
対
し
、
問
題
の
規
則
の
有
効
性
に
つ
い
て
の

審
査
を
請
求
し
た
か
ど
う
か
、
に
か
か
わ
ら
ず
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
。

裁
判
所
は
、
当
該
規
則
が
憲
法
条
項
に
違
反
し
、
ま
た
は
制
定
法
に
よ

(2) 

っ
て
認
め
ら
れ
た
当
該
官
庁
の
権
限
を
越
え
、
ま
た
は
制
定
法
に
よ
る
規

則
制
定
手
続
に
従
わ
ず
に
採
用
さ
れ
た
と
判
断
す
る
場
合
に
は
、
当
該
規

則
の
無
効
を
宣
言
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七
条
(
官
庁
に
よ
Z
V
{
{
呈
一
一
面
的
決
定
を
求
め
る
申
立
)

官
庁
は
、
利
害
関
係
人
の
申
立
に
基
づ
き
、
官
庁
に
よ
る
規
則
も
し
く

は
制
定
法
の
、
人
、
財
産
あ
る
い
は
事
実
の
状
態
に
対
す
る
適
用
に
関
し

宣
言
的
決
定
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
。
宣
言
的
決
定
が
弁
論
を
経
て
行

な
わ
れ
、
拘
束
力
を
有
す
る
旨
述
べ
ら
れ
た
場
合
に
は
、
そ
れ
が
裁
判
所

に
よ
っ
て
変
更
さ
れ
、
ま
た
は
取
消
さ
れ
な
い
か
ぎ
り
、
申
立
て
ら
れ
た

事
実
の
状
態
に
つ
き
、
当
該
官
庁
お
よ
び
申
立
人
の
聞
に
拘
束
力
を
有
す

る
。
こ
の
よ
う
な
決
定
は
、
そ
の
後
、
争
訟
事
件
に
お
け
る
判
決
を
審
理

す
る
方
法
に
従
い
、
〔
地
方
裁
判
所
〕
に
お
け
る
審
査
に
服
す
る
も
の
と
す
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説

る
。
各
官
庁
は
規
則
に
よ
り
、
こ
の
よ
う
な
申
立
の
形
成
、
そ
の
提
起
、

そ
の
審
理
お
よ
び
処
理
手
続
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

論

第
八
条

(
争
訟
事
件
、
告
知
、
聴
聞
、
記
録
)

争
訟
事
件
に
お
い
て
、
す
べ
て
の
当
事
者
は
、
合
理
的
な
告
知
が
な
さ

れ
た
後
、
聴
聞
の
機
会
が
与
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
ら
い
。

告
知
は
日

時
、
場
所
お
よ
び
争
点
を
説
明
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
手

続
の
性
質
に
よ
り
、
当
該
争
点
が
聴
聞
に
先
立
っ
て
十
分
に
説
明
で
き
な

い
場
合
、
あ
る
い
は
当
該
争
点
に
つ
き
そ
の
後
の
修
正
を
必
要
と
す
る
場

合
に
は
、
そ
れ
ら
は
実
現
可
能
な
か
ぎ
り
十
分
に
説
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
ま
た
す
べ
て
の
当
事
者
に
対
し
証
拠
を
提
出
し
、
そ
れ
に
関
し
て

陳
述
を
行
な
う
機
会
が
与
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
官
庁
は
各
会
J

訟

事
件
に
お
け
る
公
式
の
記
録
を
準
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
記
録
に

は
、
証
言
お
よ
び
証
拠
書
類
を
含
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
再

聴
聞
、
も
し
く
は
裁
判
所
の
審
査
の
た
め
に
要
求
さ
れ
な
い
か
ぎ
り
、
速

記
記
録
を
書
き
改
め
る
必
要
は
な
い
。
争
訟
事
件
に
お
い
て
、
合
意
、
同

意
命
令
ま
た
は
不
出
頭
に
よ
り
、
略
式
の
処
理
手
続
も
ま
た
採
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
官
庁
は
争
訟
事
件
に
お
け
る
告
知
と
聴
聞
の
手
続
に
つ
き

適
当
な
規
則
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
九
条

(
証
拠
法
則
、
公
け
の
告
知
)

争
訟
事
件
に
お
い
て

官
庁
は
、
充
分
に
思
慮
あ
る
人
々
に
よ
っ
て
、
職
務
の
遂
行
に
際
し
、

通
常
受
容
さ
れ
る
立
証
の
価
値
を
有
す
る
証
拠
に
証
拠
能
力
を
認
め
、
か

っ
付
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
官
庁
は
、
法
律
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
特

)
 

唱

A(
 権

に
つ
い
て
の
規
則
に
効
力
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
官
庁
は
適
格

性
、
関
連
性
、
お
よ
び
重
要
性
を
火
き
、
か
つ
過
度
に
重
複
す
る
証
拠
を

ω 
排
除
す
る

と
ヵ:
で
き
る

官
庁
が
利
用
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
当
該
官
庁
の
所
有
に
属
す
る
記

録
、
お
よ
び
文
書
を
含
む
、
す
べ
て
の
証
拠
は
、
提
出
の
申
出
を
受
け
、

事
件
に
お
け
る
記
録
の
一
部
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
以
外
の

事
実
上
の
情
報
、
お
よ
び
証
拠
を
事
件
の
決
定
の
際
に
考
慮
に
入
れ
て
は

な
ら
な
い
。
書
証
は
謄
写
、
ま
た
は
抄
録
の
形
で
、
あ
る
い
は
照
合
に
よ

る
原
本
と
の
一
致
に
よ
っ
て
受
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(3) 

各
当
事
者
は
証
言
を
行
な
う
証
人
に
つ
き
、
交
互
尋
問
の
権
利
を
有
し
、

か
つ
反
証
の
提
出
権
を
有
す
る
。

(心

官
庁
は
裁
判
上
認
容
し
う
る
事
実
に
つ
き
、
考
慮
を
払
う
こ
と
が
で
き

る
ほ
か
、
官
庁
の
専
門
的
知
識
の
範
閤
内
に
お
け
る
、
一
般
的
に
認
め
ら

れ
た
、
専
門
的
あ
る
い
は
技
術
的
、
ま
た
は
科
学
的
事
実
に
つ
い
て
考
慮
を

払
う
こ
と
が
で
き
る
。
当
事
者
は
聴
聞
前
、
ま
た
は
聴
聞
の
際
、
あ
る
い
は
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マ;

/ 

準
備
報
告
書
等
に
お
け
る
言
及
に
際
し
、
そ
の
よ
う
に
考
慮
の
払
わ
れ
た

資
料
に
つ
き
告
知
さ
れ
、
か
っ
こ
れ
ら
の
事
実
を
争
う
機
会
が
与
え
ら
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
官
庁
は
そ
の
経
験
、
技
術
的
能
力
、
お
よ
び
専
門
的

知
識
を
官
庁
に
提
出
さ
れ
た
証
拠
の
評
価
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一

O
条

〈
宮
庁
に
よ
る
証
拠
の
審
査
)

争
訟
事
件
に
お
い
て
、
最
終
決
定
を
行
な
う
官
庁
の
行
政
官
の
多
数
が

証
拠
に
つ
い
て
審
聞
を
行
な
っ
て
お
ら
ず
、
あ
る
い
は
記
録
を
読
ん
で
い

な
か
っ
た
場
合
で
、
そ
の
決
定
が
手
続
に
参
加
す
る
官
庁
以
外
の
当
事
者

け

に
不
利
な
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
事
実
の
認
定
と
法
の
適
用
を
含
む
決

定
の
提
案
が
当
事
者
に
示
さ
れ
、
か
つ
不
利
益
を
受
け
る
各
当
事
者
に
対

し
、
当
該
決
定
を
行
な
う
こ
と
と
な
っ
て
い
る
行
政
官
の
多
数
に
異
議
の

アメリカ合衆国列行政手続法研究序説

申
立
を
行
な
い
、
弁
論
を
行
な
う
機
会
が
与
え
ら
れ
る
ま
で
、
そ
の
決
定

は
行
な
わ
れ
で
は
な
ら
な
い
。

右
決
定
を
行
な
う
行
政
官
は
、

み
ず
か

ら
記
録
の
全
部
、
あ
る
い
は
当
事
者
に
よ
っ
て
引
用
さ
れ
て
い
る
記
録
の

一
部
を
審
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
〔
本
条
は
以
下
の
官
庁

に
対
し
て
適
用
し
て
は
な
ら
な
い
J

第
一
一
条

(
決
定
と
命
令
)

争
訟
事
件
に
お
い
て
、
官
庁
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
、
手
続
に
参
加
す

る
当
事
者
に
不
利
な
す
べ
て
の
決
定
、
お
よ
び
命
令
は
、
書
商
ま
た
は
記

録
に
示
さ
れ
、
か
つ
事
実
認
定
、
お
よ
び
法
の
適
用
を
含
む
も
の
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
事
実
認
定
は
、
事
実
に
関
す
る
点
に
つ
い
て
の
決
定
の

簡
潔
な
説
明
か
ら
な
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
手
続
に
参
加
す
る

当
事
者
は
、
直
接
あ
る
い
は
郵
送
に
よ
り
、
決
定
お
よ
び
命
令
に
つ
い
て

告
知
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
決
定
お
よ
び
命
令
、
な
ら
び
に
そ
れ
に

付
随
す
る
事
実
認
定
、
法
の
適
用
の
写
し
は
、
要
求
に
基
づ
き
、
各
当
事

者
あ
る
い
は
訴
訟
代
理
人
に
対
し
配
付
さ
れ
、
ま
た
は
郵
送
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

第
一
二
条

(
争
訟
事
件
の
司
法
審
査
)

(1) 

争
訟
事
件
に
お
け
る
、
最
終
決
定
に
よ
っ
て
権
利
を
侵
害
さ
れ
た
も
の

は
、
そ
の
決
定
の
形
式
が
肯
定
的
な
も
の
で
あ
れ
否
定
的
な
も
の
で
あ

れ
、
本
法
の
下
で
の
最
終
決
定
に
つ
い
て
の
司
法
審
査
を
受
け
る
権
利
を

有
す
る
〔
た
だ
し
本
条
は
、
法
律
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
て
い
る
審
査
、
補

填
、
救
済
、
あ
る
い
は
始
審
的
審
理
と
い
う
他
の
手
段
に
訴
え
る
こ
と
を

妨
げ
る
と
解
釈
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
〕
。

(紛

審
査
手
続
は
、
官
庁
の
最
終
決
定
の
送
達
後
、
〔
三

O
〕
日
以
内
に
な
さ

れ
た
〔
地
方
裁
判
所
〕
に
対
す
る
訴
状
の
提
出
に
よ
り
開
始
さ
れ
る
。
訴

状
の
写
し
は
、
官
庁
お
よ
び
記
録
に
記
載
さ
れ
て
い
る
す
べ
て
の
当
事
者

に
送
達
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
〔
・
・
・
・
・
に
規
定
さ
れ
た
方
法

北法18(1・151)151 



説

に
よ
り
・
・
・
〕
。
裁
判
所
は
、
そ
の
裁
量
に
よ
り
、
他
の
利
害
関
係
人

論

(3) 
の
訴
訟
参
加
を
許
容
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

訴
状
の
提
出
は
、
官
庁
の
決
定
の
執
行
を
停
止
す
る
も
の
で
は
な
い
。

た
だ
し
、
官
庁
は
右
の
執
行
の
停
止
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
あ
る
い
は
審
査

裁
判
所
は
適
当
と
考
え
る
条
項
に
つ
い
て
停
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

訴
状
の
送
達
後
〔
三

O
〕
日
以
内
、
あ
る
い
は
裁
判
所
の
許
容
す
る
右

以
上
の
日
数
以
内
に
お
い
て
、
官
庁
は
、
審
査
に
服
す
る
手
続
の
全
記
録

(4) 

の
正
木
ま
た
は
謄
本
一
通
を
、
審
査
裁
判
所
に
送
達
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

ぃ
。
た
だ
し
、
審
査
手
続
に
参
加
す
る
す
べ
て
の
当
事
者
の
同
意
に
よ

り
、
記
録
を
短
縮
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
裁
判
所
は
、
記
録
を
制
限
す
る

同
意
を
理
由
な
く
拒
否
す
る
当
事
者
に
対
し
、
追
加
費
用
の
支
払
を
命
ず

る
こ
と
が
で
き
る
。
裁
判
所
は
、
必
要
と
考
え
る
場
合
に
は
、
記
録
に
対

す
る
そ
の
後
の
補
正
、
お
よ
び
追
加
を
命
じ
、
あ
る
い
は
許
容
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

(5) 

聴
聞
に
定
め
た
期
日
以
前
に
、
当
該
事
件
に
お
け
る
争
点
に
つ
い
て
の

追
加
的
証
拠
提
出
の
許
可
を
求
め
る
申
請
が
裁
判
所
に
提
出
さ
れ
、
か
つ

そ
の
追
加
的
証
拠
が
重
要
な
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
官
庁
に
お
け
る
手
続

中
に
提
出
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
の
十
分
な
理
由
が
、
裁
判
所
に

対
し
明
ら
か
に
さ
れ
た
場
合
に
は
、
裁
判
所
は
、
適
当
と
考
え
る
条
件
に

従
い
、
右
追
加
的
証
拠
が
官
庁
に
よ
り
受
理
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る

こ
と
が
で
き
る
。
官
庁
は
右
の
証
拠
を
理
由
に
、
そ
の
事
実
認
定
お
よ
び

決
定
を
修
正
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
っ
官
庁
は
、
審
査
裁
判
所
に
対
し
、
記

録
の
一
部
と
す
る
た
め
に
、
右
の
証
拠
を
、
修
正
部
分
、
あ
る
い
は
新
し

い
事
実
認
定
ま
た
は
決
定
と
共
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

制
裁
判
所
は
、
陪
審
に
依
ら
ず
に
審
査
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま

た
審
査
の
範
囲
は
記
録
に
限
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
官

庁
の
手
続
上
の
違
法
が
主
張
さ
れ
、
そ
れ
が
記
録
に
現
わ
れ
て
い
な
い
場

合
に
は
、
更
に
裁
判
所
に
よ
り
受
理
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
要
求
が
あ

る
場
合
に
は
、
裁
判
所
は
口
頭
弁
論
を
聴
取
し
、
弁
論
書
を
受
理
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

(7) 

裁
判
所
は
官
庁
の
決
定
を
認
容
し
、
あ
る
い
は
手
続
続
行
の
た
め
事
件

を
差
戻
す
こ
と
が
で
き
る
。

あ
る
い
は
裁
判
所
は
、

行
政
庁
の
事
実
認

定
、
推
論
、
結
論
あ
る
い
は
決
定
が
、
以
下
に
該
当
す
る
こ
と
に
よ
り
原

告
の
実
質
的
権
利
を
侵
害
す
る
場
合
に
は
、
当
該
決
定
を
破
棄
し
、
も
し

く
は
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

す
な
わ
ち
、

)
 
a
 
(
 
憲
法
ま
た
は
法
律
の
条
項
に
違
反
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
は
、

(b) 

当
該
官
庁
の
、
法
律
上
の
権
限
、
あ
る
い
は
管
轄
を
逸
脱
し
て
い
る
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‘す

こ
と
、
ま
た
は
、

(c) 

違
法
な
手
続
に
基
づ
い
て
行
な
わ
れ
た
こ
と
、
ま
た
は
、

(d) 

そ
れ
以
外
の
、
法
律
適
用
上
の
誤
謬
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
た
こ

と
、
ま
た
は
、

料
提
出
さ
れ
た
全
体
の
記
録
に
照
ら
し
、
適
格
な
、
実
体
的
な
、
か
っ

実
質
的
な
証
拠
に
よ
っ
て
認
容
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
、
ま
た
は

専
断
的
あ
る
い
は
怒
意
的
で
あ
る
こ
と
。

〔
第
一
三
条

(
上
告
)

不
服
あ
る
当
事
者
は
、
本
法
に
よ
る
〔
地
方
裁
判
所
〕
の
終
局
判
決
の

付

審
査
を
求
め
る
た
め
、

〔
最
高
裁
判
所
〕
に
上
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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右
の
上
告
は
、
他
の
民
事
事
件
に
お
い
て
、

同
地
方
裁
判
所
〕
か
ら
の
上

告
の
際
に
適
用
さ
れ
る
法
律
に
規
定
さ
れ
た
方
法
に
従
い
、
提
起
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
J

〔
第
一
四
条

(
合
憲
性
)

本
法
の
条
項
、
ま
た
は
人
、
あ
る
い
は
状
況
に
対
す
る
、
そ
の
適
用
が

無
効
で
あ
る
と
判
決
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
こ
の
よ
う
な
無
効
は
、

当
該
無
効
な
条
項
、
ま
た
は
適
用
と
は
無
関
係
に
効
力
を
有
す
る
本
法
の

他
の
条
項
、
ま
た
は
適
用
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
白
的

の
た
め
に
本
法
の
規
定
は
分
離
し
て
適
用
さ
れ
る
。
〕

第
『
五
条

(
廃
止
)

本
法
の
規
定
に
反
す
る
す
べ
て
の
法
律
、
ま
た
は
条
項
は
こ
こ
に
廃
止

す
る
。
た
だ
し
、
右
の
廃
止
は
現
在
係
属
中
の
手
続
に
影
響
を
及
ぼ
す
も

の
で
は
な
い
。

第
=
ハ
条
本
法
は
・
・
・
・
・
に
施
行
さ
れ
る
。

(
施
行
期
日
)

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

こ
の
そ
デ
ル
州
行
政
手
続
法
に
つ
い
て
は
以
下
の
研
究
が
公
け
に
さ
れ
て

い
る
。

. . .・

O
ω
ω

円
。
耳
目
「
問
。
〈
・
凶
器
・

(HE∞
)
・
こ
れ
は
同
法
に
つ
い
て
の
シ
ン
ポ

ジ
ユ
ウ
ム
を
主
題
と
し
た
も
の
。

O

実
勾
・
同
号
、

p
h札
遣
さ
な
町
、
白
志
向
、
ミ
ミ
円
h
a
足

早

ga龍、同日

円uq
遺
骨
岳
喜
志
向

MWHねな
h
品
な
町
民
HH.s-

由。E
F
F・河内〈
-
N少
8
3
8
ω
)
・

こ
れ
は
主
と
し
て
州
行
政
手
続
法
に
関
す
る
資
料
を
中
心
と
し
た
も
の
。

O

串
〉
門
田
百
戸
戸
印
耳
目
己

-
-
Z
H
(忌日
N
)
・
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
法
曹
協
会

(吋

Z
K
M
g
q
R
S
F同〉
non-田
C
C
口
)
の
州
行
政
法
委
員
会
に
よ
っ
て
行

な
わ
れ
た
州
行
政
法
に
つ
い
て
の
報
告
書
を
掲
載
し
た
も
の
。
そ
の
ほ
か

O
伊

ωnZ主
人
吋
マ
ミ
ミ
ミ
匂
白
た
み
号
号
主
ミ
芯
・
門
事

3
号、。

k

A

a

k

山吉町、匂凡
h
S
9丸
町
、
RHP窓
会
斗
間
同
見
向
。

a
r
H
N
2・
8
H
2
8
8
・

O

F
弓

巳

出
g
ι
J
N
w
h
hな
唱
え
ミ

hHM誌
な
せ
旬
、
、
d
Q
h片足、、
h

h
品
HhN白
H
S
W
H
S

同
守
内
'
叫

H
b
H
2
2
8
8
・

北法18(1・153)153



2H(苫
マ
同
)
∞
岡
山
品
科

1 Kan. L. Rev. 51. Nov. '52. 

o R. M. Sega!， Administrative Procedure in Massachusetts 
rule making and judicial review， 33 B. U. L. Rev. 1， ]a. 

'53. 

o Comparative Study of Administrative Procedure in New 
Jersey and the Model State Administrative Procedure Act 

-a Symtosium， 7 Rutgers L. Rev. 465， Spring '53. 

Federal and MissourI Administrative Procedure Act -

a Comparison， 17 Mo. L. Rev. 286， ]e. '52. 

o R. M. Sega!， New Administrative Procedure Actof Mas-
sachusetts， 39 Mass. L. Q. 31， Oct. '54. 

o A. M. Sachs， Protosed Administrative Procedure Act for 
Massachusetts， 5 Harv. L. S. Bull 5， ]e. '54. 

o Proρosed Texas Administrative Procedure Act， 33 Tex. 
L. Rev. 499， Ap. '55. 

o Scope of Review under Recent Amendments to the Ohio 
Administrative Procedure Act， 23 U. Cin. L. Rev. 307， Sum-

O 

o Symtosium on Washington administrative law The 
Model State AdministrativeProcedure Act. 33. Wash. L. Rev. 

1， Spring '58. 

o D. M. Feid， Georgia Uniform Administrative Procedure 
Act. 1 Ga. S. B. ]. 269， Fe. '65. 

o R. G. Cohn， Administrative Procedure Reform in Illinois， 
17 Ad. L. Rev. 91， Fall '64. 

o M. H. Merrill， Revised Model State Administrative Pro-
cedure Act. 26 A!a. L. Rev. 375. Oct. '65. 

o R. G. Dixon ]r.， Administrative Practice and Procedure 
and the Protosed Administrative Practice Act， 19 Fed. B. 

]. 200， Apri! '59. 

o R.]. Davis， Administrative Procedure Act for Arizona， 
2 Ariz. L. Rev. 17， Summer '60. 

o Kansas Administrative Procedure， 28 ]. B. A. Kan. 322， 
Feb. '60. 

itfa 

$ 

mer '54. 

o Comparative Analysis of the Federal and Ohio Admin-
istrative Procedure Acts， 24 U. Cin. L. Rev. 365， Summer 

o Administrative Law and Procedure in Colorado -a Sym-
ρosium， 29 Dicta 431， Dec. '52. 

o ].]. Burchell， Administrative Procedure Act， 22 1. C. C. 
Pract. ]. 375， Feb. '55. 

'55. 

C. F. Sybert， Maryland Administrative Procedure -the 

law and the lawyer， 61 Md. S. R A. 175， (1956). 

B. Schwartz， Administrative Procedure Act in Operatio伐

29 N. Y. U. L. Rev. 1173， ]e. '54. 

O 

O 

]. B. Smith， Administrative Procedure Code for Kansas， O 
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ミ
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符
凡
な
ヘ
曲
、
還
ま
え
ミ
志
向

h
u
、
。
門
司
札
思
立
与
町
子
臼
吋
回
・

C
・
F
・
阿
佐
〈
・
叶
C

W

J
そ

E
R
G
N

0

ζ
・国・

ζos--w
句
程
遠
遺
品
ミ
ミ
.
。
b
h
Q
雪
s
a
h町
内

H.伺
EHH.SM耐
え
《
誌
な
お

H
c
h号、
H

凡さ
.
h
H
E
S問
、
ミ
ミ
皆
、

F
s
s
a足
立
H

国
間
的
師
向
乾
喜
由
。

rz-

r
問。
4
u

品
品
川

y
Z
D〈
-
d
a・

州
に
お
け
る
行
政
手
続
法
の
状
況
に
つ
い
て
、
当
・
河
-Zω
邑
田
教
授
は

以
下
の
よ
う
に
触
れ
て
い
る
。

「
モ
デ
ル
州
法
が
公
刊
さ
れ
る
以
前
に
も
、
い
く
つ
か
の
州
で
は
行
政
機

関
に
対
す
る
手
続
的
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
必
要
性
は
認
め
ら
れ
て
い
た
わ
け

で
、
こ
の
目
的
の
た
め
に
積
極
的
な
活
動
が
示
さ
れ
て
い
た
。
一
九
一
七
年

に
は
早
く
も
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
に
お
い
て
、
行
政
上
の
規
則
を
定
め
る

こ
と
を
必
要
す
る
法
律
を
制
定
し
、
一
九
三
四
年
に
は
テ
ネ
シ
ー
州
で
行
政

的
決
定
に
対
す
る
司
法
審
査
に
関
し
て
制
定
法
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
も
っ
と
も
す
ぐ
れ
た
最
初
の
州
行
政
手
続
法
は
一
九
四
一
年
に
定
め
ら

れ
た
サ
ウ
ス
・
ダ
コ
タ
の
も
の
で
こ
れ
は
広
範
囲
の
立
法
で
あ
る
。
そ
の
二

年
後
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
が
現
在
の
そ
デ
ル
州
法
に
ほ
ぼ
類
似
し
た
も
の
を

定
め
、
同
年
オ
ハ
イ
オ
州
が
認
可
行
政
庁
に
関
す
る
広
範
囲
の
規
定
を
持
つ

州
法
を
定
め
た
o

今
日
州
の
約
半
分
は
行
政
手
続
に
つ
い
て
の
規
定
を
有
し

て
い
る
。
」
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・
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